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平成３１年第１回大石田町議会定例会会議録 

 

 

平成３１年３月５日（火）、大石田町議会定例会が大石田町議場において招集された。 

 

１．議長（村岡藤弥君）    午 前  １０ 時 ００ 分   開 会 を 宣 す。 

 

 

 

出席議員は次のとおり。 

 

１番 岡﨑英和 君 ４番 関  幸悦 君 ７番 遠藤宏司 君 

２番 村形昌一 君 ５番 村岡藤弥 君  ８番 齋藤公一 君 

３番 小玉  勇 君 ６番 大山二郎 君  ９番  芳賀  清 君 

    １０番 星川 久 君 

 

 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため議会に出席した者の職氏名。 

 

町 長 庄司喜與太君  保健福祉課長 髙橋慎一君 

副町長  横山利一君  産業振興課長  

教育長  布川 元君  (兼)農業委員会事務局長 井苅清隆君 

総務課長 二藤部康暢君  建設課長 遠藤秀樹君 

まちづくり推進課長 間宮 実君  教育文化課長 荒井義孝君 

町民税務課長     

(兼)会計管理者 早坂勝弘君  総務課総務主幹 八鍬 誠君 

     

 

 

本会議に、職務のため出席した者の職氏名。 

 

       

   

 

 

 

議会事務局長 鈴木 太 

議会事務局議会主査 森 光弥 
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提 出 議 案 目 録 

 

議案第 2号 平成３０年度大石田町一般会計補正予算（第８回） 

議案第 3号 平成３０年度大石田町国民健康保険特別会計補正予算（第４回） 

議案第 4号 平成３０年度大石田町次年子簡易水道特別会計補正予算（第２回） 

議案第 5号 平成３０年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第５回） 

議案第 6号 平成３０年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３回） 

議案第 7号 平成３０年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第３回） 

議案第 8号 平成３０年度大石田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４回） 

議案第 9号 平成３１年度大石田町一般会計予算 

議案第10号 平成３１年度大石田町国民健康保険特別会計予算 

議案第11号 平成３１年度大石田町次年子簡易水道特別会計予算 

議案第12号 平成３１年度大石田町学校給食事業特別会計予算 

議案第13号 平成３１年度大石田町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第14号 平成３１年度大石田町介護保険特別会計予算 

議案第15号 平成３１年度大石田町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第16号 大石田町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第17号 大石田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第18号 大石田町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議員第19号 大石田町社会教育条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第20号 町道路線の廃止について 

議案第21号 町道路線の認定について 

議案第22号 大石田駅都市施設の指定管理者の指定について 

議案第23号 大石田町クロスカルチャープラザ「桂桜会館」の指定管理者の指定について 

  

（追加）  

発議第１号 ライドシェアの導入に反対し、安全、安心なタクシーを国に求める意見書の提出について 
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議 事 の 経 過 

１．議長（村岡藤弥君） 

お早うございます。 

ただ今から、平成３１年第１回大石田町議会定例会を開会いたします。なお、広報担当者の写

真撮影を許可しておりますので、ご了承下さい。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、ただちに本日の会議を開きます。本日の会議は、

議事日程第１号によって進めてまいります。日程第１．会議録署名議員の指名を行います。会議

録署名議員は、大石田町議会会議規則第１２５条の規定により、 

８番 齋 藤 公 一 君、 

９番 芳  賀   清  君   を指名します。 

次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。会期につきましては、議会運営委員会を開

催していただき協議を願っておりますので、その結果につきましては、議会運営委員会委員長よ

り報告を求めます。議会運営委員会委員長 星 川 久 君。 

１．議会運営委員会委員長（星川久君） 

お早うございます。 

議会運営委員会の結果について報告いたします。去る、２月１５日告示、本日招集されました本

年第１回定例会の会期、議事運営等について、２月２１日に議会運営委員会を開き、提出される

案件、及び町政一般に関する質問等を考慮し、慎重に協議した結果、第１回定例会は、皆さんの

お手元に配付している会期議事日程のとおりであります。 

即ち、本定例会は本日より３月１５日までの１１日間の会期とすることとし、その内容についてご

説明申し上げ、皆さんのご賛同をいただきたいと存じます。 

第１日目、即ち本日でありますが、只今報告している会期の決定をいただき諸般の報告をして

いただきます。諸般の報告では議長の諸般の報告ののち、一部事務組合議会の報告を組合議

員の代表の議員からしていただきます。 

次に、町長及び教育長より行政報告をしていただきます。 

続いて、本定例会に提出されている請願２件を関係する常任委員会に審査付託していただき

ます。 

次に議案の上程であります。本定例会に提出されている議案２２件を一括して上程し、平成３１

年度町長の施政要旨及び提出議案についての町長の提案理由の説明並びに担当課長の補足

説明をしていただきます。 

終了次第、第１日目の本会議は散会とし、議場において全員協議会を開催し、本定例会の議

案説明及び、各課所管事項の報告をしていただきたい考えであります。 

第２日目、３月６日は第１日目に引き続き全員協議会を午前１０時より開催し、本定例会の議案

説明及び、各課所管事項の報告をしていただき、終了次第、全員協議会を閉会したい考えであり

ます。 

第３日目、３月７日は午前１０時開議、年度末であることを考慮し、ただちに議案の審議を行いま

す。議案第２号から議案第８号、議案第１６号から議案第２３号まで質疑、討論、表決を行います。 

議案の審議が終結後、予算特別委員会の設置を議題としていただき、特別委員会設置後、平

成３１年度各会計予算７件を一括して予算特別委員会に審査付託していただき、本会議を散会

する考えであります。 

本会議散会後、予算特別委員会を開会していただき、委員長及び副委員長の互選を行い、終
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了次第、予算特別委員会を散会する考えであります。 

第４日目、３月８日は午前１０時開議、４名の町政一般に関する質問を行い、一般質問が終結後、

本会議を散会する考えであります。 

第５日目、３月９日、第６日目、３月１０日は休会といたす考えであります。 

第７日目、３月１１日は第４日目に引き続き、午前１０時開議、３名の町政一般に関する質問を行

い、一般質問が終結後、本会議を散会する考えであります。 

第８日目、３月１２日は午前１０時に開議、予算特別委員会を開催し、議会事務局、総務課、出

納室、町民税務課及びまちづくり推進課所管の課別審査を行い、終了次第、散会する予定であ

ります。 

第９日目、３月１３日、午前１０時開議、予算特別委員会課別審査を前日に引き続き実施してい

ただき、保健福祉課、産業振興課、農業委員会所管の説明、質疑を行い、終了次第、散会する

考えであります。 

第１０日目、３月１４日は、午前１０時開議、予算特別委員会課別審査を引き続き実施していた

だき、教育文化課、建設課所管の説明、審議を行い、終了次第、散会する考えであります。 

第１１日目、３月１５日、すなわち最終日であります。午前１０時開議し、前日に引き続き、予算特

別委員会を開催していただき、付託議案７件についての総括審査を行い、質疑、討論、表決をし

ていただき、予算特別委員会を閉会したい考えであります。 

その後、本会議を開会し、予算特別委員会からの審査の結果について報告を求め、議案を議

了していただく考えであります。 

続いて、本会議から審査付託を受けております請願の審査結果について、関係する常任委員

長より報告を求め、質疑、討論、表決をしていただきます。 

次に、議員派遣の件を決定いただき、全日程を終了するという日程であります。 

なお、この間の詳細な日程については、皆さんのお手元に配付してあります会期・議事日程の

とおりであります。なにとぞ、本委員会の決定どおり、皆さんのご賛同とご協力をいただき、会議を

進めて下さるようお願い申し上げ、委員会の報告といたします。 

平成３１年３月３日 大石田町議会運営委員会委員長 星 川 久。 

１．議長（村岡藤弥君） 

ただ今、議会運営委員会委員長より報告のとおり、本定例会の会期は、本日より３月１５日まで

の１１日間とすることにご異議ありませんか。（議員：「なし。」）ご異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日より３月１５日までの１１日間とすることに決定いたしました。 

次に、日程第３．諸般の報告といたします。はじめに、議長の諸般の報告を申し上げます。去る

２月１５日、山形市において山形県町村議会議長会第７０回定期総会が開催され、議長が出席し

ました。 

会議に先立ち全国町村議会議長会「自治功労者」の表彰があり、議員在籍１５年以上として当

議会より３名の議員が受賞しました。 

会議では、平成３１年度事業計画及び収入支出予算等について審議決定し、地方創生の推進

や議会機能の強化、過疎、豪雪地帯の振興などを盛り込んだ決議が採択されました。以上で、議

長の諸般の報告を終わります。 

続いて、北村山広域行政事務組合議会平成３０年第３回臨時会に関する事項の報告を求めま

す。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 
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では私の方から。北村山広域行政事務組合の第３回臨時会についてご報告申し上げます。 

１２月２１日、村山市議会の議場におきまして、第３回臨時会が開かれ、議案は２件でございま

す。人件費にかかる補正予算と、もう１件は教育委員会の委員の任命についてということでござい

ました。教育委員会の方の委員の任命については、任期満了に伴う委員の任命ということで、東

根市の委員の任命についてであります。 

以上、２議案共、原案どおり可決されましたことをご報告申し上げます。尚、調査に関しましては、

お手元の資料に基づいてご覧いただくようにお願い申し上げます。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

次に、北村山公立病院組合議会平成３０年第３回定例会に関する事項の報告を求めます。４番 

関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

お早うございます。 

私から、北村山公立病院組合議会の諸般の報告をしたいと思います。平成３０年１２月２５日、

北村山公立病院組合議会の定例会が東根市議場で開かれております。２０１８年度、事業会計

補正予算、病院事業の設置に関する条例の一部を改正など、４議案を議案どおり可決いたしまし

た。事業会計補正予算は上半期、４月から９月ですが、状況は年間で見込外来患者数を当初比

より２，４４９人の減の９万６，８５９人に修正しております。事業収益は４，０８４万円減の５４億１，０５

６万円。事業費用は６，３００万円減の５６億４，３２０万円に修正しております。赤字見込額は２億３，

２６３万円、２，２１６万円圧縮しております。 

他に、病院事業の設置に関する条例を改正しております。今年７月から診療科を現在の１６から、

循環器内科と内臓内科を追加して１８科になっております。また、神経内科は脳神経内科に変更

になっております。詳しい点については皆さんに資料を配付してますが、見ていただきたいと思い

ます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

次に、山形県後期高齢者医療広域連合平成３１年２月定例会に関する事項の報告を求めます。

９番 芳 賀  清 君。 

１．９番（芳賀清君） 

お早うございます。 

後期高齢者医療広域連合の２月定例会が寒河江市の県国保会館で２月１４日に開催されまし

た。議案の中身につきましてはですね、１ページをめくっていただきますと５件あります。 

議題１号が、平成３１年度の一般会計の予算、約６億円でございます。 

議題２号につきましては、３１年度の後期高齢者医療の特別会計、金額にしますと１，４９８億５

千万円程度の中身になっております。 

議題３号につきましては、条例の一部改正について。 

議題４号につきましては、任期満了に伴います、広域連合の副連合長の選任ということでござい

まして、引き続き山辺町長の遠藤直幸さんに再任をお願いしたところでございます。 

最後の議題５号につきましては、広域連合の情報公開、更には個人情報保護審査会委員の選

任ということで、５名の皆さんの選任を行ったところでございます。尚、詳細につきましては、皆さん

にお配りのとおりになっておりますのでよろしくお願いしたいと思います。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

去る、平成３０年第１回定例会において議決し、地方自治法第１００条第１３項、及び大石田町
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議会会議規則第１２７条第１項の規定に基づき実施しました「議員派遣の件に関する報告」、並び

に平成３０年第４回定例会以降における当議会の諸般の事業活動等については、お手元に配付

しております印刷物のとおりでありますので、これをもってご了承願います。これをもって、諸般の

報告を終わります。 

次に、日程第４．行政報告を行います。町長及び教育長から行政報告の申し出がありましたの

で、これを許します。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

改めまして、お早うございます。 

本日招集いたしました、平成３１年第１回定例会にご出席いただき、心からお礼申し上げます。 

さて、今季の雪の状況でありますが、１月下旬の寒波の影響により１月２５日に豪雪対策本部を

設置し、流雪溝の利用時間拡大を図るなど対策を講じてきました。 

現在、降雪は落ち着いておりますが、今後とも気を緩めることなく対処してまいりたいと考えてお

ります。 

例年のことになりますが、除排雪対策に関しましては区長さんはじめ、流雪溝利用協力会の皆

さん、町民有志のボランティアグループのほか、多くの町民の皆さんのご尽力とご協力に感謝申

し上げます。 

それでは昨年１２月第４回定例会以降の行政報告について申し上げます。 

【総務課】関係です。 

〇豪雪対策本部についてであります。 

１月２５日に豪雪対策本部を設置し、町民へ向け広報を配布、除雪体制の強化、町民の安全確

保と雪害の未然防止に努めてきたところです。 

しかし残念ながら、２月４日に雪による死亡事故が発生したため、翌５日に豪雪対策本部本部

員会議を開催し、引き続き事故防止に向けて注意喚起を行ってまいりました。 

３月１日現在、人的被害３件が報告されております。なお、今季の最高積雪は２月１４日の１６６

センチでありました。積雪は今日現在、９０㎝になっております。 

〇宮城県涌谷町との友好交流事業についてです。 

２月２３日と２４日に、涌谷町より中学１、２年生１８人と涌谷町職員３人、併せて２１人が雪国体験

ツアーとして来町し、交流を深めたところであります。 

今年で５回目となりますが、初日は愛宕町地内において、高齢者一人暮らし世帯の除雪ボラン

ティア活動や雪灯ろうづくりを行いました。 

２日目は、大石田中学校の生徒と一緒に「雪積み競争」やスノーモービル、チューブスライダー

などを楽しみ交流を深めました。 

また、あったまりランドでそば打ち体験を行い、自分たちで打ったそばをおいしそうに食べており

ました。大石田中学校の生徒との交流も深まり大変有意義であったと感じております。 

【まちづくり推進課】関係です。 

〇町内豊田、現在、筑波技術大学２年生の「齋藤元希」さんが２０１８年パラ水泳春季記録会兼

パンパシ、パラ水泳競技大会 代表選手選考会「男子４００メートル自由形、男子１００メートル背

泳ぎ」等で優勝した功績により「北村山教育賞」を受賞しました。 

１２月２１日、平成３０年第３回北村山広域行政事務組合臨時会終了後、副管理者、組合議員

並びに関係者が出席する中、管理者であります志布村山市長より表彰が行われました。 

この賞はスポーツ活動において全国大会で優勝したものなどが該当する賞であり、本町では平
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成２８年の「奥山華波」さん以来の２人目の受賞となります。 

【産業振興課】関係です。 

〇雪灯ろう街道についてであります。 

２月９日に開催されました「雪灯ろう街道」は穏やかな天候に恵まれ、町内全域で展開していた

だきました。 

地区をあげての積極的な取り組みや親子総出の趣向を凝らしたものが数多く見られたところで

あります。また、より一層の参画を促すため、雪像等の力作を審査し、後日表彰いたします。 

さらに、虹のプラザにおいて、オープニングセレモニーを開催し、多目的ホールいっぱいの観

衆の中、大石田保育園や各小学校によるステージでの発表会を行いました。 

 そして、町建設業協会、ライオンズクラブ、白陽会、北村山高校の多大なご協力により、雪灯

ろうや大型滑り台等を製作していただき、訪れた子どもたちや家族連れは、雪国ならではの各イ

ベントに楽しく参加しておりました。 

〇平成３１年度の農業政策についてであります。 

米政策改革の２年目となる本年の需要に応じた米の生産について、県から示された「生産の目

安」を町農業再生協議会に図り、算定方針を各関係機関・団体で協議を重ね、合意形成を行い

ました。微増はしたものの、過日、ほぼ前年同様の目安を生産者に提示しました。 

また、農事座談会も２月１６日と２月１７日に開催し、「米政策の見直し」や平成３１年度経営所得

安定対策のほか、園芸作物の振興策について関係機関から説明を行い、一定の理解が得られ

たものと考えております。以上、１２月議会以降の主な行政報告とさせていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

お早うございます。 

それでは教育委員会関係の行政報告をいたします。２点でございます。 

第１点目は、全国小中学校リズムダンスふれあいコンクールについてでございます。１２月２６日

に東京都で開催された「第６回全国小中学校リズムダンスふれあいコンクール」に、２年連続で参

加した大石田小学校６年生チーム「大小ジュニア２１」が小学校部門の規定曲部門で第４位に輝

きました。同部門には全国から１２チームが参加しましたが、「大小ジュニア２１」は組体操の要素

を取り入れた特色のあるダンスパフォーマンスを披露して、空間の工夫・独創性・チームワークな

どで高い評価を得て、見事に入賞を果たしました。このコンクールは「リズムダンス」を通して豊か

な人間性の育成や体力の向上、そして、リズムダンスの学習過程において、学級の仲間との結び

つきを強め、学校教育の活性化を図ることを目的としております。この大会を通じて、子どもたちの

絆が深まり、今後より一層学校生活が豊かになることを期待しております。 

次に、スポーツ大会での活躍でございます。先ほど町長の報告にもありましたが、全国大会以

上での活躍について報告いたします。町では東北大会及び全国大会、さらには国際大会に出場

する選手に「激励金」を交付しておりますが、豊田出身の筑波技術大学２年「齋藤元希」さんが、９

月に開催された「２０１８ジャパンパラ水泳競技大会」に出場し、水泳男子２００メートル個人メドレ

ーで優勝、１００メートルバタフライ、１００メートル背泳ぎ及び４００メートル自由形で２位に輝きまし

た。また、１０月にインドネシアで開催された「インドネシア２０１８アジアパラ競技大会」に日本代表

として出場し、水泳男子２００メートル個人メドレー、１００メートル背泳ぎ及び４００メートル自由形で

それぞれ３位に輝きました。更には、１２月に開催された「第３５回日本パラ水泳選手権大会」にお
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いても１００メートルバタフライ及び４００メートル自由形で優勝しました。齊藤さんは、来年開催され

る２０２０東京パラリンピック、更にはその４年後のパラリンピックへの出場は勿論、金メダル獲得が

有望視されておりますので、今後もパラリンピックや国際大会での活躍に大いに期待したいと思

います。 

また、先週、報道されたことではありますが、新庄東校に通っております奥山華波さんが、２月２

６日の全日本スノーボード選手権スロープスタイルで第５位に輝きました。前日の予選では第１位

だったのですが、風の影響で当日は５位だったようでございます。また、２月２８日に全日本スノー

ボード選手権大会ビッグエアーにおいて、第３位に輝いております。今後の活躍に期待したいとこ

ろでございます。以上でございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

これをもって行政報告を終わります。 

日程第５．請願の常任委員会付託であります。本定例会において受理しました請願は、２件で

あります。これを、請願文書表のとおり、関係する常任委員会に付託することにご異議ありません

か。（議員：「なし。」）ご異議なしと認めます。 

よって請願文書表のとおり付託することに決定しました。 

次に議案の上程であります。日程第６．議案第２号より、日程第２７．議案第２３号まで、以上２２

件を一括して議題として上程いたします。 

日程第２８．平成３１年度町長施政要旨、及び上程議案についての提案理由の説明を求めます。

大石田町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

１．はじめに 

平成３１年度第１回町議会の開会にあたり、平成３１年度の町政運営に対する私の基本的な考

え方と、施策の大要についてご説明申し上げますので、議員各位をはじめ町民の皆様のご理解

とご協力をいただきたいと存じます。ご案内の通り、今定例会が平成最後の定例会となりますので、

しっかりと説明責任を果たし、町政運営について町民の皆さんのご理解とご協力をいただきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

今冬は、初雪が比較的遅く、根雪も１２月中旬と昨年と比べると穏やかに雪国生活が始まったと

いう印象がありましたが、年末になって寒波に見舞われ、大石田らしい例年通りの新年を迎えたと

ころであります。１月に入ってからは、寒波と緩みを繰り返しながらも積雪が増し、１月２２日には１

５２㎝の積雪をもって、豪雪対策連絡本部を、２５日には１６５㎝を記録したため豪雪対策本部を

設置し、流雪溝利用の延長や、雪処理の安全対策の啓発などを講じてまいりました。２月に入りま

しても、寒波の襲来が続き、全国各地で混乱を招いております。当町においても今期の最高積雪

として２月１４日に１ｍ６６㎝を記録しております。（２月１８日現在） 

豪雪対策本部では除雪作業の安全確保を含めた事故防止等の啓発や、警戒にあたってまいり

ましたが、残念ながら当町におきましては、落雪や転落によって１名が死亡、２名が負傷してる状

況にあります。 

これらの方々には心よりお見舞いを申し上げる次第でありますが、今後とも町民の方々には引

き続き事故防止や雪解けによる融雪被害、雪崩などの災害等に関する注意喚起を行ってまいり

ます。 

これまで議員の皆様には、臨時議会での除雪費の予算補正や、中央での要望活動への参加

など万般にわたりご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 
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さて、今年は私が町政を預かって８年目、２期目の最後の年となります。町長就任以来、この７

年間一貫して町民の代表としての立場を忘れることなく、「こころ通う あたたかい町政」を政治信

条としながら全力を傾注してまいりました。この間、議会の皆様や町内各層からご意見やご指導、

激励をいただきながら、町民目線での政策を模索してまいりましたが、これまで推し進めてまいり

ました諸政策の中でも、「虹のプラザ」の建設はこの７年間で最も誇れる事業であると自負しており

ます。これも偏に予算獲得にご尽力いただいた国会議員の方々や具体的な施設づくりに参画し

ていただきました町民各層、そしてこのような大事業を実施することについて、私の背中を押して

くれた議員の皆様のご理解の賜物と心よりお礼を申し上げます。「虹のプラザ」は、オープン以来、

町民の健康づくり、文化の発信、吸収、子育て支援など多機能型施設として多くの方々から利用

いただいております。 

さて、平成３０年度の大石田町を振り返ってみますと、年度当初には、あったまりランドの宿泊施

設「虹の館」がリニューアルオープンいたしました。これまで無かったベッドを配置した洋室を整備

し、高齢者からの要望やインバウンドに対応できるものといたしました。そして、待望の東北中央

自動車道大石田村山インターが完成し、大石田町へのアクセスが格段に向上しております。 

５月には１９年ぶりとなる最上川総合水防訓練が当町を会場にして、２千人が参加する大規模

な訓練が実施され、そして７月には奥の細道サミット㏌大石田が全国の加盟団体から各首長等の

参加を得て開催し、文化のまち大石田を PR してまいりました。 

このような前向きな事業展開をしていた中、６月から７月にかけてはまれにみる猛暑、８月には集

中豪雨に見舞われ、河川や農地等に被害があったほか、大石田町最大のイベントである最上川

花火大会も３０年振りに順延を余儀なくされております。全国的にみても昨年は、地震、台風、豪

雨などによる大規模災害に見舞われ、各地で多くの犠牲が出ましたが、ここ数年は毎年大規模災

害が発生しているような気がいたします。私たちは、常に不測の災害に向き合っていかなければ

なりません。町民の安全、安心の実現に少しでも応えるべく、防災の核となる施設として、昨年か

ら尾花沢市消防署大石田分署の改築整備に取り組んでおります。すでに予定した用地の取得は

終了しており、実施設計も２月末で完了しております。 

大石田町は、昭和の３４年、平成の３０年を経て、新町として発足してから６４年を経過いたしま

した。そして、今年は６５年目の新しい時代を迎えようとしております。当町は発足以来、ひたすら

町の活性化、定住対策を掲げ、事業の具現化に取り組んでまいりましたが、思うような効果が見い

だせないのが現実であります。人口対策には特効薬はないと言われておりますが、今後とも一歩

一歩前進していきたいと考えております。 

引き続き、町民が求めていることを把握しながら町民目線での町政を進めてまいりますので、議

員の皆様には引き続きご支援の程よろしくお願いを申し上げます。 

２．大石田を取り巻く状況 

平成３０年の世界情勢を俯瞰してみますと、相変わらず、米・中・露・欧・韓・朝に世界が振り回さ

れているように見えます。アメリカと中国の貿易摩擦はお互いの消耗戦となり、ロシアのクリミア半

島併合問題はまだ世界に受け入れられておりません。イギリスのEU離脱問題はその後のEUの

運営に大きな影を落とし、ヨーロッパの移民政策はそれぞれ国の事情によって大きく違っており、

ドイツは首相の交代にまで発展しております。北朝鮮の非核化については、アメリカとの交渉が停

滞、それぞれの腹の探り合いの様相となっております。世界の国々がそれぞれの事情を抱えてい

るため、相関関係は一層複雑になって解決を困難にしております。 

このような中にあって日本は、協調して北朝鮮対策に臨むはずの韓国から解決済みの戦後補
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償問題を蒸し返され、さらには我が国の哨戒機に対するレーダー照射事件など両国間の相互不

信は益々増大しております。また、ロシアとの北方領土問題については２島返還がまだ国民の理

解を得られないまま進もうとしており、世界情勢の大きな潮流の中で、行き先が見えない状態とな

っております。 

国内に目を転じますと、昨年は全国各地で大きな自然災害が多く発生いたしました。６月には

大阪を中心とする大地震、７月の西日本豪雨、９月には北海道での大地震、そして台風２１号、２

４号と大きな台風が相次いで本土に上陸しました。これらの自然災害で３００名に及ぶ多くの犠牲

者を出し、更に多くの方々が負傷し、家を失い、未だに穏やかな日常を取り戻すことができており

ません。これまでの災害による犠牲者及び被災者の方々には心よりお見舞いと哀悼の意を表しま

す。明るい話題といたしましては、国際博覧会が２０２５年に大阪万博として開催することが正式に

決定し、日本国民にとっては２０２０年の東京五輪とともに未来に向けた大きな明るい希望となりま

した。 

また、日本人としては２７人目となるノーベル賞の受賞者として本庶佑氏が選出されたことは、日

本人の誇りであり、大きな喜びでもあります。スポーツ界では日本の若者が平昌冬季オリンピック

から始まり、卓球、バドミントン、水泳、そして、二刀流でアメリカに渡った大谷選手が新人王を獲

る輝かしい成績を収め、また、今年に入ってからは女子テニス界では大坂選手が世界ランキング

のトップになるなど、災害に沈む日本国民を大いに勇気づけてくれました。 

一方で、監督やコーチなど、本来選手を指導する立場にある者が選手に精神的苦痛を与える、

所謂パワハラや先輩が後輩に暴力を振るう行為が相変わらず各界で露見しており、非常に残念

でなりません。 

さて、国内情勢は、森友学園問題や加計学園グループ問題などに端を発した国の公文書や資

料の書き換え問題や不正統計、企業による免震データの改ざん、医科大学の不正入試、一般道

でのあおり運転など、子どもには聞かせたくない大人の恥ずかしい行為が後を絶ちません。この

ような中で、からだ一つで人助けを続けている「スーパーボランティア」の存在が胸を熱くしてくれ

ました。 

中央政治ではカジノ法案や働き方改革関連法案が成立し、本年４月以降には働く人たちの労

働環境がどのように変わり、企業にどういう影響をもたらすのか注視していかなければなりません。

そして、１０月に発足した第４次安倍内閣にて臨時国会が招集され、その中で外国人労働者の拡

大を図る入管法の改正、一連の災害に対する補正予算等が成立しております。これまで団塊の

世代の退職や少子化などによる労働者が大幅に不足していると言われている中、外国人労働者

の雇用が地域経済や地域社会にもたらす影響がどのようなものになるのか見守る必要があります。

また、毎月勤労統計調査など、国の基幹統計の不正が発覚し、特に２千万人を超える雇用保険

受給者に追加給付が必要となるなど大きな混乱を招いております。 

日本国内の景気動向については、内閣府では戦後最長景気と認定するなど、緩やかな景気回

復のもと、雇用情勢や所得環境も確実に改善を見せております。特に雇用情勢においては入管

法の改正を急ぐほど、中小企業を中心に人手不足が表面化してきており、失業率と有効求人倍

率は明らかに回復しております。 

しかしながら、巷間言われているように労働者の可処分所得の向上は一向に実感を伴わないも

のであり、将来に対する不安が払拭できない今、内需の拡大や、消費性向の増加には結び付き

にくい状況にあります。引き続き企業には資金の内部留保から労働者の賃金アップにシフトしてく

れることを願うものであります。 
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安倍政権は平成２９年度に「人づくり革命」と「生産性革命」を２本柱として、平成３１年度までの

３年間を政策実現の集中投資期間と位置付けておりますが、今年１０月から消費税率の引き上げ

が予定されてる中で、革命が停滞しないことを切に願っております。 

我が国は来月末をもって、「平成」という大きな時代に別れを告げ、新しい時代を迎えることにな

りますが、政府の来年度の一般会計予算は１０１．５兆円と初の１００兆円を超える予算を閣議決

定しております。当町においても、国の政策動向を把握しながら、「大石田町まち・ひと・しごと創

生総合戦略」に基づいた施策の実現のため、交付金等有効な財源の確保に向けて努力してまい

ります。 

３．平成３１年度の各分野における施策の大要 

（１）財政状況と納税の対策 

平成３１年度の国の予算は一般会計が１０１兆４，５６４億円と７年連続で過去最大規模を更新し

ておりますが、これは１０月に予定されている消費税率の引上げに備えた臨時特例措置や社会

保障関係費の伸びによるところが大きく、財源となる税収についても過去最高額を見込んでおり

ます。 

一方で、地方財政にとって最も重要な地方交付税については出口ベースで１．１％の増額です

が、臨時財政対策債は１８．３％の減額と大きく減らしております。これについては、高齢化に伴う

社会保障費の伸びや防災、減災対策にかかる需要が膨らんだためとされておりますが、当町に

おいては、国が示すような地方税収と地方交付税の増額が、これまで一定の財源の穴埋めをして

きた臨時財政対策債の減額を補てんできるかが大きなポイントであると考えております。 

いずれにしても、新年度は保育の無償化や消費税率の引き上げとそれに伴う景気刺激策など

国が展開する多様な政策の中で、当町に課せられた行政需要に対応していかなければなりませ

ん。 

大石田町の財政状況については、これまで町の最優先課題でありました町民交流センター整

備事業が終了しましたが、引き続き尾花沢市消防署大石田分署の整備というハード事業に着手

しておりますので、事業に要する特定財源や行政全般に及ぶ一般財源の確保、起債残高の逓

増への対応など予断を許さない状況にあります。 

私は平成３１年度も健全財政を堅持しながら、町政全般にわたりきめ細やかな施策を展開して

まいりたいと考えておりますので、必要不可欠な財政需要には積極的な基金の取り崩しも必要と

考えております。当町の税収の状況を申し上げますと、近年は政府による総合的な経済対策が

有機的に働き、雇用、所得環境には改善が見られます。また、国内外における積極的な商取引

により、好況を維持しており、通商問題の動向等不安定要素も存在しますが、中央における所得

税・法人税・消費税等の基幹的な国税は堅調であるといわれております。 

一方、地方に目を向けますと、少子化に伴う恒常的な人口減少社会に突入して久しく、生産人

口の流失、総需要の減少もあり、国税のような税収の伸びは期待できない状況にあります。 

町税の根幹は、町民税と固定資産税でありますが、これらについても、生産人口等の減少や、

地価の下落、新築家屋の減少等により、町税全般としては依然として厳しい状況にあることには

変わりはありません。ただし、大石田町の基幹産業である農業収入については、近年は好天に恵

まれたため比較的堅調に推移しております。 

申し上げるまでもなく、町税は生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、様々

な行政活動に必要な財源であり、この貴重な財源を得るために納税者の自発的な納税業務の履

行が必要であります。 
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町としては、税の適正かつ公平な賦課及び徴収を意識しながら透明性と効率性に配慮した行

政に徹してまいります。そして、そのために広報活動や租税教育など納税者が納税義務を理解し

実現しやすい環境整備に努めてまいります。 

本年１０月から消費税の税率が改定されます。この実施に伴い各種の法令の改正が必要となり、

地方税もその例外ではありません。この大きな制度改正がスムーズに移行するためにも、今後とも

税務署等の関係機関と連携を密にしながら、広報活動に努めてまいります。 

併せて、収納率向上のためには、納税環境を整備することが大切になります。これまで取り組ん

できた口座振替の推進、ゆうちょ銀行やコンビニ収納を実施するとともに、年毎に複雑化する税

制に対応するため、高度で専門性の高い全国規模の研修受講や未納対策のための「納税相談

員」を引き続き配置してまいります。 

近年の、県内における当町の徴収率について、年度間における増減はあるものの、相対的に

は上位に位置しております。今後も景気動向等に伴う不透明感はありますが、従来の取り組みを

充実、強化するとともに、将来の納税者である小、中学生に対する租税教室を行うなど納税意識

の向上を図りながら、引き続き適正な賦課及び徴収に努め、一層の収納率向上と税収確保に努

めてまいります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長、暫時休憩いたします。午前１１時５分再開いたします。 

 

 

 

休憩  午 前 １０ 時 ５６ 分 

再開  午 前 １１ 時 ０５ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、お願いいたします。 

１．町長（庄司喜與太君） 

（２）定住対策とまちづくり事業について 

「大石田町に住んで良かった」、更には「誰もが住みたいと思う環境づくり」のため、定住対策と

まちづくり事業を各課横断的に展開してまいります。 

定住対策については、新築住宅への「定住促進助成金交付事業」や「住宅リフォーム支援事

業」といった「住まい」への支援を引き続き行ってまいります。また、移住世帯には「米、味噌、醤

油」といった食を通した支援を昨年度に続き実施してまいります。 

まちづくりについては、「水と緑と文化のまち」の実現を目指し、その具現化の一つとして「町民

交流センター虹のプラザ」が完成し、その周辺整備として、公園や誘導、案内看板、情報板の設

置といった生活基盤の整備を順次行ってまいりました。今年度は、ふれあい休憩広場の整備やウ

ォーキングマップに合わせた誘導サインの設置、観光まちづくりマップの作成を行うことにしており

ます。 

また、まちづくり活動推進事業として、子育てや高齢者生きがいづくりに対し、引き続き支援を行
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ってまいります。 

駅前賑わい拠点施設「KOEnoKURA」は、運営している２名の地域おこし協力隊の人柄もあり、

町民の方々のみならず県内各地から施設利用の申し込みがあり、順調に運営されております。今

後は、協力隊二期生の採用と育成、退任後の定住に向けた支援を進めてまいります。 

大石田町で生活する際、「雪」は大きな障害となります。NPO 法人を介して「除雪支援」を行っ

ておりますが、さらに充実した支援制度ができないか検討してまいります。 

ふるさと納税では、議員はじめ関係各位のご指導ご協力により、前年度の２倍強となる４億円を

超えることができました。大石田町の魅力を発信できる絶好の機会ととらえ、国の方針を踏まえな

がら魅力ある返礼品の掘り起しを図ってまいります。また、ふるさと納税の使い方についても周知

を図ってまいります。 

（３）保健、福祉関係事業について 

政府は昨年に引き続き、子ども・若者から高齢者までの「全世代型の社会保障」の実現を掲げ

ており、２０１９年度予算案における社会保障費は過去最大に達しております。今年の１０月の消

費税率引き上げによりその財源を確保することとはしておりますが、団塊の世代が後期高齢者と

なる２０２５年問題と、現役世代の減少が進む２０４０年問題を迎える中で、児童虐待や児童貧困

対策も急務であり、今後とも厳しい財政運営は続くと予想されております。 

当町においても、少子高齢化の進展による人口減少に加え、昨年４月１日現在の高齢化率は３

７．４％と年々増加しておりますので、財政的課題もありますが、子育て支援や高齢者への多様な

サービスを充実し、安寧な町民生活の確保に向けて適切な施策を講じていく必要があります。 

以上のことを踏まえ、私は、国、県の施策に柔軟に対応しながら、保険、医療、福祉、介護の分

野における的確なサービスの提供と、保険事業の健全運営を通して、町民の幸福実現に努めて

まいります。特に、平成３１年度については、法令に基づいた各種計画の策定を予定しておりま

すので、将来に渡る施策の指針となるよう町民の意見を十分に取り入れながら進めてまいります。 

子育て支援については、平成３１年度において、子ども、子育て支援法に基づく「大石田町子ど

も、子育て支援事業計画（第２期）」を策定し、平成３２年度から５年間の子育て支援に関する総合

対策を樹立してまいります。 

また、新規に中学３年生までの児童、生徒に対してインフルエンザ予防接種にかかる助成を実

施し、保護者等の負担軽減を図りながら予防推進と子育てをサポートしてまいります。今年１０月

からは、幼児教育、保育の無償化が実施されますので、財政的な面を含めて効率的な事務執行

に十分に配慮し、スムーズな移行に努めてまいります。 

障害者福祉については、社会福祉法に基づく「大石田町地域福祉計画」の策定に着手してま

いります。この計画は、地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉など福祉施策の

根幹をなすものでありますので、地域住民の意見を反映させ町民すべての方々にやさしい社会

を実現できるような計画の策定に努めてまいります。 

高齢者福祉については、来たる超高齢化社会を見据えて、住み慣れた地域で安心して日常生

活を営んでいただくために、「除雪費用、灯油購入への助成制度」などの事業を継続して実施す

る一方、社会福祉協議会等の関係機関、団体と連携を深めながら、高齢者が安心して生活でき

る環境整備を図ってまいります。 

保健については、平成３１年度は健康増進法に基づき策定した「大石田町健康増進計画 健

康おおいしだ２１（第２次）」の中間年であるため、計画年度の平成３６年度を見据えて計画の見直

しに着手してまいります。 
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また、自殺対策計画と歯科口腔保健計画も併せて策定し、健康で心豊かに生活できる活力あ

る町を目指してまいります。 

さらに、保健センターを核として、乳幼児から高齢者までを対象とした健康づくり教室の実践や、

スムーズな検診を実施できる施設特性を生かして健康診査、各種検診の受診率を高め、予防接

種の勧奨を通して「自分の健康は自分で守る」という健康管理意識の高揚を図ります。また、町内

のウォーキングコースをまとめたリーフレットを有効活用し、健康寿命を延ばすための多様な健康

づくり活動につなげてまいります。 

介護保険事業については、「第７期大石田町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」に掲げ

る「高齢者が住み慣れた地域で生き生きと暮らせるまちづくり」の基本理念に基づき、引き続き、

高齢者の実態の的確な把握と、介護サービスの円滑な提供に努めます。さらに、今年度も介護予

防に重点的に取り組み、町地域包括支援センターを主体とした医療ケアと介護ケアの連携の充

実を図り、本年２月に立ち上げました認知症初期集中支援チームを核として認知症予防対策にも

積極的に取り組んでまいります。 

国民健康保険については、平成３０年度に制度が改正され、山形県が国保財政運営の責任主

体となりました。一方、資格管理、保険給付、保険料の決定及び賦課徴収等は、これまで同様に

町が行いますので、「大石田町保健事業実施計画（第２期データヘルス計画）」に基づき、効果的

な保健事業や疾病予防に加え、ジェネリック医薬品の普及や在宅診療の啓発、かかりつけ医の

定着、早期発見による重症化予防などの医療費抑制対策の取り組みを強化し、保険税の低減化

を目指してまいります。 

保健福祉行政には多くの課題が山積しておりますが、これらの課題解決には、幅広い町民の参

加と、事業者、行政等の協働が不可欠になります。そのため、これまで同様に「自助、共助、公

助」を明確にしながら、それぞれの機能が十分に発揮される体制を構築し、住み慣れた地域で、

安心して暮らせる地域福祉の実現に取り組んでまいります。 

（４）農林業振興事業について 

我が国の農業は、昨年１２月発効した環太平洋連携協定（TPP１１）や、２月に発効された欧州

連合との経済連携協定（EPA）、さらに日米貿易協定など、かつてない自由化を迫る複数の通商

交渉の局面にあり、極めて厳しい状況にあります。 

また、国内に目を向けると、米政策改革元年として平成３０年産米から行政による米の生産数量

目標の配分を取りやめ、産地が主体的に需給調整をする米政策に転換することになりました。全

国的に見れば、県域再生協の６割が前年の生産数量を目安にしたものの、前年の生産量から１０

０トン以上増やした県域が２割もあるなど、主食米の作付け面積は、前年に比べて１．２％増加し

ました。しかし、天候不順などの影響で、収穫が減少したことから、需給バランスは危ういながらも

均衡を保つ結果となりました。 

２年目を迎える今年度の見通しは、国が前年の目安より１．２～２．３％減じたのに対して、現在、

全国の県域再生協の合計が０．５～０．７％減少するものの、すでに目安の段階で適正生産量を

超過することになり、このまま作付けが進めば、供給過剰になることが予想され、米価の安定に影

響を及ぼす懸念があります。 

山形県では、昨年度の目安に対して、１．７％の増加を目安として地域再生協議会に示し、当

町においては面積換算で８４１ｈａ、前年比１２ｈａの増となったところであります。町では、需給のバ

ランスを取りながらも、米価の高値安定を維持し、稲作経営の安定化に努めてまいります。 

しかし、これは生産現場への強制力がない制度であるため、生産者は今後も不安を抱えたまま
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の取り組みとなります。 

当町の農業は、安全・安心で良質な食料の生産をはじめ、環境の保全、景観の形成など、多面

的な機能を発揮しながら、町民の暮らしと地域経済を支える基幹産業として重要な役割を発揮し

てきました。 

しかし、農業を取り巻く情勢は依然として厳しいため、農業生産基盤の一層の充実に努めなが

ら、認定農業者・認定新規就農者制度の活用や農地の集積による規模の拡大、担い手の育成を

図るため、引き続き「農業担い手経営確立支援事業」等による経営支援を行いながら、後継者や

新規就農者の確保、育成に努めます。更に、近年は異常気象が常態化するような傾向にあります

ので、関係機関と連携しながら営農指導を展開してまいります。 

また、国は農業経営の新たなセーフテーネットとして、昨年度に「収入保険制度」を創設し、加

入促進を図っておりますので、町においても強く推進してまいります。日本農業新聞が実施して

いる農産物トレンド調査では、「安全、安心」が最も重要視されるキーワードとなっていることから、

米については、今後も化学肥料、化学合成農薬の５割以上低減する「特別栽培米」の作付けを奨

励し、併せて同事業と一体的に実施する地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い「環

境保全型農業直接支払事業」に取り組みます。 

さらに、安全な食品、環境保全、労働安全等の持続を確保するための生産工程管理を確立す

る所謂「ＧＡＰ」の取り組みを支援してまいります。 

さらに、園芸作物では、良質の「すいか」の生産は農家所得の確保と営農意欲向上につながる

ことから、関係機関と連携しながら技術指導に努め、経営規模の維持、拡大を図ります。また、一

昨年度に設備を更新して稼働したＪＡみちのく村山の「西部すいか選果場」の円滑利用を促進し、

地域の特性を生かした魅力ある産品の産地化に向けた取り組みをするため、主要な市場におい

てトップセールスを展開してまいります。 

「そばの町」を標榜する当町では、「来迎寺在来」の生産を推奨しておりますが、交雑しやすい

作物であるため、より安定した固有種を将来に継承、保存するため、昨年度に引き続き「種子選

別」の取り組みを継続して実施してまいります。さらに、収量及び良質なそばを確保するため、刈

取組織の新規立上げなど収穫態勢の拡充を図ります。 

農業生産の基盤である農地利用の最適化については、農地中間管理機構が行う事業を活用

推進し、農業委員会等と連携を図りながら、耕作放棄地や遊休農地の発生防止、解消に努めま

す。 

更に、農地経営の効率化、条件整備を図るため、現在施行されている横山地区、大浦地区で

の県営土地改良事業の早期完成に努めてまいります。また、防災の観点から農業用ため池の適

正管理が国の施策として強化されることから、当町においても計画的に取り組んでまいります。 

森林は、国土の保全、水源の涵養、生物多様性の保全、地球温暖化の防止、林産物の供給な

ど、多面にわたる機能を有しており、適正な整備、保全による機能の維持・向上が重要でありま

す。 

このため、将来にわたって適正に管理され、森林の持つ多面的機能が発揮されるよう、「林地台

帳」を活用しながら、森林整備計画に基づき、合理的、計画的な森林施業の促進、森林資源の

保全と総合的な利用に努めます。また、みどり豊かな森林環境づくり推進事業の活用や緑の少年

団活動への支援を通じて、森林の環境保全に対する重要性の啓発を図ります。 

さらに、国はこれまで適切な経営管理が行われてこなかった森林を対象として、新たな森林経

営管理制度による森林整備を促進することから、当町においても新たな制度のもとで森林整備に
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努めてまいります。 

（５）商工業の振興について 

商業を取り巻く環境は、全国的にも中心市街地の空洞化にともない、既存商店街の維持継続

すら苦慮している状況にあります。 

当町の商業についても、人口減少と少子高齢化の進行に加え、コンビニエンスストアや近隣へ

の大型小売店舗の進出、消費者の生活行動圏の広がりにより、購買力が町外に流出し、商店数

の減少など、一層厳しさを増しております。 

このため、地域商業の核となる町商工会と連携を図りながら、商店個々の経営の近代化、サー

ビスの向上などを促進し、地域商業の活性化に努めます。 

また、町民の生活支援と町内における消費喚起を図り、町内経済の活性化を促進するため、１

１年目となるプレミアム商品券発行事業を支援いたします。 

国内経済は、「アベノミクス」等の政策推進により、大手企業や中央の企業を中心に経済の好環

境が進展していると言われておりますが、地方や零細企業においては引き続き厳しい局面となっ

ております。 

当町の工業は、厳しい経営環境の中、労働力の確保も困難な状況にあるため、町商工会、金

融機関と連携し、求人情報の周知の強化や各種融資制度の周知と活用を促し、既存企業の体質

強化を促進します。 

また、中小企業の設備投資を後押しする生産性向上特別措置法が昨年６月に施行され、当町

でも同法に基づく「導入促進基本計画」より、今後も引き続き制度の活用を促していきます。 

（６）観光物産の振興について 

近年、観光は観光地間競争の激化、旅行スタイルの変化、インバウンドの増加など多様化して

おります。 

このような中、山形新幹線、東北中央自動車道等の高速交通網の整備の進展などを背景として、

地域資源を活かした観光地、観光サービスの充実による新たな観光客確保の好機となっておりま

す。 

特に通年通行が実現した国道３４７号は宮城県北部からの来県ルートになりますので、広域観

光組織と連携を図りながら、観光ルートづくりやイベントの開催、広域的なＰＲ活動など、関係団体

等が一体となった広域観光の促進に努めます。 

さらに、国、県をあげてインバウンドを推進しておりますので、海外から訪れる旅行者に対する

案内など充実してまいります。 

物産振興や交流人口の拡大については、仙台圏をはじめ、友好交流協定を締結している涌谷

町との交流、連携を通じて、交流人口の拡大を図るため、観光と物産のＰＲに努めます。 

当町は、そばの産地として固有種の「来迎寺在来」の生産拡大を図っております。その香りの高

さと独特の風味は、そば職人や全国のそば通からも高い指示を得ており、全国的にも「そばの里」

としての知名度が定着し、県内外から多くの観光客が訪れております。今後も当町の観光振興の

重要なファクターであり、「新そばまつり」をはじめとする各種イベントの開催を支援し、「大石田そ

ば街道」の一層の賑わいを図りながら、温泉利用の促進や特産物の消費拡大を図り、総合産業

である観光振興と地域経済の活性化を図ります。 

（７）生活環境保全事業について 

環境衛生については、町衛生組織連合会と連携し家電製品を含む資源回収を実施しながら、

再資源化等の活用を推進してまいりました。今年度もこうした活動を継続してまいります。 
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また「クリーンアップ大石田」を通して、郷土の美化運動とともに公衆衛生規範の醸成に努めて

まいります。 

昨年度は、ごみ袋の値上げに伴い、各家庭で残っている従来の袋から新しい袋への交換作業

を行いましたが、町民各位のご理解のもと大きな混乱も無く実施することができました。今後は、ご

み収集日の徹底やごみの分別啓発などに力を入れ、町衛生組織連合会と連携しながらマナーの

向上に努めてまいります。 

（８）道路交通網の整備など建設関係事業について 

東北中央自動車道東根～尾花沢間において、昨年度は東根ＩＣ～東根北ＩＣまでの区間４．３ｋ

ｍが開通し、高速交通網の整備が着実に推進しております。全線の早期供用開始に向けて引き

続き国に対し強く要望してまいります。 

また、一般国道３４７号の通年通行も３年を経過しましたが、昨年度は、大雪により度重なる通行

止めが発生し、大雪に対する対策の課題が浮き彫りになってきたところです。今後更なる雪対策

を強化するよう山形県と宮城県に要望してまいります。 

主要地方道大石田畑線については、五代目亀井田橋が開通し、大浦地内においては視距改

良工事が進んでおり、町内外からのアクセスや安全性が格段に向上したことから、本町の産業、

経済の発展と地域の活性化が図られるものと期待をしております。 

町道については、地域住民に密着した道路でありますので、「安全で安心な道路空間」を確保

するため計画的に整備してまいります。 

また、特別豪雪地域に指定されている当町において、冬期間の安全な道路交通の確保は、快

適な暮らしを実現するための最優先的な課題であります。 

そのため、道路除雪業務においては、行政と住民の総力を結集し、お互いに責任分担をし合

い、克雪に取り組んでまいります。 

流雪溝の整備については、当町の克雪対策においての最も重要な施策でありますので、未整

備地区については、安定した水源と流末の確保を町が主体的に進める必要がありますので、国、

県及び関係機関とさらに連携を強化してまいります。 

町営住宅については、既存公営住宅の長寿命化を図るため「公営住宅長寿命化計画」に基づ

き計画的に改修し、良好な居住環境の形成に努めてまいります。 

また、民間で運営している地域優良賃貸住宅については、特に配慮が必要な高齢者、障害者、

子育て世代等に対し、良好な住環境の供給を図るために、国の家賃対策を活用して家賃減額制

度を継続してまいります。 

住宅リフォーム支援については、個人住宅の居住環境の質的な向上と住宅投資による地域経

済の活性化が期待されますので、継続して支援に取り組んでまいります。 

最上川流域関連公共下水道事業については、県及び尾花沢市大石田町環境衛生事業組合と

連携を図り、施設の老朽化対策を行い、長寿命化を目指してまいります。 

また、公共下水道事業による整備が困難な地域については、合併処理浄化槽への整備促進を

図るため、補助制度の周知を徹底してまいります。 

次年子簡易水道事業については、施設の老朽化に伴い更新が求められておりますので、安全、

安心な水の安定供給を図るため、適切で計画的な維持管理に努めてまいります。 

（９）安全安心のまちづくり事業について 

交通安全対策については、死亡事故ゼロ運動を継続的に取り組んできた結果、昨年１０月１２

日に１千日を達成しました。これもひとえに町民一人ひとりの交通安全に対する意識の向上と啓
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蒙活動を行っていただいた関係各位の賜物と感謝を申し上げます。 

しかし、子どもや高齢者の交通事故は相変わらず発生しているため、尾花沢警察署を始め、関

係機関とこれまで以上に連携を図りながら、保育園や学校及び老人クラブ等の活動の場におい

て、交通安全思想の普及啓発など種々の交通安全対策をより一層推進してまいります。 

また、高齢者ドライバーの免許証自主返納者への支援も継続して実施してまいります。 

防犯対策については、町内の犯罪件数も減少しておりますが、町防犯協会の青色パトロール

活動等を中心に、町民の安全意識の高揚と自主的な地域防犯活動の推進を図りながら、犯罪の

無い安全、安心なまちづくりの実現に努めてまいります。 

また、毎月７日に大石田駅前、北大石田駅前で行っているレインボー作戦を継続して実施し、

「元気なあいさつであふれるまちづくり」を推進してまいります。 

消防防災については、今年度、町の消防施設の拠点として老朽化した尾花沢市消防署大石田

分署を移転新築いたします。新しい消防分署には、これまで配備されている設備に備蓄倉庫を

加え、いかなる災害が発生した際にも対応可能な施設として整備強化してまいります。 

さらに、消防活動の向上を図るため、各地区の消防施設更新に対する助成については、今年

度も継続して実施してまいります。 

また、老朽化した消火栓や消防ポンプ庫、小型消防ポンプの更新を図りながら消防力の向上を

図ってまいります。 

（１０）教育文化の振興について 

学校教育の振興については、少子高齢化、情報化、国際化の進展等、急激に変化する社会に

おいて、児童、生徒が自分のよさを発揮し、他者と共に支え合いながら、たくましく生き抜くことが

できるよう、確かな学力の向上、豊かな心と健やかな体の育成に努めてまいります。併せて、地域

とともにある信頼される学校づくりを推進してまいります。 

このため、引き続き、町立小、中学校に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールを一元

化した「大石田学園運営委員会」を核として、地域共生と地域貢献の教育理念に基づき、「生きる

力」（学力、人間力、社会力）を培いながら、小中一貫の系統性、連続性のある質の高い学校教

育と学びが好きになる学校づくりに取り組んでまいります。 

外国語教育については、グローバル化の急速な進展の中、異文化理解や異文化コミュニケー

ションがますます重要になり、これまで以上に、国際共通語である英語によるコミュニケーション能

力の向上は不可欠であります。 

このため、国際理解教育専門員を活用し、学校と連携を図りながら、教員の英語指導力の向上

を図るとともに、小学校における外国語活動、外国語教育の充実と中学校での英語教育の充実

に努めながら、児童、生徒の英語力、国際理解力の向上を図ってまいります。 

学校における働き方改革を踏まえて、学校及び教員のこれまでの働き方を見直し、限られた時

間の中で、教員自らの専門性を高め、児童生徒に対して効果的な教育活動を行うことができるよ

う、学校における業務改善や勤務時間管理等、勤務環境の整備に取り組む必要があります。 

このため、運動部活動について、新たに部活動指導員を配置し、運動部顧問を支援することに

より、部活動指導体制の充実に努めてまいります。 

また、平成３０年３月にスポーツ庁が策定した「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライ

ン」及び平成３０年１２月に文化庁が策定した「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライ

ン」に基づき、部活動における適切な活動時間や休養日を設定し、成長期にある生徒のバランス

の取れた生活の確保と部活動顧問の勤務負担の軽減に取り組んでまいります。 
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いじめが社会問題化し、いじめ問題への対応は、学校における最重要課題の一つとなっており

ますので、いじめ防止基本方針に基づき、学校、家庭、地域、関係機関と連携を図りながら、いじ

めの未然防止、早期発見、いじめへの対処等について、組織的に取り組んでまいります。 

小学校は、各校とも経年劣化による施設の老朽化が進行しており、今後、改修、改築が集中す

ることが予想されることから、厳しい財政状況の下、効率的、効果的な老朽化対策が喫緊の課題

であります。 

このため、中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減及び予算の平準化を図りながら、

安全、安心な教育環境を持続的に確保するため、平成３１年度において「学校施設長寿命化計

画」を策定し、計画的な施設整備を図ってまいります。 

学校給食については、食中毒の防止のため衛生管理の徹底を図りながら、食物アレルギー等

にも配慮し、安全な給食の提供に努めるとともに、児童、生徒の適切な栄養摂取による健康の保

持増進を図ってまいります。 

また、地産地消の推進と地場産品の利用に努めながら、質の高い給食の提供に努めてまいりま

す。さらに、日常生活における食事について正しい理解を深め、望ましい食習慣が身につくよう、

学校と家庭が一体となった食育を推進してまいります。 

生涯学習の振興については、地域社会を取り巻く環境の変化に伴い、町民ニーズは、これまで

以上に多様化、高度化しております。 

このため、生涯学習推進の拠点となる大石田町交流センターの有効活用を図り、多くの町民が

学ぶ楽しみと活動する喜びを共有できるよう、学習機会及び情報を提供するとともに、魅力的な

自主企画事業を開催しながら、町民の生きがいづくりに取り組んでまいります。 

町民大学地域学講座では、話題性や社会性に富んだ講座の開設に取り組んでまいります。 

社会教育の振興については、活力ある町づくりの基本となる公民館活動の推進を図るため、役

職員研修や公民館講座事業補助及び分館改修事業補助を通じて、公民館活動を支援してまい

ります。 

また、世代を担う子どもたちを心豊かで健やかに育むため、安全、安心な放課後等の居場所づ

くりが求められております。 

このため、放課後子ども教室を実施し、地域住民の協力を得て、スポーツ、文化活動や地域住

民との交流活動等の提供に努めてまいります。 

さらに、公民館活動を中心として、子どもたちが郷土の自然や地域の人々との関わりの中で「生

きる力」を身に付けられるよう、地域、学校、PTA、ボランティア団体等と連携を図りながら、総合体

験活動事業等を展開してまいります。 

文化の香り高い町づくりを推進するため、町芸術文化協会等と連携し、「町民一人１芸術文化

活動」の普及に取り組んでまいります。 

図書館については、図書館資料や情報の充実とレファレンス機能の充実を図りながら、「学び」

を楽しめる図書館サービスの提供と利用者の興味を広げる魅力的な「知の拠点」として利用され

る図書館運営に努めてまいります。 

また、子どもから高齢者まで誰でも利用しやすく「居心地の良い空間」を提供するとともに、気軽

に集える「憩いの場」として利用される図書館運営に努めてまいります。 

読書は子どもの感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにし、人生をよりよく生きる力を養うと

ともに、論理的な思考力を高め、自ら学び考える力を育てます。 

このため、学校、家庭、ボランティア団体等と連携を図りながら、子どもたちが読書に親しむこと
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ができるよう、読書環境の整備、充実に努めてまいります。 

スポーツの振興については、ライフステージに応じてスポーツ活動に取り組むことは、生涯にわ

たり心身ともに健康で文化的な生活を営むためには不可欠であります。 

このため、誰もが体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでも安全

にスポーツに親しむことができる生涯スポーツの実現に向けた環境整備に努めてまいります。 

また、体育協会や町スポーツ推進委員会等と連携を図りながら「町民一人１スポーツ」の普及に

取り組んでまいります。 

昨年設立された総合型地域スポーツクラブの「大石田スポーツクラブ」は、地域スポーツの担い

手としての役割や地域コミュニティの核としての役割が期待されております。 

このため、地域住民により自主的、自立的に運営され、かつ持続的に活動が続けられるよう、ク

ラブ育成と効率的な運営、活動の支援に努めてまいります。 

当町出身の選手が国際大会や全国大会等で活躍することは、町民に夢と希望を与え、スポー

ツへの関心を高めるとともに、町の活性化に寄与するものであります。 

このため、各種競技大会に出場する個人、団体に激励金を交付し、スポーツ振興と競技力向上

を図ってまいります。 

歴史民俗資料館については、資料の整備と展示活動の充実に努めてまいります。 

また、町内にある文化遺産は、町民共有のかけがえのない財産でありますので、今後とも適切

な保護に努めてまいります。 

駒籠楯跡遺跡については、引き続き山形県と連携を図りながら、国庫補助事業による発掘調査

を継続実施してまいります。 

（１１）平成３１年度各会計予算、提出議案 

これまで申し上げました諸施策を推進するための平成３１年度の各会計予算について申し上げ

ます。 

一般会計予算は、歳入歳出それぞれ４９億５００万円で前年度当初予算と比較し、１億２，５００

万円、２．６２％の増額であります。 

当別会計は、国民健康保険特別会計予算８億４，５５０万円、次年子簡易水道特別会計予算７

００万円、学校給食事業特別会計予算９，０９０万円、農業集落排水事業特別会計予算１億７１０

万円、大石田町介護保険特別会計予算９億２，０７０万円、大石田町後期高齢者医療特別会計

予算９千万円となります。 

本会議提出案件といたしまして、平成３０年度各会計補正予算が７件、平成３１年度各会計予

算が７件、そのほか条例の改正等が８件、全２２案件であります。提案しました各議案の詳細につ

いては、担当課長より説明いたします。慎重にご審議のうえ、ご可決下さいますようお願いいたし

ます。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

暫時休憩いたします。午後１時再開いたします。 

 

 

休憩  午 前 １１ 時 ５７ 分 

再開  午 後  １ 時 ００ 分 
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１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

続いて、担当課長の補足説明を求めます。総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君）課長 

補足説明をさせていただきます。その前に、先ほどの町長の施政要旨の読み上げでございまし

たが、若干読み違いがございました。数字、それから、文言、固有名詞等は原文の通りですので、

ご理解いただきましてお願いしたいと思います。 

それでは、議案第２号補正予算の方をご覧いただきたいと思います。平成３０年度大石田町一

般会計補正予算（第８回）であります。予算の総額から、それぞれ１億２，８４１万８千円を減額いた

しまして、５４億５，１３５万６千円とするものでございます。全体的に申し上げますと、事業の精査

で減額というふうになっておりますが、歳出の大きなものを申し上げますと総務費の財産管理の中

に「いこいの家」の解体、これ来年度に実施することにいたしましたので、２千万円の減額。 

それから、土木費の中で除雪車購入費、これが１，２００万円の減。鷹巣地区の流雪溝の整備

事業関係で工事請負費として３，１００万円の減額などとなっております。 

一方、増額の項目といたしましては、国保会計の操出金が１，７００万円の増。それから、今般の

除排雪業務委託料として２千万円の増額などがあります。んで、歳入でありますけど、町税を４，１

００万円の増。それから、財政調整基金の繰入金を８，３００万円の減。それから、事業の精査に伴

います各種起債を３，９６０万円ほど減額というふうにしております。そのほか、繰越明許費の設定

を２件計上させていただきました。 

次の補正予算書をご覧ください。議案第３号でございます。平成３０年度大石田町国民健康保

険特別会計補正予算（第４回）であります。総額から３，１５０万３千円を減額いたしまして、８億６，

７０８万５千円とするものでございます。歳出の大きなものとしては保険給付費を８，０５０万円の減

額。そして、基金積立を５千万円増額するというものでございます。 

次の予算書をご覧ください。議案第５号でございます。失礼いたしました。議案第４号でござい

ます。平成３０年度大石田町次年子簡易水道特別会計補正予算（第２回）であります。予算の総

額から、２２万２千円を減額いたしまして、５６０万８千円とするものであります。これは、委託料や人

夫賃金など、施設の維持管理経費の精査による減額であります。 

次の補正予算書をご覧ください。議案第５号でございます。平成３０年度大石田町学校給食事

業特別会計補正予算（第５回）でございます。総額に１０万７千円を追加いたしまして、８，７４６万

円とするものでございます。臨時職員の社会保険料、それから、施設修繕費の増額によるもので

ございます。 

次の補正予算書をご覧ください。議案第６号でございます。平成３０年度大石田町農業集落排

水事業特別会計補正予算（第３回）。予算の総額から、４８２万９千円を減額いたしまして、９，４８６

万１千円とするものでございます。マンホールポンプの修繕工事など、施設の維持工事の増額１１

９万円。それから、流雪溝工事に伴いまして発生いたします支障移転工事等が５３０万円の減額。

これなどを含む、事業費の精査でございます。 

次の補正予算書をご覧ください。議案第７号でございます。平成３０年度大石田町介護保険特

別会計補正予算（第３回）。予算の総額から、１０７万円を減額いたしまして、９億４，７８１万円とす

るものでございます。歳出では、地域密着型介護サービス給付費負担金を７５０万円増額。それ

から、特定入所者介護サービス費負担金を５００万円減額など、給付費の増減を含む精査による

ものでございます。 
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次の補正予算書をご覧ください。議案第８号でございます。平成３０年度大石田町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第４回）でございます。予算の総額に、７１０万６千円を追加いたしまして、

８，８９７万３千円とするものであります。広域連合保険料負担金として、２１０万円ほど増額いたし

ます。それから、精査の減額であります。 

続きまして、別冊、平成３１年度の予算書、厚いほうでございます。ご覧いただきたいと思います。

１ページをお開き下さい。当初予算でありますので申し訳ありませんが、全文を読み上げさせてい

ただきます。議案第９号平成３１年度大石田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

〈歳入歳出予算〉 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４９億５００万円とする。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

〈債務負担行為〉 

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

〈地方債〉 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限

度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第３表地方債」による。 

〈一時借入金〉 

第４条 地方自治法２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は８億円と定

める。 

〈歳出予算の流用〉 

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流

用することができる場合は次のとおりと定める。 

（１） 各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額

に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。以降、省略いた

します。 

続きまして、１６４ページをお開き下さい。議案第１１号「平成３１年度大石田町次年子簡易水道

特別会計予算」平成３１年度大石田町の次年子簡易水道特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

〈歳入歳出予算〉 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７００万円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

以下、省略いたします。 

続きまして、２０２ページでございます。議案第１３号「平成３１年度大石田町農業集落排水事業

特別会計予算」平成３１年度大石田町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

〈歳入歳出予算〉 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳出予算それぞれ１億７１０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

〈一時借入金〉 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、３千万

円と定める。 
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以下、省略いたしまして、２２２ページをお開き下さい。議案第１４号「平成３１年度大石田町介

護保険特別会計予算」平成３１年度大石田町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

〈歳入歳出予算〉 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億２，０７０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

〈一時借入金〉 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１億円

と定める。 

〈歳出予算の流用〉 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流

用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用。以下、省略いたします。 

２４８ページになります。議案第１５号「平成３１年度大石田町後期高齢者医療特別会計予算」

平成３１年度大石田町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

〈歳入歳出予算〉 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９千万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

以下を省略いたします。 

続きまして、本編の議案目録のある議案の方をお開きいただきたいと思います。最初に１ペー

ジになります。議案第１６号「大石田町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」省略いたしまして内容を申し上げますと、現在町の３役の給与については、支

給にあたって一定の減額を行っておりますけども、その減額期間を平成３２年度末まで、更に１年

間延長するものであります。新たに新設いたします、部活動指導員の報酬額を明記するものであ

ります。 

５ページをお開き下さい。議案第１７号「大石田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」内容について申し上げますと、一般職の管理職員に支給してお

ります管理職手当について、現在のところ定率制で支給しております。これを、定額制に移行す

るため、所要の改正を行うものであります。 

９ページをお開き下さい。議案第１８号「大石田町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」これについては、特定の災害の被災者に対して、災害援護資金

の貸し付け制度というものがあります。これに伴う貸し付けの利率を、現在の３％から３％以内とい

うふうな改正にするものが主な内容です。さらに、保証人に必要性を規定、それから年払い、半年

払いの他に月払いというのもを加えたものです。 

１３ページをお開き下さい。議案第１９号「大石田町社会教育条例の一部を改正する条例の制

定について」中身を申し上げますと、この社会教育条例の中に、中央公民館の使用・貸出をする

ということについて明記をされておりますけど、虹のプラザに移行したことによりまして、中央公民

館というものは現在事務室のみにしております。そのために、実質的に使用させる、あるいは貸出

するということができませんので、それに伴う規定の整備を行うものでございます。 

１７ページをお開き下さい。議案第２０号「町道路線の廃止について」対象道路は、朝日町支線
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になります。町道朝日町支線。消防署大石田分署の整備を今進めておりますが、その事業用地

が確定いたしました。それで、用地に重複する町道朝日町支線を廃止するものでございます。 

２１ページをご覧下さい。議案第２１号「町道路線の認定について」同じく、町道朝日町支線でご

ざいます。消防分署の確定した用地に併せまして、朝日町支線を新たに認定し直すものでござい

ます。 

続いて２５ページになります。議案第２２号「大石田駅都市施設の指定管理者の指定について」 

大石田駅都市施設について株式会社大石田町地域振興公社に指定管理者を指定したいという

ことで、３１年４月１日から３２年末までという提案でございます。 

続きまして、最後のページをご覧ください。議案第２３号「大石田町クロスカルチャープラザ「桂

桜会館」の指定管理者の指定について」大石田町クロスカルチャープラザ「桂桜会館」について、

一般社団法人大石田町シルバー人材センターを指定管理者に指定するものでございます。これ

も来年度１年間でございます。以上、全２２案件の補足説明とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上をもって、平成３１年度町長施政要旨、上程議案についての提案理由の説明、及び担当

課長の補足説明を終わります。 

本日の会議は、以上をもって散会といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散会  午後  １ 時 ２５ 分 
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第３日目  平成３１年３月７日（木） 本会議 午前１０時 開議 

１．議長（村岡藤弥君） 

お早うございます。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、ただちに本日の会議を開きます。本日の会議は、

議事日程第２号によって進めてまいります。議案の審議を行います。日程第１．議案第２号を議題

といたします。 

質疑に際しては質問の内容及び答弁を明確にするため、予算のページ数、款、項、目を付し

て質問下さるようお願いいたします。ご質疑のある方の発言を許します。２番 村 形 昌 一 

君。 

１．２番（村形昌一君） 

歳入１、２ページ、１款４項１目１節現年課税分５３０万の減。こちら、市町村たばこ税、町内のサ

ンクスが撤退による大きな減額ということで説明を受けました。平成２５年に当町で販売されたたば

この本数４５１万本が、２９年には３０４万本まで減少して、たばこ税の歳入がどんどん減っているよ

うな状況にあります。そこで他の市なんかを見ますと、人口割でいうと当町よりも非常に多くのたば

こ税が入っておるわけでして、逆にいえば、当町ではこのたばこ税の歳入がどんどん目減りしてな

くなっていく状況なのかなというふうに思います。そこで何らかの手を、策を講じなきゃなんないの

かなと思いますが、町長どのようにお考えなられるかお聞かせいただければなと思います。 

歳出１９、２０ページ、１０款１項２目１３節、下、スクールバス運転業務委託料、こちら日数と時間

などの精査によっての１５０万円の減額というような説明を受けました。昨年秋にですね、スクール

バスの運行業者が変わりまして、新しい体制になってるのかなというふうに思いますが、今後、新

年度もですね、その体制でいくのか。また、あの保護者会の説明会で、スクールバスの中と外を

繋ぐような無線機とスマホとかいろいろあるわけですが、そういったあの情報連絡手段を要望され

たと思います。その後どういった経緯になって今後どのような考えでいくのか、教育長から現在の

考えをお聞かせいただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

村形議員にお答えいたします。 

たばこ税の件に関しても、私も私の町内で阿彦たばこ屋さんが今回主人がお亡くなりになって、

あれ、するとまたたばこ税減るのかなというような心配もしていますけども、今、おばあちゃんが一

人で頑張ってる姿を見て、ああ良かったなというような形で考えております。そしてまた今、村形議

員がおっしゃいましたように、たばこ税云々て、たばこをたばこ店を新たにやるというような方向の

中の店が未だまだ現れません。そしてまた、たばこ税っていうたばこを売るっていう過程の中での

いろんな規約がそこにあるんではなかろうかなと、まだ勉強不足で分かりませんけども。そういう点

を勉強しながら、たばこでもやったらというような声掛けを町全体でやらなければならないこともあ

るんではないのかな。んでも規制がうるさいんではなかろうかなと思ってますけども、産業振興課

長そのへん、もしわかる点があったら。そういう点で難しいかと思います。そのへんを勉強しながら

声掛けていきたいと思います。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 
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スクールバスの件についてお答え申し上げます。まず、新年度についての業者ですが、今回事

故を起こした業者以外の３社にお願いして運行していきたいというふうに思います。その次年度、

さらにその後ということになりますと、まだはっきりしたことは申し上げられないのですが、当面、来

年度については３社というふうにご理解下さい。 

それから、無線機の関係ですが、経緯を申し上げますと存じ上げない議員さん方もいらっしゃる

と思いますので、こういうことなんですね。今回の事故の場合には、運転に対して子どもたちが不

審を持った場合、通常ならば運転手が外部の会社と連絡を取るわけですよ、何かあったと。ところ

が、今回のように運転手に言いたいんだけども言えない、あるいは、運転手の運転に対して不信

感を持ってます。そういう場合に、直接子どもたちが外部との連絡を取れないかということを検討し

て下さいという意見が、１２月１１日の集会の折に保護者からありました。私どもも全くその通りだな

と思いましたけれども、大変難しい状況が２つあります。 

一つは校長会として、あるいは校長としては子どもたちに無線機を持たせる、あるいはスマホを

持たせるということには、特に携帯電話については反対だということでございます。それが第一点

なので、じゃ、子どもたちから何かをする場合にどっかの席に無線機を置くかどうかというふうなこ

ともあります。 

二つ目は、その無線機を一体誰が受け取ったらいいんだろう。例えば、今回、始発が鷹巣だと

します。そうすると事故の一番発生する最初は鷹巣なわけですね。それを海谷のほうに連絡して

もダメなわけですよ。それから７時半の段階で、じゃ、学校に連絡行ったらどうなんだと。あるいは

役場に連絡したらどうなんだというと、そこにはまだ勤務時間でないので正式には職員はいないこ

とになりますね。だとすれば、じゃ、課長の家なのか校長の家なのか、そのへんの検討もございま

す。それで検討はしているのですが、現在のところはまだ子どもたちに何らかの連絡手段を持た

せましょうということにはなっておりません。ただ、運転手の方には必ず連絡できるような手段を持

たせたいということと、あとは見守り隊の方々に不審な運転はなかったかということで連絡をいただ

く体制とか、そういうことをマニュアルのほうにも含めながら書いてあるところでございます。以上で

ございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

まず、たばこ税、こちら減額しまして当町７７０万、尾花沢が１億の上たばこ税で入るわけです。こ

の人口規模にとってこれはちょっと見過ごしておけないなというふうに私は思うわけです。当町の

場合、たばこを吸う割合っていうのは比較的高いのかなという気もします。やはり何か手を打たな

きゃなんない。昨日、あのあったまりランドの支配人から聞いた話なんですが、たばこの搬入を止

めていくというような町内のたばこ屋さんの話なんかもありました。例えば、そのたばこは町内で買

ってほしいとかですね、そういった啓蒙活動なんかと併せてやはり新しいたばこ屋さんを出すよう

なことも必要かなというふうに思います。そういった商工の話は明日、私一般質問でするんですが、

そのへん町長どのようにお考えなられるか、もう一度お聞かせいただければと思います。 

あとスクールバス、中身は大体わかりました。来年度３社もいいのかなという、仕方ないのかなと

も思います。ただ、この小さい町でですね、東雲観光さんが１社外れてるような中で、いつまでもそ

のペナルティでまずいような、ちょっとかわいそうな気もするんですけれども、そういったあの救済

措置みたいなのはまだ当分先というような考えなのか、そういったところをお聞かせいただければ

と思います。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、たばこの啓蒙云々ていう形しなければならない、広報にでも今度そういう町からたばこを買う

ような形の中でお願いしたいという啓蒙をしていきたいと思いますけれども、たばこ屋さんに関して

はちょっとお聞きした範囲で、正確な数字は分かりません。全部、そのたばこキャッシュレスってい

うか、金を入れてこう買うわけですけども、そのいろんなその金が莫大な投資をしなければならな

い。それから在庫もいろんな種類があるもんですから、多くの在庫を抱えなければならない。そし

てまた、売り上げによってのたばこの儲け額が１割、たとえば３００円で３０円しかないというような、

今現在どうなってるか分かんないんですけども、私調べた範囲の中の時にはそんな話もありまし

た。そういうことだから、たばこを何でやめるのっていうあるたばこ屋さんに聞いたら、そういう形で

回転率が悪い、在庫率がある、そしてまた利益が少ないというようなことで辞めざるを得ない、経

費がかかり過ぎているっていうような、回転率が悪ければ、売上率が悪ければ本当に儲からない

のが現状であって、辞めざるを得ないんだっていうようなことも聞いております。そしてまた、先ほ

ども言いましたけども、今はもう、そういう各町内に昔はあったたばこ屋さんがほとんど辞めてます

けども、距離制限があるとかいろいろな問題点があったもんですから、新しいたばこ屋さんがそこ

に出店をするっていうことがないというのが現状なもんですから、もしやる気のあるような、もし店が

あったならばそういう形の中で啓蒙していかなければならないんではなかろうかなと思っておりま

す。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ペナルティということではなくて、やはりその業者の経営状態、あるいは運転手の数等々から安

全が確保できるかどうかというのが一点。もう一点は、当該業者に対する保護者の不信感がまだ

根強くございますので、保護者が子どもたちを当該業者に乗せていいならというふうな信頼度とい

いますかね、そういうなのが町民の中に醸成されればまた検討するということだと思いますが、当

面、来年については３社というふうに考えております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

議案第２号ですけれども、これ歳入になると思いますが７ページ、８ページ、２０款５項６目の最

上段です。あったまりランドの資本費分の繰入金５００万が入らないと。これは去年も申し上げたん

ですけども、この入らないのが分がってで予算化するというのが、ちょっと予算書自体がおかしく

なるんじゃないかと未だに思ってます。これについての町長の見解、一つお願いします。 

それから歳出だと思いますが、１７、１８ページです。９款の消防費の関連ですけども、３月３日に

あの出初式ありましたけれども、どごの地区の消防車だがあの一斉放水の時の消防車のホース、

折り切れが酷くてすごい水漏れしておったんですけども、あの状態ではちょっとまずいなと思うわ

けです。町長も見だがど思うんですけども、その点についての町長の見解お願いします。 

それから同じく歳出ですが、２１ページ、２２ページのこれは教育費関係１０款かな、２２ページの

上段の４段目ですけども、要、準要保護生徒就学援助費ですけれども、これもまだあの前の議会

で２２ページです。あの支給日がですねっす、ちょっと入学時の就学援助ですけれども、支給日
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が後半にズレるというごどで、受給される方にとって非常に時期的にまずいという話が出ておって、

入学前の支給というのが今の流れになっておるようですけど、当町でも課長は検討したいという話

でございましたけれども、町長自身としてこれはやっぱり支給日をちゃんと入学前に支給するよう

な形に検討すべきではないがど思うんですけども、町長の見解をお伺いしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

あったまりランドの件に関しては、副町長並びに常務に関してきちっとしたこれからもプラスなる

ように頑張ってほしいと言ってるところであります。 

また、ホースの件に関して私も目の前で見ました。何であんなことなるんだろうというようなこと、

やっぱり日頃の点検ということをきちっとした形で捉えて指示しなければならないんではないのか

なと思っております。 

それから、援助費の前渡し、遅いんじゃないかということなんですけども、これもこれから検討し

ながら、なるべく早く渡せるような形の中でやっていきたいと思いますんで、よろしくお願い致しま

す。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

あったまりの資本費相当分の繰入金ですけれども、これ何回繰入ができなかったか。去年もでき

なかったと思うんですけども。そうすると、やっぱりちょっと検討して予算書というものが確実にもう

作った時点で欠損が出るなんていう予算書ないというふうに私思ってんですけども、やっぱり何回

なのか町長自身覚えておられれば、そしてやっぱりかなり検討すべき問題ではないかと思うんで

すけど、いかがですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

副町長に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

遠藤議員の質問であります。資本費相当分、今年度も減額をさせていただきました。昨年も同

様に減額をさせていただいております。一昨年分については、５００万ではありませんが減額をさ

せていただて百数十万の納入をいたしました。議員おっしゃるとおり、あてにならないんではない

かということでありますけども、設置をしている町としては、頑張って町に資本費相当分を納められ

るようなそういう経営をしたい、してほしいというふうな願望も含めて毎年度計上をしているところで

あります。ただ、現実的に今年度についてもこういう状況でありますので、来年度、新年度予算は

もうすでにご覧になっていると思いますが、来年度はこの計上をしておりませんので、ご理解をい

ただきたいというふうに思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 
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去年ですか一昨年、議員の行政調査で北海道の奈井江町というところにまいりまして行政調査

を行ったんですけども、第三セクター的な形での温泉、その町でもあったんですけども、炭鉱の町

でかつて２万人人口おったそうです。今は５千人台。その町長に、奈井江町の町長にかなりの額

の投資するの何でですかとお伺いしましたところ、町長はいい質問だなと言いながら、町民がその

温泉施設の存続を願っているからやるんだと、そういう答弁でした。そのへん、町内あるいは町外

がらもお客は来てると思いますけども、そういったところなどもきちっと捉えながら、今、副町長が言

われたように適切な予算措置をすると、そういうごどが必要かと思います。三度目ですけども町民

のこの温泉施設に対するないていうが、存続を求める声どがそういうのをきちっと踏まえると、そう

いうどごも今後検討すべきかと思いますけども、町長いかがでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

遠藤議員の意見を参考しながら、今後あったまりランドに関してはきちっとした形の中で啓蒙し

ながら、そしてまた副町長にもきちっと指示しながらやっていきたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

それでは歳出の３ページ、４ページです。２款１項１４目町民交流センター施設管理費１，０３８

万５千円の補正減に関して町長にお伺いします。 

「虹のプラザ」お陰様でオープン以来、想定以上の来館者利用度というもので未だ高止まりの推

移してるのかな、大変ありがたいなというふうに私は感じておるところでございます。いくら使って

いくら掛けて建てたんだというよりも、私は一貫してそれをどうやって活かすのか、活用するのかと

いうふうに言ってきたつもりですが、今のところ、ありがたいことに高い利用率を誇っているなという

ふうに感じております。その中で、今回大きく減額が、補正があったわけですが、あの入り口を入

って左側窓際にテーブルと椅子４セット置かれております。階段を上った上のところにもあります。

建設に関連した町内の業者さんの寄贈品だと私は認識しておりますが、実はこれあの連日朝から

晩までとは言いませんが、タイミング時期によってはすごい利用者、児童、生徒たちがこぞってき

て、やれ宿題だ、参考書だ、こうやって活用しているシーンが非常に多く見受けられます。図書館

の中の自主スペースが空いているのになんでかなというふうに私もちょっと観察してみました。や

っぱり図書館に入ればある程度の静寂さが求められるわけです。一人で学習する分にはいいん

ですよね。ところが、複数人数でああでない、こうでないと言いながらあの縛られることなくこう自由

に学習している姿、ものすごく貴重なスペースなんです。なので、これだけの大きな、例えば減額

補正がある中なので、今後まぁ考え方としてですが、例えば、ある程度の予算がかかったとしても

もう少しあのセットを増やせれば、より低学年、低年層の呼び込みにはなるのかな。あの結局、埋

まってで残念だなって帰っていく姿も多々見受けられたもんですから、スペース的にも問題ないと

思いますので、町長そのへんはどう今後についてどう考えなのかお伺いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、岡﨑議員がおっしゃってること、もっともだと思います。私も土日よく孫と一緒に図書館、そし

てまた虹のプラザに行ってますけども、本当に利用していること本当に多いなと思うほど利用して



平成３１年第 1回定例会（３月） 30 

います。また、図書館に行けばやっぱりおっしゃるとおりに静かにしなければならないというような、

意識的に子どもたち自身も考えてるんであろうかなと思いますけども、今岡﨑議員の言った椅子

に座って雑談しながら、漫画見ながらとかっていう形の中のケースが非常に多い。今度そういうふ

うな中で町としても議員おっしゃるとおりに、考えていかなければならない分野は考えていかなけ

ればならないんではなかろうかなと思っておりますんで、よろしくお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

児童、生徒たちが義務ではなく、自分たちから率先してやっぱり集う場、来てくれる場っていうの

は貴重だと思うんです。そのへんを十分勘案していただいて、今後のあの判断に結び付けていた

だきたいと思います。答弁は結構です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。３番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

んじゃ、二つお願いします。まずですね、歳入の４ページにあるプレミアム券のことについて。こ

れは繰越になって今年に仕事するわけじゃないわけですけども、昨日のその全協の中で課長の

説明によりますとですね、すべての人が買えるわけでもないし、結局ある特定っていうかね、その

経済的に大変な人を特別にこう手当するためのもんだということだと思うんですよ、町長。そうする

とやはりこのあの説明を見た限りよくわからないんだけど、このものをやはり全国で使えなければ

変だなっていうふうに思うわけですよね。大石田町のこう商工会のためにやるもんでもないんだと

するならば、これが各自治体ごとに割り当ててくるから考えなきゃいけないのかどうかわかりません

けど。これ大石田町しか使えないっていうんだったらちょっとね、商工会の発展のためにやってる

わけでないとすれば、そのへんのところ町長どういうふうに、これはこれからの問題でしょうけどもち

ょっと聞いておきたいなと思うんですよ。 

あともう一つ。歳出の１４ページにある特栽米の話で、昨日課長のほうから産業振興課なんです

かね、そっちのほうの話だと特栽米が少なくなってるという話でありました。その理由が土地を集積

するためにですね、広くなりすぎて畔のなんていうの、その除草剤使えないという制約があるため

に、特栽米をやめなきゃいけないような話が出て、昨日そんな話がありました。そうするとその片っ

方で集積を進めておきながら、もう一つは特栽米を奨励しながら、これ二つ合わせると相殺するよ

うな話ではちょっと変だろうと思うんですよね。４５０から去年は３８０、７０ha も減ったという話だった

けど。これそうすっとこの政策自体がちょっとおかしなことなってんじゃないかと思うんだけども、そ

のへんのところ町長どのように考えますか。二つお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

プレミアム券に関しては、私自身は町商工会を中心とした形の中で捉えなければならないんで

はなかろうかな。やっぱり議員の皆さんあたりも商工業発展、町商工業沈んでんじゃないかという

ような意見もありますし、そういうことを踏まえた上で、全国云々というとどうしても大型店に流出す

るような方向にもなるんではなかろうかなということ。せっかくの交付金でありますし、商工業のため

にも使うっていうことが必要なんではなかろうかなという私の気持ちであります。 

あと、特栽米云々に関しては、面積がやっぱり広くなって田んぼ自体の除草云々ということが非
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常に、除草剤をまく云々、畔の除草剤云々ていうような非常に難しいということも農家の人からは

聞いております。そういう点で、もうちょっと特栽米、じゃするにはどうしたら、それには例えば援助

金を増やせばいいのか云々、そういう点も農家の皆さんから聞いた上でまた判断したいと思って

おります。 

１．議長（村岡藤弥） 

       ３番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

これは、これからの問題だからあんまし話しても意味ないのかもしれませんけども、ちょっとやは

りこの今回のそのプレミアム券は今までとは違う意味だと思うんですね。そのへんのところ、あので

きればもう一回、悪いけどその町長さんから課長さんに聞いてもらいたいと思うんだけど。ちょっと

ニュアンスが違うんじゃないかっていう気がするわけです。 

あともう一つ、その特栽米のことについても現課のほうでどのようにこれからしていくと思っている

のかどうかもできたら答えてもらいたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

       町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まず、プレミアム券に関しては保険福祉課長のほうから答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

プレミアム付き商品券事業、この事業の狙いは二つありまして、一つは低所得者、消費税上がる

ことによって低所得者に支障が出るというふうなことの観点から一つ。あとは、消費税上がることに

よって地方の消費が落ち込むだろうというふうなことを改善するための措置というふうなことですの

で、この二つの目的から使えるお金は町内ですよというふうなそういう決まり方をしております。以

上でございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

特栽米に関しては産業振興課長のほうから答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

産業振興課長 井 苅 清 隆 君。 

１．産業振興課長（井苅清隆君） 

議員のお尋ねの中に、あの政策が相反するのではないかというふうなご指摘がありました。昨日

の段階で、大規模経営が一つの特栽米の面積の減少に繋がっているという報告をさせていただ

きましたが、それに加えてですね、やはりあのその年の天候、つまりはあの秋耕が必要だというこ

とも条件になっておりますので、昨年の場合なんかは秋の取り入れ時期に大変ぐずついた天候で

ありましたので、軟弱な田んぼについては秋耕ができなかったとすれば、来春に作業の影響が出

るというふうなことで面積が少なくなったという要因もありますので、一概にあの大規模経営のみが

減少する要因ではないということをまずご理解をいただきたいと思います。 

それであの当然、町、農協もそうなんですが、特栽米の栽培の拡大を奨励しております。今年

度におきまして、町直接はないんですが、町の農業再生協議会の中で特栽米を増やすような施
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策を打っております。これまであの一反歩１，５００円なんですが新規に増加した場合、倍の３千円

を補てんするというふうなことで、初めて特栽米の拡大について手を打っておりますので、町とし

てはなんら相反する施策を二つ上げているということではありませんので、特栽米の拡大ということ

で一本化しての取り組みをやっているということでご理解をいただきたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

２号の歳入で７ページ、８ページ、２１款１項４目土木債についての町道小菅田沢線道路改良事

業債ですが、その中で、全協で遠藤課長から説明を受けました３ヵ所、土地買収があると、買収を

しなければならないということを話を聞きました。それで、土地買収に関しては、私はあの無償提

供をしなければ進んでいかないということを話を聞いていますけども、町長はその買収に関しては

どう考えていますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

無償であるということです。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

無償であるということでありますけども、やはりそれは町長よ、町長の公約で示しておりますけれ

ども、やっぱし町民のためにすると思います。そういう意味で無償でないと改修は整備はしないっ

ちゅうことについては私は納得しないんですが、そういう意味でぜひ買収をして整備をしていただ

きたいなと私は思っております。 

２点目、歳出１１、１２ページ、６款１項４目農業振興費、１９節イノシシ夏季捕獲支援事業てこと

ですが、説明の中では捕獲がならなかったということで減額なっておりますけれども、やはりその

町内の次年子地区においては結構イノシシが多発しているという、私は聞いております。近隣の

白鳥地区においても結構イノシシが出没しているという話も私は聞いております。そういう意味で、

被害がないからということでなくて猟友会のパトロールなどをして、まずは駆除をする手立てが私

は必要と思いますけども、町長考えをお聞かせ下さい。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

猟友会の皆さんともいろんな形の会合でお話ししながら協力をお願いしてというような点もありま

すし、強化しなければならない分野に関しては強化をお願いしますっていうことでこれからまたお

願いしたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

猟友会と相談していうことんなくて、やはりこう、大石田町の作物、それを被害から守るということ

で、そうでなくて町の方からこう計画して駆除をする、私は必要があると思いますけども。あと、土

地買収に関しては、ぜひなんかほれ、力説して買収はしないていうことの考えでありますけれども、
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そういうのでなくて、やはりこうその土地に関してはあそこはスイカ畑であります。そういう意味でか

なりこうそのあの土地に関してはやっぱり先祖から引き継いである土地だと思いますので、ぜひ公

共事業に際しては無償で提供するていうことでなくて、やはり買収をして進めていただきたいと思

いますけど、町長、もう一回お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

そこの上にある大浦地区に関しては無償提供という形の中でさせていただいておりますので、

そういう点を踏まえたうえで今後もいろんなこういう生活道、いろんな点でやっぱり必ずや買収

云々ていうんじゃなくって、やっぱりそういうふうな生活に関わる道路に関しては、要請あればそう

いうことで無償提供っていうものが今までも慣例上なさっておりますので、これからもこういう形の

中で町として進ませていただきたいと思います。 

それから、猟友会と話し合ってということで、「こういうことできますか」「こういうあれもありますか」

という話し合いの中で、猟友会の皆さんに協力をお願いするということを私自身はやりたいと思っ

ております。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。これより、議案第２号を採決いたします。採決は起立により行います。

お諮りいたします。議案第２号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立

であります。 

よって、議案第２号「平成３０年度大石田町一般会計補正予算（第８回）」は、原案のとおり可決

されました。 

次に、日程第２．議案第３号より、日程第３．議案第８号まで、以上６件を一括して議題といたし

ます。ご質疑のある方の発言を許します。ありませんか。３番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

議案の１８号あたりまでいいんですよね。８番まで。すみません。この次でした。すみません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

ちょっと各課に関わるんですけれども、議案でいきますと第６号の歳出の１、２ページですけれど

も、６号ですね。２款１項の中で最下段ですけども、農業集落排水建設改良費で１５節ですけれど

も５３６万の減になってるんですけど、これはなんかあの農業集落排水の施設を除去したうえで流

雪溝を設置するということのようなんですけども、やっぱり減額なったっていうのは、この支障物件

の状況がちょっとできないということで次年度へ工事が移るのかな。そういうようなので減額なって

るようですけど。そうした中で鷹巣地区の流雪溝ですけれども、そうした中であの工事の最終年度

についてお伺いしましたら、課長は年度内に終了したいっていうごどでしたけれども、なにせ県道

だというごどですけれども、県道といえども大石田町内にあるもんですから、そのへんちょっとやっ

ぱり支障物件の状況が遅れだどしても年内に終了するっていう方向で進めるべきだと思うんです

けど、そのへんなんか町長聞いてる範囲で、課長は年度内に終了したいと言ってるんですけども、
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県道だということでちょっと曖昧な点がありましたので、答弁お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

県道に関してこの前も県会議員、そしてまた県の関係者のみんなとも話し合いまして、なるべく

は今年度中に工事を終わりたいというような方向ですけども、年度内に終わるような形の中でやら

せたいと思っておりますんで。でも県なもんですから、来年度に集結したいというような方向で話し

合いをしておるところであります。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

あの工事の終了年度までには終わしたいっていうごど、終わすというごどで流雪溝も整備すると、

そういうごどでよろしいですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

そういうふうな方向で県との話し合いをしていきたいと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第３号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

３号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第３号「平成３０年度大石田町国民健康保険特別会計補正予算（第４回）」は、原

案のとおり可決されました。 

これより、議案第４号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

４号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第４号「平成３０年度大石田町次年子簡易水道特別会計補正予算（第２回）」は、

原案のとおり可決されました。 

これより、議案第５号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

５号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第５号「平成３０年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第５回）」は、原

案のとおり可決されました。 

これより、議案第６号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

６号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第６号「平成３０年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３回）」は、

原案のとおり可決されました。 

これより、議案第７号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

７号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第７号「平成３０年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第３回）」は、原案のと

おり可決されました。 
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これより、議案第８号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案第

８号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第８号「平成３０年度大石田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４回）」は、

原案のとおり可決されました。 

次に、日程第８．議案第１６号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。３番 小 

玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

特別職となればあの部活の指導員の話もありますけども、これ町長、教育長とかいろいろ関係あ

るわけですけども、あれですかね、これ来年の３月までっていうことになった場合に、１１月の改選

のときっていうのはそのあとにそのあとっていうのもこれ有効になるもんなんですかね。そのへんの

ところ聞いてみたいと思うんですよ。新しい町長さんがなった場合にもそのこの条例は適用される

のかどうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

総務課長のほうに答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

この条例が可決されたあかつきには、あくまでも１年間の有効となります。仮に今質問の趣旨に

ありますように、仮に首長さんがというふうな話なったときはこれを変える条例を新たに、元に戻す

条例を設定する必要があろうかと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

この条例は特別職、町長、副町長、教育長の減額の中身もあるようですけど、教育長がなんか３

月で辞められるという話を聞いておる中で、新年度からの予算にも関係あると思うんですけども。

町長、副町長そのままおられるのかと思うんですけども、これから新しく教育長になられる方の分

も減額っていうなではどうなのかなって私思ったりもするんですけど、そういうこの新たに教育長選

ぶっていうことが確実だどすれば、教育長の分の減額というのは元に戻しておった方がいいんじ

ゃないかっちゅう感じもするんですけど、そのへんの考え方について町長のお考えをお聞きした

いと思いますけど。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

こういう今度新しくなられると思われる教育長さんには、皆さんの賛成もあってなんですけども、

こういう条件ですっていうことで交渉したいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

この中に新しく部活動指導員という、１時間当たり１，６００円というのがまた加えられました。先日
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の全協でいろいろ話を聞いたんですが、これは先生方の働き方改革の中で文科省なのかな、が

出してきたことなんですが、昨日聞いたんだけど、その部活動に対する指導という形なのか、昨日

の説明でいくと、例えば、部活動がいっぱいあるんだけれども現在１名加配、加配っていうのかな、

した段階でこの部活だけというわけじゃないと。例えば、陸上部があり、野球部があり、柔道部があ

りとかこういろんなクラブあるんですけど、そのときに顧問となる先生ですかね、その方が欠席と言

ったらいいのかいないような事態、出張とかなんか、そのときにこの方が代わりに部活動を見守る

という形になる。いわゆる技術指導ではないというような話ですよね。それでまあ、先生方の働き方

改革に果たしてなるのかどうか。今までの部活動に対しての技術指導をしてらっしゃるコーチの方、

部活動によってはあるかと思いますけども、その方との兼ね合いとかですね、そのへんは教育長

どのように考えてやっていくおつもりなのかお伺いしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

今日の山形新聞ですかな、ミスマッチをなくそうというふうな記事もありましたけれども、今、議員

が質問なさったように、全国で意見というか法律そのものは同じなんですが、解釈がまちまちでし

て困惑しているところもあると思いますので、ちょっとそのへんから整理させていただきたいと思い

ます。 

部活動指導員というのはコーチではないんですね。コーチであってもいいんですよ。いうなれば、

野球部のコーチを部活動指導員に委嘱してもいいんです。ただし、そうすると野球部の指導にあ

たるので陸上部とか卓球部の状況は見られないことになりますよね、そういうのもあってもいいよと。

ですからうちの学校では公費では１人の部活動指導員を雇いますけれども、その他１０人部活動

指導員を雇いますよと。それは学校独自予算なり、あるいは PTA なり、あるいは後援会費等で雇

ってもいいよというふうになっています。ただ、今話題になっている部活動指導員というのはそうで

はありませんで、議員おっしゃるように働き方改革の一環としてあります。これは、ご存知のように

当町ですと２人の顧問を付けてるわけですね。例えば吹奏楽部だと１人は音楽の先生、これは技

術指導ができる先生。もう一人はそうでない先生、技術指導よりも生徒の把握であったり、遠征に

行ったときのお手伝いであったり、たとえば事故が起こったときに１人が子どもについていけば、も

う一人が残りの全体を見る、そういうなのが野球部で言えばわかりやすいですね。監督と部長で

すね、そういうふうな形になります。その各々についてどちらでもいいんですが、お二人が欠ける

場合も出てくるのではないか。そのときに、子どもたちは今の学校教育の規則の中では部活をし

てはいけないことになってなっております。必ず顧問なり、部長なり、監督なり、教員がつかなけれ

ば教員の指導の下ですることになっております。これがコーチでもいいことにはなっているのです

が、それと同じように、部活動指導員でもいいということであります。ですから、あのコーチングとい

うふうに見る方もいるし、そういうふうな学校もありますし、１人で体育館全部を監督というか、把握

するんだというふうな方であってもいいというのがこの文科省で定めた部活動指導員であります。

当町の場合はコーチングではなくて、あくまでもその体育館なら体育館、グラウンドならグラウンド

の管理を肩代わりする人として部活動指導員を使いたいということで１名となっているところであり

ます。 

今の国の流れ、県の流れからいうと、去年は半数近くの学校に配置をしました。今年は全県の

中学校に配置をします、１名。来年あたりは大規模校には２名かななどという話も出てますが、そ

の使い勝手なり、あるいは教員の負担軽減に本当になるのか、結局は責任は教員に来るのでは
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ないかとか、そういうふうなところも精査しながら移っていくというふうになるかと思います。以上で

ございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

そうしますとですね、やっぱり部活動の時間帯、４時とかそのへんからで週３日という話がありま

した、２１０時間。かなりそういうことをされる方となると限られてくるのかなと。特に若い人がそれを

できるかっていうとちょっと無理だろうと。そうすっと、単純に考えられるのは学校の教職員の退職

なされた方あたりが入るのかなみたいな感じになるんですけど、昨日の説明だとその方が例えば

怪我した場合は、労災かなんかで対応するというふうな話がありましたけれども、じゃ、その方じゃ

なくて、その方がこう、グラウンドなり体育館を管理をするということであれば、子どもが怪我をした

場合は、んじゃどうなるんだと、その方の責任になるのかっていうこともあろうかと思います。そのへ

んはっきりちゃんとした形でしないと、引き受ける方も大変なのかなっていうふうに思いますけど。

もう４月からっていうことになりますので、ある程度、人選的にはもうなされてるかどうかということも

あるんですが、そのへんはいかがですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

おっしゃるとおりで、そこが今全国で精査しようとしているところでございます。ただ怪我について

は、その人が故意に指導をして故意に指示をして、そのために事故が起こったという場合には、

その指示をした個人に責任が関わることも多少ありますけれども、学校管理下でございますので、

校長、あるいは教育長に責任が来るというのが通例でございます。 

現在も学校の先生方が顧問をしていて怪我があった場合に、その先生に責任が来るというのは

いうのはほとんどございません。これをやりなさいと無理強いをした、あるいは指示をしてそのため

になったという場合は別ですけれども、通常な年間行事計画と年間指導計画の中での事故だと

すれば、それはその個人に責任というのはないことになっています。 

それから、あのやはり都市型の学校と、それから我々のように田舎にある学校ではそこが一番違

うんですね。例えば近くに体育系の大学なり、あるいはあの大学、専門学校とかあるとですね、指

導できる若者がアルバイト的にできるんですね。ただ、当町のように他市町村から通ってこないと

できない、あるいは当町は中間人口が非常に少ないというふうになっているところは探すのが大

変だということで、これは当町に限らず地方町村においては問題になってるところでございます。

ただ、文科省としては働き方改革として何か手を打たなきゃいけないということで、スポーツ庁と話

をしながら決めたことでございますので、せっかくの予算ですからこれを使いながら、じゃ、どうや

ったら一番いいかというところを探っていく段階でございます。以上です。 

人選ですが、個人に関わることでございますので名前等は差し控えさせていただきますが、４月

から始められるように校長と話しながら準備を進めているところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

今のところじゃ、文科省からの加配といいますかね、そういったのは１名分という形でいいんでし

ょうか。尾花沢ではなんか２名という話だったんですが、そうした場合は１名は単費で行うというふ
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うな考え方、２名だったら２名分が来るのかとかですね、そのへんがちょっと分かんなかったこと。 

それから部活動指導員が決まったら、これは議会にかかるのか、人事案件として。まるっきり全

然教育委員会としてこの人をお願いしてるっていうだけの話なのか、そのへん学校長権限でやる

のか、教育長権限でやるのか、そのへんいかがですか、最後です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

他市町のことは分かりませんけれども、県で大石田町に補助金を出しますっていうのは１名分で

す。ですから、尾花沢市の場合に２名分来てるのかな、そのへんちょっとわかりません。学校１名

ですので２校あれば２名というふうに捉えているのが２名かもしれません。 

それから、あの議会にかかるような人選ではありません。我々もあの特別支援員であったり、ある

いは外国語の専門員であったりを委嘱してますけれども、それはあくまでも教育委員会で委嘱す

るという形になります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

質問の内容としては今の大山議員と同じような、その延長のような質問に、内容にはなるんです

が、やっぱりあの私も昨日、全員協議会で説明を受けるまでは、各部活単位で１名ずつ増員なの

かなというふうにちょっと捉えて、事細かく昨日説明を受けてまた今、教育長からこういった趣旨の

下でこうなんですよというものを受けた、踏まえたうえで、いずれちょっとこれ、もちろん我々も注目

していかなければならない。これで、昨日の説明でもあったんですが、これで抜本的な働き方改

革が全く改善するわけではないというふうな課長の説明もありましたので、いずれ注視しなければ

ならないというふうには思っております。その結果、今説明あったとおり、んじゃその次はどういうふ

うにすべきなのか、当町としてはどう判断すべきなのかということもこれ大事かなというふうに私も思

います。といったことを踏まえたうえで町長にお伺いします。なので、今あったことを踏まえて町長

という立場でも１ヵ年、その実務実体的なところをよく注視していただいて、その後の先の必要な

判断を求められた場合にはということに希望しますが、町長どう思われますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

そういう成果を踏まえたうえで学校なり、PTA なり、いろんな部活動なりの指導者たちの話を聞

いて、精査したいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

他にありませんか。ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第１６号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１６号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１６号「大石田町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案どおり可決されました。 

暫時休憩いたします。１１時１０分再開いたします。 
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休憩  午 前 １１ 時 ０１ 分 

再開  午 前 １１ 時 １０ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

次に、日程第９．議案第１７号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。ありませ

んか。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第１７号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１７号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１７号「大石田町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１０．議案第１８号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。ありま

せんか。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第１８号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１８号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１８号「大石田町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１１．議案第１９号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：

「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第１９号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１９号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１９号「大石田町社会教育条例の一部を改正する条例の制定について」は、原

案のとおり可決されました。 

次に、日程第１２．議案第２０号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：

「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第２０号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第２０号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第２０号「町道路線の廃止について」は、原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１３．議案第２１号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：

「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 
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これより、議案第２１号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第２１号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第２１号「町道路線の認定について」は、原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１４．議案第２２号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：

「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第２２号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第２２号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第２２号「大石田駅都市施設の指定管理者の指定について」は、原案のとおり可決

されました。 

次に、日程第１５．議案第２３号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：

「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

これより、議案第２３号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第２３号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第２３号「大石田町クロスカルチャープラザ「桂桜会館」の指定管理者の指定につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１６．予算特別委員会の設置を議題といたします。お諮りいたします。議案第９号

より、議案第１５号までの７議案については、議長を除く９人で構成する予算特別委員会を設置し

審議することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。（議員：「なし。」）ご異議なしと認

めます。 

よって、議長を除く９人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、関係議案の審査をするこ

とに決定しました。 

日程第１７．議案の特別委員会付託であります。ただ今、設置されました予算特別委員会に、議

案第９号から議案第１５号まで以上７件を一括して付託の上、審査していただくことにご異議ありま

せんか。（議員：「なし。」）異議なしと認めます。 

よって、議案第９号より議案第１５号まで、以上７件は予算特別委員会に審査付託することに決

定いたしました。 

本日の会議はこれをもって散会といたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

散会  午前 １１ 時 １６ 分 
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第４日目  平成３１年３月８日（金） 本会議 午前１０時 開 議 

１．議長（村岡藤弥君） 

お早うございます。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日、町議会広報担当職員による撮影許可を、写真撮影を許可しておりますので、ご了承くだ

さい。 

本日の会議は議事日程第３号によって進めてまいります。日程第１．町政一般に関する質問を

行います。先に通告を受けており、発言の順序も決めておりますので、その順序により発言を許し

ます。３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

お早うございます。 

まあ、今回はですね、一般質問の数もだいぶ多くて、僕たちも町の、あなた方も大変だろうとは

思いますけれども、まずよろしくお願いします。 

まずこの前にですね、先日あの、去年の１０月ぐらいに僕ら行政調査ということで長野県の小布

施というところに行ってまいりました。まあ、栗で有名なところですけどね。そこで、実は町おこしの

話のほかに出てきたのがですね、町の議員が全員一般質問をしなきゃならないっていうふうにな

んか通則があるらしくてですね、議長以外全部やると。そこは１５人だったので、１５人やんなきゃ

いけないっていうかね、そういうような話を聞いてきて、まあ僕らもそれが通じたのか、今回だいぶ

多くなったような感じだ、そんなように思っております。 

まず、通告したことについて話していきたいと思います。このところ新聞なんかでもいろんなその、

悲惨な子どもの事件とかありましてですね、そういうことを考えながらちょっと話していきたいと思い

ます。 

まず、子どもの虐待が報じられているけれども今、その原因っていうのが必ずしもその貧困と関

係あるわけではないとは思いますけれどもね。やはり、案外子どもの貧困というか、経済的な弱者

のなかですることも大いにあり得るのではないかということでですね、町の方ではどんな風に考え

ているのかということです。 

先日この OECD での話をここにもちょっと書いておきましたけれども、日本の場合はですね全

国的、全国の平均としてだいたい７人に１人ぐらいとかいう話で子どもの貧困って言われておりま

すけれども、山形県の場合それでもやっぱり多いようだし、また、その話、先日参議院の 大 沼 

瑞 穂 先生がそんな話をちょっとしておりました。同じようにですね、たぶん大石田町はうっかり

するともっと大変な状態ではないかということでですね、町、例えばですね、当然全国的に考えれ

ば生活費の問題というのは、東京都、山形、大石田とは全く別でしょうから。同じ収入でもって判

断することは難しい問題ではあると思いますけどね。町でどのように考えているのかを聞いていき

たいと思います。 

あともう一つです。今日久しぶりに雪が降りましたけども、大体雪も落ち着いて皆さん方から苦

情もなくなってきたと思います。でもですね、たぶん一か月ぐらい前まではね必ずやはり１年に１

回２回、自分のとこにもですね、苦情というか、町に言ってくれという話が必ずきます。今ごろはもう

忘れてるのかもしれませんけどね。それはですね、やっぱり町道のなかでもその袋小路になって

いるようなところ、それも町で認めているような。例えば、何軒以上にあたらないような人たちがどう

してもやっぱり苦労していると。なんとか、家族の構成とかも変わって、変化するにしたがってです

ね、色々問題点も多くなってきているようだと思いますので、町の方はどう考えているかを聞いて
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いきたいと思います。 

あと一つ、議長にお願いなんですけども、今回答弁を求めるのとして、僕、町長にだけ書いてあ

ります。でも考えてみるとですね、子どもの虐待のこと、貧困のことを考えてみるとどうしてもこれ、

学校の問題もあるだろうということで教育長にも意見を求めていいかどうかをお願いしたいと思い

ます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

許可します。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

お早うございます。 

小玉議員の質問にお答えしたいと思います。はじめに、子どもの貧困に関する質問にお答え

いたします。近年、低所得家庭で育つ子どもの多くが、安定的な日常生活の維持や教育の機会

均等などに支障を及ぼす、いわゆる「子どもの貧困」がもたらす弊害が顕著になってきており、現

在、平成２５年に成立した「子どもの貧困対策の推進に関する法律」に基づいて、国をはじめ各自

治体において貧困対策に向けた検討が進められているところであります。 

子どもが貧困の状態かどうかの判断基準については、昨年、山形県が実施した「生活実態調

査」でも採用した、等価可処分所得が一般的であります。これは、世帯の所得と人数で算定した

数字で、貧困か否かを判断するものですので、世帯所得が低く、世帯人数が多い傾向にある地

域においては、必然的に数字が大きくなるものと思われます。 

議員からは、町独自の判断基準はあるのかの質問でありますが、私は所得が多い少ないにか

かわらず、子どもたちの日常生活の維持や教育に関し支障があるという世帯に対しては、これま

でと同様、様々な分野における制度を活用して、でき得る限りの支援をしてまいりたいと考えてお

ります。 

子ども食堂については「生活実態調査」の結果を見ても参加を希望する世帯が多いことが

明らかになっております。子どもの居場所づくりという側面もあることから、当町におけ

る子ども食堂の実施については、可能な限り支援していく考えであります。 

資金面については、来年度から山形県で運営団体に対し年間１２万円を助成する制度が

スタートするようですので、その採択に向けて支援をしていくことに加え、今後、どのよ

うなサポートが必要なのか話し合いながら適切な方策を講じていくよう努めてまいりま

す。 

次に、町道とされていない生活道路や小路も町で除雪すべきではとのご質問にお答えします。 

町道とされていない生活道路や小路については、幅員が狭く町の除雪機械が入っていけない

箇所が多いものと認識しております。町の除雪車が入るには、小型ロータリー概ね２．５ｍ以上、タ

イヤドーザーで概ね５．０m以上の道路幅員が必要であります。 

さらに、町で除雪を行う場合、雪押場の確保、春の雪山排雪と多額の費用が発生してまいりま

すので、現在「大石田町生活道路除雪事業補助金」制度に、町が行う除雪路線外で沿線に３戸

以上の住居がある町道路線などについては、１ｍ当たり５００円以内の補助金を交付している路線

がありますので、制度の有効活用を図ってまいりたいと考えているところです。 

平成２９年度一般会計決算額では、道路除雪費が３億５千万円となっております。財政が非常

に厳しくなってきている状況において、いかに除雪費用を低く抑えることが、当町の最重要課題で

あると認識しております。 

従いまして、協働によるまちづくりを目指し、職員はもとより、議員の方々、さらに除雪業者も含
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めた町民の方々のアイディアと知恵を頂きながら、今後とも検討して参りたいと思いますので、ご

理解のほどよろしくお願いしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

       ３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

去年の１２月の末ぐらいだったかですね、実はクリスマスと忘年会を兼ねたような、いわゆる町の、

生活に困っているような人たちを集めた食事会みたいなものがありまして自分もそれに該当する

のかどうか知りませんけども、招待されて行ってまいりました。その時にちょっと感じたことなんです

けども、ふっと見ですねこの、子どもたち、まあ親子もいたわけですけど、老人たちもいたんだけど

も、なんかほんとに困っているような感じでもないんですよね。会話も高度だし、その子どもと親の

話聞いててもね。あとでその経営というか母体の方に聞いてみました。「彼らはほんとに困ってる

んでしょうかね。」と聞きましたら、「実は大変に困っているんだ」と。ところが我々、僕は今６８歳で

すけども、自分の子どものときみたいにですね、なんつうの、せきひのあらぬごとくというか、その、

明日の飯もないとかいうそういうような貧乏ではない、貧困ではないっていう。まあ、ちょっと見分け

られないようなですね、貧困なんだろうなと。相対的貧困と言うんだそうですけども、そこらへんの

ところがやっぱり昔と違って。また、特に町長の時代もそうでしょうけど、戦争あったばっかしの頃

はたぶんみんながほとんど低所得者だったでしょうからね、あんまり気にもなんなかったのかもし

れませんけども。この頃はそういうものがどうしてもその、見えなくなっているっていうか、孤立化し

てるっていうかね。そういうものがやはり、随分あるんではないかと思うわけです。 

実際その、先ほど全国平均が１４％のときに山形県の平均が１６％位、７人に１人が６人に１人

位に増えてるっていう感じでしたけども、という話をしてましたけどもですね、来年度の予算をちょ

っと見ましたところですね、町長が小学生の６年生と中学３年生に対して、修学旅行の費用の半

分を助成する話をしてましたですよね。んで、ちょっと考えてるとそれを全員にやるってわけだから、

考えてみれば金がある人もない人も公平にやっているわけで。ある意味公平なのかもしれないけ

ど、ある意味ほんとは傾斜配分っていうかね。先日、町長と議長と雪の特交っていうのをもらいに

行ったんだけども、その文面には当然傾斜配分って書いてありました。やっぱり金のないところ、

大変なところにいっぱいください、そういうふうので僕ら行ってきたわけですけども。 

今回、町長たちが考えた来年の、みんなに均等にやるっていう意味もね、実はある意味ほんと

は意味があるんだなと、実は思ってるんです。何でかっていう、まあ町長に後で直接聞いてみた

いと思いますけども、子どもたちにしてもですね、自分が貧困だなっていうことは別に表に出したく

ないわけですよね。だからこそ見えないんだと思うんです、今は。そのへんのところをですね、ちょ

っと先日もらった文の中にですね、奨学金と子ども食堂、学習支援、大事だけどほんとに貧困に、

当事者の子どもたちが望んでいることなんでしょうかっていう、ちょっと反語みたいなことが書いて

ありました。これはやはり大人が考えるもので、子どもたちがこれをやっただけに解決するわけでも

ないんだろうと思うんです、だからってしないわけではないんですけれどね。だから、考えてみれ

ばすごく複雑で、エンドレスでずっとやっていかなきゃいけない、まあ、福祉課の担当の人たちは

大変だろうと思いますね。途中でなくなるわけではない、ずっとこのまま続いていくんだろうと思い

ます。考えてみると、学校、子どもたちっていうのはほとんどやっぱり学校にいる時間のほうが長い

っていうふうに感じますので、そういうところでですね子どもたちの自分の嫌な面を隠すとかね、奥

のひだみたいなものがいろいろ出てきて、自分の精神的な異常をきたしたりするんだろうと思いま

す。 
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昔のお話なんですけども、たぶん明治頃のお話で、イギリスにディケンズっていう有名な作家が

おりましたけども、その中にですね町長たち来年からしようとしている公平にみんなにやるっていう

ことの問題を含んだような話がありました。考えてみればものすごい階級的な社会なわけですので、

明治時代に学校に行かないっていうことはまずなかったと思います。小学校も当然だろうけども。

そのときにやはり、頭の良い子どもとかね。金もないんだけど頭の良い子どもを学校に入れてやる

と、そういうのが結構あったみたいです。ディケンズさんもたぶんそういう人だったのかもしれませ

んけども。そのときに彼らはですね、一般の貴族たちはちゃんとしたスカートでも、彼らだけは革の

スカートをはかされたと。それは今はレザーは格好良いもんだけど。みんな「革スカートの奴ら」っ

ていうように差別してきたと、そんなふうなことが書いてありました。 

例えば、今回の子ども食堂をやっていくことに賛成ですけども、案外ですね、大変なことでもあ

るんだなと思うんですよね。すごく薬として特効的なことでもあるんだけども、これをやっていくこと

に対して相当の覚悟がないと、なんて言うのかな、さっきみたいに逆にいじめに遭うようなことも考

えられると思います。 

ところでさっき、「町で特別な独自の算定基準はない」みたいな話をしてましたけど、どうなんで

しょう。町で例えばその、国が考えてるような、算出した場合に大石田町って何％位該当するのか

っていうのは分かりますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

保健福祉課長に答弁させます。保健福祉課長。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

所得に関することなので、我々では把握しきれません。本人の承諾を得るとか、アンケートでお

答えするっていう形であればたぶん把握できるだろうというふうに思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

だと何でしょう、国が調べたもの、これは何でしょうかね。アンケートかなんかで調査したっていう

ことなんでしょうか、それとも。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

山形県で１６％というのは昨年実施したアンケートによって、１６％という数字をはじき出しておる

ようです。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

この町長の答弁にはですね、所得が多い少ないに関わらず子どもたちの日常生活の維持や教

育に関して支障があるっていう世帯に対して頑張っていく、まあその通りですよね。やっぱりさっき

言ったみたいに、「自分の家は貧乏だ」なんていう話をね、子どもたちはやっぱり言いたくないわ
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けですし。そういうことを考えれば、町長、教育長が来年からやろうとしている、全員にやるっていう

こともほんとに意味があるのかなと思います。 

実際問題として、自分は申し訳ないけど子どもを育てたことがないのでね、子どもの貧困ってい

うことを言われてもね、正直ピンときません。だけど、自分の子ども時代の経験とかを考えたときに、

いろんな感受性のある子どもはね、いろいろ考えることだろうと思うんです。町長、町の子どもたち

を見ててですね、やっぱり問題があるな、なんとかしなきゃなんないなというふうなことを思ってい

るかどうか、できれば教育長にもお話を聞いてみたいと思います。まず町長からお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

いろんな今、子ども児童館という放課後児童館というものがかなり利用されていますけども、学

校教育においては教育っていう面においての問題点はそんなにはないだろうと私自身は思って

ますけども。いざ、学校帰り児童館という問題になってきますと、やっぱりそこにはいろんな形の中

での教育者も置いてないという、そういう点でいろんなトラブル、いろんな形で問題点が出てくる可

能性もあるんではないのかなと。うちの孫なんかも児童館行ってますけども、そういう形の中でやっ

ぱり問題点っていうのは学校教育っていうことではなくて、児童館の中での教育っていうか、ここに

今日挙げてますけども、やっぱり子どもの居場所っていうところの観点からいろんな形で貧困化っ

ていうように、ここからスタートしなければならないんではなかろうかなということ、子どもの居場所

づくりっていう点が一番の基本であると私自身は思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

貧困の定義なんですが、私の存じ上げているところでは、一家の可処分所得が全国平均の２

分の１に満たない家っていうのを貧困化と。そこの家で育った子どもを子どもの貧困という風に言

っているというふうに理解しております。そうすると全国平均はいくらなのかっていうと、４００万円ち

ょっとなんですね。ですから一家の所得が、可処分所得ですから、処分できる、自由に使えるお

金が４００万円以上ある家が平均だと。そうすると、２００万円しか可処分所得がない家の子どもは

貧困家庭の子どもというふうに言われていると理解しております。 

大石田はどうなのかというと、いろいろ家庭の事情、我々も知り得ないところありますけども、大

変な家も多いなあというふうに実感しております。７千人強の大石田町において、準要保護家庭

等の数を見るとですね、大変多いというふうに、７年前私が教育長になったときに実感いたしまし

た。 

それから我々、じゃあ教育として何ができるかっていうと、昨年、一昨年、先生方にも直接申し

上げましたし、私がコミュニティスクールを立ち上げた理由もそこにあるのですが、２０年後の貧困

からの脱出、貧困の連鎖からの脱出するには子どもたちに力を付けてほしくないんですね。今補

助をしてもそれはそこだけ。でも、３８歳、４０歳になったときに力を発揮して、その家庭が、自分の

つくっている家庭が全国平均を上回るような家庭にしたいというのが私が教育長なってから学力

向上で目指した目標であります。昨年、一昨年、先生方にはこのような話もしました。子どもたちが

３８歳になったとき４００万円稼げる子どもをつくってほしい。だから、英語にも力を入れ数学算数

にも力を入れてるんだ、そのような思いを持って子どもたちを育てていくっていうのが当町のコミュ

ニティスクール、学校の先生方への目標であります。先生方はそのように努力していただいている



平成３１年第 1回定例会（３月） 46 

はずですし、一人一人についてこの子は今現在貧困だからこういうふうに扱わなきゃいけないとか、

貧困だから問題があるとか、そういうふうな目で見るよりも、いずれこの子たちに４００万円１人で稼

げるような子どもたちに仕上げていこう、というようなことを申し上げていきます。まだまだ先のこと

ですので、その結果が表れてないとこがいっぱいありますけれども。 

先日小学校の６年生に高校入試の問題を解かしたところ、解けます。ですから、あの子たちは

力は付いてる、ただそれを２０年後まで持続して力を発揮できるかっていうのが我々教育者に与

えられた課題だな、というふうに思っているところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

自由に使える金が４００万円ってなると相当に収入がないと大変なことですよね。まあ、教育長

がですね、大石田学園構想みたいなものをもってですねやってきたっていうことを、ある意味その

考えてみるとですね、いわゆる認知力っていう学力のほかにそれ以外の非認知力って言うんだそ

うだけど、結局、例えば礼儀とか一般的に子ども時代から備わっていく行動様式とでも言うのかな。

あいさつとか、例えば風呂に入るとかね、人と接したときにどんな態度をとったか、そういうことって

いうのはやはり結構その、実は今町長が言いましたけども、放課後児童教室みたいなところで、今

親がそういうことが出来ないのならばだよね。 

昔はたぶんいろんな大人たちがいっぱいいて、子どもたちもいっぱいいていろんな人が集まっ

て、お前これはダメだ、とか、良い、とかいろんなことあったかもしれませんけど、今そういうのがな

いだけに食事が終わったらちゃんと洗わなきゃいけないってことも教えないこともあるんだと思うん

ですよね。特に親が働いてれば自分でコンビニかなんか行ってパックに入ったものを買えばそん

なもん捨てるだけだし、洗ったこともない。それが何十年も経ってですね、社会に出たときに、自

分が違うな、って思うか。自分も東京行って、こいつ自分と違って育ちが良いんだな、って思うとき

って結構ありましたよ。やっぱり普通に動いてんだけども何かが違う。こういうものっていうのはさっ

き町長が言ったようにね、やはり子ども時代からいろんな経験でもってですね培われるもんだと思

うんだけども、結局経済的な理由のために親も教える時間がなかったということでですね、やっぱ

り、教育長が言うように何十年か経ったときに自分に跳ね返ってくるわけですよね。なんか自分が

変だっていうのが分かってくるから。そういう意味で是非、ほんとにエンドレスな話で申し訳ない話

だろうと思うんだけども、正直ほんとに、先日会った親子たちを見てて、この人たちほんとに貧困な

んだろうか、と思うような人たちでした。自分が子どもの時と考えてみるとね。なんだってもう、スマ

ホは持ってるべし何でも持ってるべしね。僕なんか今でも使えなくて困ってるんだけども。そういう

ふうな人たちが、この人たちほんとに貧困なんだろうか、というものなんだろうけども、思ってました、

自分は。でも実際彼はその、他の子どもたちと上手く遊べないとか、そういうことがやはり、子ども

たちの将来に、２０年後、３０年後教育長が言ったような形で表れてきてですね、子どもの貧困っ

て、一般的に考えれば救ってあげるみたいな形で。 

実際はそうでもなくて、さっき教育長が言ったと思うんだけども、社会のための財産をなくす、も

しかするとその子どもは将来偉くなったり、すごく頑張って生産力がものすごいアップするような人

でも結局出来なくなるというロスがあるということを考えればね、案外個人だけのために金を使って

るわけでもなくて、社会のため、日本のために使ってるんだろうなという気がします。町長たちは今

回来年から修学旅行のを考えたっていうのもそういうところあるんでしょうかね。どうなんでしょう町

長。そこらへんも考えてくれたのは教育長の力なのかどうか分かりませんけど、町長お願いしま
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す。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

子育て支援ということで何をすべきかということをまず考えました。ここで今言った修学旅行が一

番妥当なんではなかろうかというような話が教育長から出ましたので、このへん教育長のほうから

答弁させていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

私だけがそういうふうに言ったわけではありませんので誤解をいただくと困るんですが。あの、う

ちの町のコミュニティスクール、大石田学園構想の中で全国と違うところが一つあります。それは、

小学校では地域構成といって、地域の方々からいろいろ教えていただいて地域に愛着を持って

もらおうというのが小学校です。中学校は地域貢献、自分の力を、もう大人と同じだから、中学生

は。自分の力で町づくりに貢献しようというふうなのを表に出していこう。地域貢献をするときに、必

ず力がないとできないっていうことに気付くんですね。だから、地域に貢献するために勉強しない

と、こういうことを知ってないと地域に貢献できないんだっていうことを知ってもらいたいというふうに

思って中学校はしています。ですから、全国でもトップクラスです。ふるさとが好きだ、学校が好き

だ、友達が好きだ、このアンケートを取ると全国でも大石田中学校の生徒はトップクラスです。 

で、修学旅行なんですが、自分たちが一番思い出に多いのは何かっていうふうに小中学生の

卒業文集を見ると、修学旅行がだんとつに多いです。その修学旅行に町の人たちが税金から手

立てをしてくれた、これは思い出に残ると思います。どれくらいかかるかっていうと、小学校はだい

たい２万円位です。小学校の修学旅行は１泊２日というふうに決められております。ですから、大

体２万円位。北小と南小は三陸の方に行きます。大小は日光の方に行きます、今のとこですね。

中学校はだいだい９万円位集めてるのかな。文集等入れるともうちょっとあれかもしれませんが、９

万円以内というふうに決められています。で、沖縄に。そうすると、家庭によってはその９万円とい

うお金を工面するのは大変なところもあるんだろうなというふうに思います。 

従って、町の方でそれを補填してやれば素晴らしい思い出を共有できる子どもたちが多くなる

のでは。それが、町への感謝にもなる、或いはその修学旅行で、沖縄で学んできたものが自分の

頑張らなきゃいけない、そして力を付けなきゃいけないっていうモチベーションのアップの機会に

なればということで町長さんにお話しさせていただきました。それで今回実現することになったと。

できれば全部いただければ一番いいな、と修学旅行が無料になれば一番いいな、と私個人は思

ってますけども、パイは限られてますので、できるところからなんだろうなというふうに思います。あ

りがとうございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

ほんとに良い政策だと思いますよね。来年、今年なのかな、今年の１０月位から保育料がタダに

なったりするわけで、そうすっとこう、町があくまで全部タダに、タダにっていうかね、やはり安心し

てね、やっぱり考えてみれば、日本の未来をつくるための子どもなんてのはやっぱり税金で全部

均等にね、育てていくのも一部意味があるのかなと思います。 
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具体的な話でですけど、一つ聞きたいと思います。なんかあの、先日社協さんに行ったらです

ね、子ども食堂をやってみたんだ、という話を言われました。今山形市あたりでもいろんなところで

やっているようなんですけども、これについて県で５２万円もらえるような制度もあるんだって話で

すけども。ちょっと詳しいこと町で予定しているわけじゃないから分かんないとは思いますけども、

課長なりに子ども食堂っていうものをどのように考えてるかとか、認識してるかどうかを、あれば聞

きたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほどの答弁に言いましたけども、子どもの居場所づくりっていうことを中心として、まずは考え

ていきたい。その中に子ども食堂ということをやっていきたいというのが今現在の町の考え方です。

場所としては虹のプラザの調理室、そしてまた隣には畳もありますし、そういうところを使いながら、

材料費を提供し、小玉議員のようにボランティア活動にお願いするような形にもなるかも分かりま

せんけども。今現在の構想としては事務局長さんとも、田中事務局長さんともそういう話しながら、

今年一年やっていこうかな、というのが考え方です。詳細については保健福祉課長に答弁させま

す。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

先ほど小玉議員の発言にもあったんですが、いつもボロボロの服を着て、いつもお腹を空かし

てる、といったそういうような子どもはいないんだろうと、相対的に貧困だというふうな方なんだろう

というふうなご意見でした。昨年実施した、子ども生活実態調査を見てみますと子ども食堂への参

加意向、という問いがあるんですが、貧困家庭でもそれ以外の家庭でも半数以上は利用したいと。

じゃあその利用の理由は何だろうか、というふうな問いもあったんですが、そこには、子供に様々

な人と関わる機会をもたせたい、というのと、保護者の不在のときがあるときは利用させたい、とい

うふうなことで、お腹空かして食うものもねえよというふうな子どもはもう県内的にも少ないのかなと

いうふうなことも考えてみますと、町長がおっしゃった、居場所づくり、という観点で実施するのが

子ども食堂の今の在り方かなというふうに思います。そういったことで言えば、それなりの意味がご

ざいますので支援はしてまいりたいというふうには思います。以上でございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

だと、あれかな。これ、今回社協さんがやるっていうのではなくて、町が主体っていう意味で今

町長答えたのか、それとも町長さん、社協の会長さんでもあるけども。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

社協とも話しながら、町と（小玉議員：「共同でやる。」）はい。という形でやりたいと思っておりま

す。社協が実施隊ということでやらしていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 
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１．質問者（小玉勇君） 

今課長から言われたようにね、やはりそうすると別に食べられない人たちだけ、っていうんじゃな

くて、別に誰でも参加したい人は参加できる、っていうような形なのかな、課長。やっぱり今言った

みたいにね、さっき言った学力以外のいろんな躾なり何なり、いろんなことを学ぶ良い機会として

捉えているんだなというふうに聞こえたんだけどもそういうことで良いんでしょうかね。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今の小玉議員のおっしゃってるとおりです。そういう形の中で、まずは捉えてやっていきたいと

は思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

基本的にはボランティアという形での実施だろうというふうには思いますけども、子どもが集まっ

てくること自体で、例えば、宿題したい、勉強したい、という子どもがいたとすれば、学習支援という

ような形で。例えば、大学生をボランティアで配置して宿題を見てあげたりというところにも進展し

ていくということもあり得るというふうに思います。そういった形でボランティアの輪が広がってって、

地域で子どもたちを見るというふうな、そっちの方向にも今、発展していくことでございますので、

まずはボランティアということでやっていただいて、それを社協なり町なりでできる援助をしてまいり

たいとは思います。以上でございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

ちょっと質問が悪かったんだけども、結局参加するっていうのはボランティアじゃなくてですね、

集まってくる子どもたちは別に金持ちの子どもでも良いのかっていうことです。まあ、良いでしょう

ね、さっきの話からすれば。是非、今金持ちだからってね、大石田の金持ちもいたっていう話を初

めて新聞で知ったわけですけども、信じられない話でした。まあ、それはちょっと別問題ですけど

も。そのときにこんな話はちょっと合わないのかなと思ってですね、ほんとにやはり、お金があって

も躾とかそういう問題が核家族化してるだけにね、教えることが出来ないっていうのが結構いっぱ

いあると思いますので。学校だってできないようなところ、やはりそういうさっきの児童館にしても、

それから今度やろうとしてる子ども食堂、是非ですね根気よくずっとやっていってもらえれば恵ま

れなかっただろう子どもたちもね。川西町出身の井上ひさしなんかもそうやって孤児院みたいなと

ころで育っているわけですよね。それでもああいう作家さんになったり、そういう優秀な人がいっぱ

いできることもいっぱいありますので、是非大石田町からも経済的に足んないためにいろんなこと

できないってことのないようにですね、途中で諦めてしまうってことがなくて済むような形をやはり

是非、町長の心通う政策でですね、やってもらいたいと思います。 

次に道路の問題です。ここにですね、町長さんの答えを見るとですね、大石田町の生活道路

除雪事業補助金っていうのがあると。１m あたり５００円。んで、ここに書いてある、例えば３戸以上、

例えば路地ですよね。路地っていうか小路っていうか、行き止まりみたいなところがあったりして、

その中に奥に何軒か家ある場合に認めるっていう形なんだろうと思うんだけども。これは３軒以下

の場合は成り立たないっていう、そこらへんのところはいつごろ、昔からそういう取り決めがあんの
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かな、どういうことでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

建設課長に答弁させます。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

今質問にありました、大石田町生活道路除雪事業補助金交付要項につきましては、平成２２年

の１１月１日で策定しております。その段階において要件として３戸以上の住居というふうにさせて

いただいているところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

一つの特定の箇所を言うと後でトラブルもあってまずい話もあるのでなかなか言いにくいんです

ね。２戸しかないようなところでも町の車が、町の車っていうか町の除雪車がいてきちっと毎日除

雪しているところもあります。そういうのは昔から取り決めがあってそうなってんのか。これから例え

ば人口が減ってきてですね、ここに５軒あったんだけど、３軒しかいなくなったっていう場合に、そ

ういう場合はどういうふうになるんでしょうかね。町長の施政要旨の中にですね、２２ページに行政

と住民は総力を結集し、お互いに責任分担し合うと。それを毎回毎回見直していかないと、まあ大

変な労力がかかるんだろうけど。去年、例えば今年こうやれば来年だってとなるんだろうけども。急

に路地の中に家が１軒しかなくなったなんていう場合にはそれをどういうふうにしていくつもりなん

でしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

一応町道に関してはずっとやっています。その点今議員がおっしゃったように見直さなければ

ならない時期でもあるんではなかろうかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

大きな幹線道路でね、ちょうどまあ別に問題ないわけだけど、いわゆる小路ですよね。袋小路

になってるところでも町道として認められているところ、それと認められてないところってあるわけで

すよ。んで、考えてみると３軒ぴったしあって町道として認められるためにね、相当お金かけてや

ってると思いますよ、除雪。車がきてダンプで運んだりね。それをたまたま他の自分の機械で自分

の家の周りやっている人たちが見てて畜生とか思うらしい。なんで俺んとこはって思うらしくてです

ね、１年に１回は必ずそういう話がきます、なんとかなんないのかと。この補助金制度ってのを見る

と、これも３戸以上なったらダメだっていう意味なのかな、これは。やっぱり当人たちとこう、これか

らどんどん生活世帯の構成も変わってくるでしょうから、見直しとかそういうのってのは前にやって

るもんなんだろうか。それとも町民からクレームきたときに行って話合いしてるのかどうか。そのへ

んはどうなんでしょうかね。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 
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１．町長（庄司喜與太君） 

町民の方から区長さんを通じて、こういうことはどうなんだ、こういうふうにしてもらいたい、ここは

良いんじゃないのか云々っていうような話は区長さんを通じて町の方にはきております。そこでも

し、今まで通りっていうような形の中で見直し云々ってのが小玉議員さんの方から出ましたけども、

今年度あたりはもう一回見直さなければならない時期ではあるんではなかろうかなというような内

部では話しております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

やはり今日は多くのお客さんでね、傍聴の人たちがいっぱいいてですね、直接今の話に関わり

そうな人たちがいっぱいいるのでなかなか難しい問題でもあるんですけども。自分からしてみたら、

町がいっぱい金かかるっていうのは別に何とも考えないでね、やってけろっていうのが当たり前な

んだろうと思うけど。そこを、これだからできないんだよ、っていうことをビシッとやっぱり、きちんとし

た、その言ってもらえばね、たぶん本人たちも納得できるんだろうと思うけども。洗いざらいなところ

があるとやっぱり疲れるというかね、あそこは３軒なってないじゃないか、と言われたときに、お前１

軒だからダメですよ、ってなかなか言えなくなるっていうこともあるわけですよ。そのへんのところ、

こんなことにだいたい僕ら議員として関わるのはおかしいと俺は思ってますので。伝えることしかし

ませんけどね。やっぱりこれは区長とかを通して一つ一つ解決してってもらいたいなと思うわけで

す。こういうような、こういうようなってまあ、俺んとこは町道に認定されてねんだけどなんでできない

んでしょうか、というような形でくるってどれ位年間でクレームってあるもんでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

建設課長に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

年間でどれ位って言われても、シーズン中はほとんど毎日電話は来ております。その中でこう

いった案件に該当するものが何件あるかについては、大変申し訳ありません。私の方としては把

握していないところがあります。よろしくお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

そうですよね。建設課の人に聞くと、それこそ冬は地獄だっていう話聞くからね。朝っぱらから

起こされて、大変だな、これはほんとに。でも一回やっぱりね、良い思いするとそれを元に戻すっ

ていうのはなかなか難しい問題だろうと思うし。ほんとにお金もかかることではあるけどね、今回町

長と議長で頑張ってその、東京に３億円もらいに行ってきましたから。どうなるかは分かりませんけ

ども。それもらって足りないんですからね、見ると。３億円以上除雪費だけでかかってるんですから。

まあ、これほんとにどういうもんだか分かりませんけども。でも、一つ一つそうやってクレームをつぶ

していってもらってですね、僕らみたいな議員にそういうふうなこと来ないようにしてもらいたいなと

思います。僕らに来るってことは結局ね、案外危ない面もあるわけですよ、いろいろ。やっぱり僕ら
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が議員としてどっかの課に行くっていうことはやっぱり、大いにして効く可能性があると、それを不

公平だっていう。それはね、なんか飯綱町に行ったときにそういう話がありました。例えばの話で

すけども、僕んとこの、来迎寺の、その飯綱町の議員さんは来迎寺出身だとします。そっから出た

問題、道路を良くしてくれっていうのに、直すことをね、町が決めたわけですね、直しますって。そ

したらですね、それは個人的に話したことであって区長を通したわけでも何でもないし、っていう

のでね、地元の議員が反対したってことがあったんですよね。そういうことが言える、やっぱり勝手

に誰かが町長に直にいってしまって、やっぱり不公平だということを言えるようなものではないとい

けないと僕は思います。ですから、僕らのそういう危ない目にならないようにしてもらいたいなと思

っておりますので、是非ですね、今まではもう雪のこと忘れてしまってどうなってるか分かりません

けども、一つ一つつぶしてもらって、なんとか良い町づくりにしてってもらいたい、そういうふうに思

います。町長もう一回お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

議員さんに負担をかけないような形の中で、区長さんを通じた形の中でいろんな行動を起こし

たいと思いますので、今後ともよろしくお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

負担って労力ではなくてですね、そういうのには案外変なものが、裏で取引なんかあり得るって

いうことですね。そういうふうなのはなりたくないなと思っているところです。 

あと、最後に子どもの貧困っていうかその、大石田町なんか小っちゃい町です。ほとんど分かり

ますよね、考えてみると。でも、案外その、そういう子どもたちに会う機会って我々案外無いもんな

んですよ。たまたま社協さんに出入りしてるとそういうのが見えてくるっていうのがある訳だけど、ま

ずそんなあんの、っていう感じが自分ではしてましたので。まあ、自分が苦労して育ったとは、自

分では思ってますけども、それでも、今はもっと酷なんだろうな、と思いますので。そういうことを保

健福祉課も学校の方もですね、心してやってみてもらいたいなと思います。町長と教育長の最後

の意見を聞いて終わりたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

最初に答弁したように、学校教育とその後の児童館教育っていうか児童教育っていうのも、きち

っとした形の中で結び合うっていうこと、話し合うっていうことがほんとに貧困家庭、話し合う場所

云々っていうことよりも必要なんでは、捉え方っていう、例えば一人の子どもと、学校の教育と、ま

た児童館の教育と違った場合は大きな、特にズレが生じますのでそういう教育のないような形の中

でやっていくような形でとりたいと思います。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ありがとうございます。今いる貧困、貧困状況にある子どもたちが、経済的な理由で自分の力を

伸ばせなかったっていうことがないように、我々も努力しますけども、議員さん方からも目を配り、
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予算化していただいてお助けいただきたいというふうに思います。と同時に先ほど申しましたよう

に、２０年後個人所得が、まあこれ可処分所得ではありませんけども、４００万円を目指せるような

子どもたちをつくっていきたいというのが、私ども学校関係者の思いでございますので、そのため

のご協力をよろしくお願いしたいという風に思います。そのためにも、コミュニティスクールに全町

あげて子どもたちを育てていくという体制をつくりたいと思いますから、ご協力をお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

教育長にはね、最後にこんな話になって申し訳ない話ですけど、是非ですね、３月いっぱいで

いなくなる教育長に劣るようなことでは困るわけで、是非布川さん以上の人を是非見つけてもらわ

ないと。せっかくの学園構想にしても。まだほんとにつぼみ出てきて、何とかな、これからようやっと

実が結ぶかもしれないっていうときに残念な話だなと思ってます。是非、そのへんのところもよく考

えて町長さんも新しい人を選んでもらいたい、そういうふうに思います。ご苦労様でした。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で３番 小 玉  勇 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。１１時０５分、再開いたします。 

 

 

 

休 憩  午 前 １０ 時 ５４ 分 

再 開  午 前 １１ 時 ０５ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。２番 村 

形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

今日は多くの傍聴される方が訪れておりまして、関心の高い項目かなと思いますので、一生懸

命頑張ってやりたいと思います。 

それでは、通告により、質問をさせていただきます。今回は商工業中心に質問させていただき

ます。 

まず項目といたしまして、町内商工業の振興を図れということで、町は現在の町内の商工業の

状況をどう捉えているのか、また振興策などはどのように考えているのかお伺いいたします。 

続きまして、地元企業への受注機会確保と優先発注をということでありまして、現在地元企業へ

の発注状況はどうなのか、予算のうちどれくらい町内企業へ還流しているのかお伺いいたします。 

最後に、起業する者を育成し、町へ活力を、ということでありまして、例えば新規起業者に１００

万円、店舗改装に５０万円などの町独自の支援策を打ち出して、町に活気を与えていく、そういう

時期にきているかなというふうに感じられます。現在、町側といたしましてどのように考えられるか

お伺い致します。 
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尚、答弁をいただいた後、再質問させていただきます。よろしくお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

村形議員の質問にお答えしたいと思います。 

はじめに、町内商工業の振興についてでありますが、商業の振興は地域の活性化にとって重

要な位置付けとなります。議員ご承知の通り、当町のみならず、全国的に郊外大型店の進出や消

費者ニーズの多様化を背景に購買力の流出が勢いを増しているなか、町内個人商店も後継者の

確保が困難な状況にあり、その活性化が急務と考えております。 

また、工業の振興は経済面での貢献はもとより、雇用の場の創出や若年層の定住促進など重

要な役割を担っておりますが、当町の工業は中小零細事業所を中心に展開されており、経済情

勢により経営状態が大きく変動する状況にあることから、戦後最長と言われる緩やかな景気回復

の恩恵は未だ見いだせない厳しい状況にあると認識しております。 

山形県が行った「経済センサス」の平成２４年度と平成２８年度の調査の動向を見ても、卸売

業・小売業は全体の売上金額、一事業当たりの売上金額とも減少しております。 

また、製造業にあたっては全体の売上金額、一事業所当たりの売上金額とも微増しております

が、雇用状況の好転から人手不足が顕著化しており、業種によって較差があるようです。 

このため、商業については、今後とも商工会と連携した支援体制により、研修や相談機会の拡

充と情報提供を行い、地元商店街ならではの地域に密着したサービスなどの展開を促進し、必

要に応じた各種融資制度の周知と活用を促してまいりたいと思います。 

また、工業においても商工会との連携により、既存企業の経営体質の強化を図るため、各種融

資制度の周知と活用を促してまいります。 

続きましては、地元企業への受注機会の確保とのご質問ですが、町との契約行為や町からの

支払い行為は多岐にわたっておりますので、一口に説明することは困難でありますが、私の基本

的な姿勢として、発注行為は何よりも町内業者を第１と考えております。その上で、対象事業の業

務内容、規模や数量、性質など、さらにそれに伴う資格要件などによって、町外、あるいは県外事

業者への発注せざるを得ない場合もあるとの認識をしております。 

例えば、入札を執行する工事や委託業務について申し上げますと、これについても指名業者

については基本的には町内業者をベースに考えておりますが、対象事業の内容やそれに関わる

資格の有無、想定される工期への対応能力、これまでの実績などを踏まえ、最終的には「指名業

者選定審査会」を経て、指名業者を選定することとなります。 

今年度の工事、業務委託の指名の結果を申し上げますと、２月末現在で６０件あった中で、指

名先として、町内業者だけを指名した案件が１５件、町内、町外混在した業者指名の案件が２５件、

町外業者だけを指名した案件が２０件でありました。つまり、全入札案件のうち６７％について町内

業者が指名されております。 

そのほか、町で発注する消耗品の類は、取り扱っていないもの以外はすべて町内業者から納

入するように指示しており、可能な限り町の予算については町内に還元するように心がけておりま

すのでご理解をお願いいたします。 

次に、起業者への支援策についてのご質問のお答えいたします。高齢化、人口減少の中にお

いて、町に起業する人が多く出てくることは、商工業分野に限らず、町全体に活気が出てきて、非

常に喜ばしいことだと思います。そのため、私も起業者、創業者への支援策は、必要な施策であ
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ると認識しております。国や県においても、起業者、創業者に対しては、あらゆる支援策が打ち出

されており、若者が起業にチャレンジする場合の支援策ばかりではなく、女性やシニア層といった

様々な方々への支援策も設けられているところであります。 

こうした支援策の中には、創業に向けた専門的な相談や創業資金の相談のほか、準備段階か

ら経営安定までの一貫した支援を行う事業として、例えば、中心市街地の空き店舗を活用した創

業の場合、創業経費の一部として１００万円の助成金が受けられる事業なども用意されております。

こうした支援策は、きめ細やかに用意されておりますので、商工会と町が一体となって情報の提

供や指導に当たっていきたいと考えております。 

まずは、何といっても、どんな起業を目指しているかが重要であり、事業を始めるには、しっかり

としたビジョンを立てる必要がありますので、起業を目指している方に寄り添った相談業務に努め、

その人に合った支援策を紹介しながら、しっかりとしたサポートをしていきたいと考えているところ

であります。 

そして、今ある制度をよく勉強し先進事例なども見ながら、大石田町として補完できることがな

いか、検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

それでは再質問をさせていただきます。そもそも論で始めたいと思います。 

そもそも、町内の商工業というのは、近隣に比べてあんまり元気がないような感じがしまして、そ

れを打破するために商工会は、商工業、商工会長あがりの町長っていうものを待ち望んでいるな

かで初めて商工会長あがりの町長が庄司町長でありました。また、あわせて大石田地区からの町

長というのも２５年ぶりに誕生したわけであります。そうした商工会の期待を受けて誕生した庄司町

政、商工会の負託を受け誕生から７年が過ぎました。現在町長、負託に応えられてると思うかどう

かお聞かせいただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

商工業にとっては、昨日の山形新聞の、村山、今日は尾花沢も書いてますけども、商工業自体

が衰退しているなかで、大石田町は団子屋を中心に、そしてまた、そば屋を中心とした形の中で

交流人口が増えていくという点。一つ一つの商店街、商店自体は衰退している商店が多いかもし

れませんけども、伸び率交流人口、インバウンド関係、いろんな形の中で、町は活気がある、他の

市町村とは違って大石田は活気があるというような形の中で、今言われてますけども、町にとって

も商店街にとってもプラス志向になってるんではなかろうかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

基本的に商売っていうのは自分で頑張んなきゃ良くないわけでありまして、町に頼るべきでは

ないとは思うんですが、そういった中で頑張ってる店舗も多くある中で、やはり私が聞くのは、町長

も期待したほどではなかったな、という話も一方で聞くわけであります。私もですね、町長選挙の

時に一生懸命応援しましたよ。それこそ、悲願達成したといって当選したときは喜んだもんでした。

前の商工会長はですね、二藤部兵次郎さんが会長の頃私が聞いたんですけれども、当時、もう１
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０年ぐらいなるのかなと思いますが、県内の市町村の商工費の割合、予算に対する割合っていう

のが大石田町は下から２番目だそうでした。んで、それをなんとかしなきゃなんない、って彼は彼

なりにいろいろ提言などして頑張ったんでしょうけれども、なかなか増えずに商工業に理解がない

ままきて、そして庄司町政が誕生して７年、今の状況どうなのか。 

県内の市町村データを見ますと、相変わらず下から２番目。予算規模で言います。近々舟形町

の３分の１、商工費ベースで。尾花沢市の１３分の１です。大石田の下にあるのは戸沢村のみ。予

算の規模で言ったら、％で言ったら最下位争いをしてる状況です。庄司町政になっても全然この

商工費の伸びがない、こういった予算規模に対してどのようにお考えになられますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

予算規模云々っていう形の中から商工業会にとってはいろんな形の中で、錆びれてるんじゃな

いか、というような質問ですけども、私自身はもう少し町政をきちっとした要請がなり、そしてまた、

こういう形をしてもらいたい、というような要望があってはじめて商工業という形の中の活性化にな

るんではないのかなということだとは思っております。 実際私に商工会で要望しているのは、プレ

ミアム商品券だけであります。そういう点の中で、要望もはっきり言ってない商工業をどういう形の

なかで町政は予算を獲得する、予算を要望していくのか。そういう形を、しっかりとした商工業者が

きちっとした対応の中で、町政にきちっと向ければそういうことはないんではなかろうかな。私も議

員がおっしゃったように８年になりました。要望きたのははっきり言ってプレミアム券だけです。これ

はきちっとした形で対応はしております。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

プレミアム券、これはほんとに私も商工部会に入っておりますので町長には感謝しなきゃなんな

いなと、いつも予算計上していただいてほんとにありがたいことだなというふうに思います。またあ

の、町長もですね、商工会に何度も足を運んでるというのも聞いております。その上で、何か事業

ないのかというような聞き取りもしてるというような話も聞いております。ただですね、やはり商工会

の元気のなさっていうのが切実に今表れてきているのかなというような状況であります。だから例え

ば、金借りてまで商売なんかしなくてもいい、そういうリスク負うんだったら廃業する、っていうような

そこまで元気がなくなってきているのかな、そんな気がするわけであります。これでは町はいけな

い、なんとか振興策を図っていかなきゃなんない、っていうようなことで考えていかなきゃなんない。

まあ、そうした中で平成３１年度の町長施政要旨っていうのが定例会、町長読まれましたけども、

その中でですね、商工業の振興については、まず工業地区、工業について労働力の確保も困難

な状況にあるということで、求人情報の周知の強化や各種融資制度の周知と活用を促す既存企

業の体質強化を促進します、って書いてありますけど。じゃあ具体的にどういうふうに考えてらっし

ゃるのか、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

質問にもお答えした通りなんですけれども、いろんな今、各種融資制度ってのが、いろんな形

で出ております。それをきちっとした企業は焦点がやっぱり、私はこういう店をしたいんですけども
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こういう融資がありますか、というような、それに対して町自身はきちっとした対応を考えて商店主

の皆さん方に教える、そしてこういう融資が良いんじゃないですか、というようなこと。そしてまた求

人にとっても、例えば今外国人労働者の問題もありますし、そういうことを教えるとかそういう点をき

ちっとした形で商店街のために尽くすってのが町政だと思っておりますので、そういうふうなことを

打ち出して終わりです。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

私も何年か前にですね、その融資の話についてはここで取り上げたことはありまして、その言葉

が「制度融資」っていう言葉だったんですけど、町内にある金融機関と町が連携して融資するって

いうようなことなんですけど、そういった金融機関と町との連携、融資などに関してどのようになっ

てるか、現在、教えていただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

融資云々、例えば非常にこれ難しいことであって、今融資も競争になりますけども。一つの何か

やりたい云々、融資を受けますか、という形で、今軽く金融機関が町よりも一生懸命に一つの提案、

一つのちょっとした話題がなってくる。あそこの店借りたいんだ、こうしたいんだというと全部、町よ

りも早くも金融機関が安い融資をいろんな形で教え込むっていうのが、今現実の段階だと思って

おります。そういう点で、町に相談する、商工会に相談するケースが少ないっていうのが現実であ

りまして。んで、先日融資って云々はどういうふうに商工会に相談するもんですか、って商工会に

聞きに行ったら、教えられませんけども、車を買う機会とかが多いんだと思います、というような答

えでした。その他の融資は、っていうのは答えられませんっていうことだったんですけども。一番多

いのは、年間１４、５件融資云々の相談が来ますけども、そのほとんどが、自動車云々っていうよう

な、買い換え云々っていうような話でした。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

本来ならば新規起業だとか運転資金とかの融資で借りてほしいんですけど、中身見るとやっぱ

りそういうことでありまして、なかなか厳しい状態なのかなというふうに思います。んで、町長いろん

な話を聞くっていうようなことを今おっしゃられましたけど、私も聞いた話では、いろいろ町民の方

もアイディア持ってまして提言するようなんです。私聞いた人が言うには、町長や教育長さんにい

ろいろ言ってみるんだけど、さっぱり聞いてないような感じで、むしろ顔見ると逃げていかれる、と

いうような人いらっしゃいました。やっぱりそういうことではですね、やはりあんまり聞きたくない、う

るさい話は聞きたくはないのはそりゃ分かりますけど、やっぱり真剣に頑張ってくれるようなところ

がなぐなんないのがな、というふうな気はするわけです。んで、その人なんかはその、商工に合わ

せて観光業の振興も図っていかなきゃなんない、というような言い方をするわけですけど、今の大

橋から駅に向かっていろいろやっていきたい、というような話をしたら、山形当たりの人たちとかの

新聞記事なんかもありましたけど、ちょっと話ズレまして。山大生と、１月に地域振興について夢の

ある解決策というようなことで地域課題研究発表会っていうのを開かれたそうであります。いろんな

意見出てるようで、町長のこの新聞記事なんかで言うと、予算など課題はあるけど、夢をいただけ
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たのが一番良かった、と評価してるというような話でありました。こういった地域課題研究発表会の

中身、地域振興に関してどのような内容だったのか、教えていただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

かなりいろんな話が、夢のある話がありました。でも、実際それをよく聞いてみますと、実際本当

にそういうことでやれる商店があるのかなという点が心配、っていうか話しかけてみましたけども。 

去年、新作物研究会の海藤明君が団子屋の前に自然薯の店を開きました。そういう点でかなり

売れたっていう話も聞いてます。そういうふうな話もしながら、商店街云々、あのとおりの云々という

形のなかで話を聞いてみますと、手一杯今の状態云々を変えるっていうまではいってない。新し

いとこに焦点を持ってくるか、っていってもそれが見つかんない状態。逆にあそこにそば屋でもや

るか、この前も総合演習のときもここだったら来たって良いんじゃないか、っていうな話は、そば屋

が良いんじゃないか、って話はありました。でも、実際ほんとに踏み切ってやるっていうまではいっ

てない状況ではないのかな。もうちょっと町も、商工会も一緒になってそういう点の話を聞きながら、

やっぱり取り組んでいくことも必要なんではないのかなと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

話戻りまして観光業、その町長と教育長の知り合いの方が言うにはですね、大橋も幅員が狭く

て通学が危険である。大石田町は逆白波というのを見れる環境にない。だから、村山の大橋の下

に、今村山市にあるつり橋みたいなを持ってきて、そこを通学路として、観光にも生かして、振興

を図ったらどうなのか、とかっていう話、ちょっと誰言ったのか、そういった観光で大橋につり橋っ

て話あるんですけど、これなかなか面白いんじゃないかなと思いますけど。どうでしょう、町長、つり

橋。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

大橋の存続云々っていう関わり合いの中から、それは非常に難しいことなんではなかろうかなと

いうふうな気がいたします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

大橋は昭和６年に建った永久橋ということですけど、かなり老朽化もしておりますし、でもですね、

多くの方があの大橋を訪れているのもまた間違いありませんし、写真なども多く撮られているって

いうような話も聞いております。今度はウォーキングマップの中にどのように組み込まれていくのか

とか、山大生の提案「グルメロード」などもどうなっていくのかちょっと分かりませんけども、そこはや

はり、ベースにおいて今後政策を打っていかなければなというふうに思います。 

続きまして、地元企業への受注機会確保、まあ、入札にいきたいと思います。そもそも町長が

町長になれたのは前の町長が不透明な入札をしていたということかなというふうに思います。その

上で透明な入札をしなきゃなんないということで、入札監視委員会というものを作りまして、県と同

じような体制で、市町村では初めてというようなことを、まあ予算を使ってやっているわけでありま
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す。その議事録が町のホームページに載っておりまして、まあいくつか読んでみますとやはり専門

家らしい指摘が多くあります。その中でですね、いろいろ指摘は受ける訳ですが、その、のらりくら

りと交わしているのかなというような議事録のように見えるわけであります。その会議の状況をです

ね、総務課長ずっと担当してらっしゃるわけなんでお伺いさせていただきたいんですけど、その入

札監視委員会始めてからもう何年にもなりますけど現在の状況どのような状況なのか、場の雰囲

気などもあれば合わせて教えていただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君）課長 

ホームページでご覧になっていただいてるっていう前提であれば、どういうふうな会話がされて

るかは分かるかと思うんですが、雰囲気でいえば我々事務局は汗だらだらかいております。非常

に厳しい質問を受け、いただいておりまして、言葉を選びながら正確に伝えないと誤解をされるん

であろうというふうな、ほんとに緊張感をもちながら伝えてます。んで、地元でしか分からないそう

いうふうな意味合いを全然排除した人たちが来ていますので、純粋にズバズバいろんな話を聞か

れるわけですね。例えばなんでいつもこの業者だけなんですか、なんでいつもこの人しかとらない

んですか、どうして９９．９％の落札なんですか、汗だらだら出るのは分かるかと思いますが。我々

も答えようがありませんし、大変な緊張感をもって臨んでおります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

今の答弁のところをちょっと聞いていきたいんですけど、そもそも入札監視委員の人たちってい

うのは、町内業者優先の考えはあるのかないのか。どうなんでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

あくまでも選定については指名業者選定審査会で決めますので、なぜこの業者を選ぶんです

かというところまでは委員会では突っ込んでおりません。入札の結果に対して不自然な点がない

か、それから、この年度これだけの、例えば６０件の入札行った件に関して不自然な点がないかと

いうふうな指摘でありますので町内業者を優先的に選べというふうなご質問等、誘導等は一切ご

ざいません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

そこでですね、落札率が９９．９％どがっていう話が出てくるわけですけど、私が町内業者だっ

たら９９．９でも１００でも良いと思うんですよ。まあ、ちょっと語弊がありますけど。ただ、町外業者に

えらい高い落札率で落とされると、何やってんだ、って言いたくなりますよ。その辺の感覚は分か

っていただけるのかなというふうに思います。答弁書もですね、町内事業者を第一と考えていると

いうような答弁ありました。ところがですね、中身で言いますと、町外や県外事業者への発注をせ

ざるを得ない場合がある、というような言い方になるわけです。んで、高い落札率で落とされてるわ

けであります。その落札率の模範解答というか、いつでも答えてるから積算基礎とか精巧になって、

杭１本単価が間違いなくなってきてるんで、これぐらいだったら仕方ないっていうような論法でずっ
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と回答されてると思うんですが、やはり一議員としましても落札率がこの上限の方に張り付いて高

いように見受けられるのは解決していかなきゃなんないのかなというふうに思います。そうした落札

率に関して現在の状況、今後どうしていくかっていうのがあれば、教えていただければと思いま

す。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

落札率について今後どうするのかっていうのは、私の方が入札するわけではありませんので。

基本的には、前にお話ししました国の方針を受けて、全然私の方は今議員おっしゃるようにです

ね、１００％、９９．９％なんて有り得ないっていう前提から工事の内容、委託の内容見て、予定価

格を決めてました。３％、５％のカットしてきました。これは、設計があって積算があって何で下げる

んだ、っていうこと言われればその通りなんです。私どもの主旨は少しでも効率よく安く受けてい

ただきたい、そういう手法ですがそれが通用してません。ですから９９．９％であれ１００％であれ私

がもっているのは適正な積算をしたものでありますからこれはもちろん落札になりませんし、０．

１％の差であっても、それは適正な落札だっていうふうに思ってますので、それをあえてこれから

どうするんだって言われれば、入札の際に是非安くお願いしますっていうお願いしかありません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

まあ、入札は副町長が関わってらっしゃるんで分かっての発言だと思いますが、私の気持ちと

すると落札率がやはり、例えば８０％とか、そういったものでもいいのではないかなというような気持

ちはするわけでありまして。いつもその、上限ギリギリのような、例えば入札調書などを見るとそうい

った数字が見受けられるわけです。是非この、適正な入札っていうのであれば、幅があって然る

べきだと思いますんで、そういった部分、私たち議会にももう少し説明していただけてもいいのか

なと思うわけです。だからあの、こうした点を私も質問するわけでありまして。まあ、そのへんやはり

一度ですね、副町長と議会とでですね、レクチャーとかいただけるような機会とかもつくっていって

理解するべきかなと思いますが。議長に聞くわけにもいかないんで、副町長のお気持ち、お聞か

せいただこうと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

全ての案件をですね、入札結果についてはいつでも閲覧できるようにしております。今議員お

っしゃるように９９．９もあり９９もあり、７０％台もあります、ものによっては。ですから、必ずしもです

ね、積算の通りギリギリギリギリいつもなってるという状況ではありませんので、それは是非ご理解

いただきたいと思います。内容によっては７０％台の落札もございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

まあ、機会があれば今度見に行きたいなというふうに思います。その落札の話でですね、やは

り指名いただいて落札するわけでありますけども、先ほどの町長おっしゃった件数６９件のうち７

１％を発注しているというような、町内業者にしているというわけでありますが、私聞いた中身で言
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うと、金額ベースでは３分の１。指名はしても落札できなく、ただ指名に混ざったというようなことで

ありまして。まあそれは企業努力とかいろんな要因があるとは思うんですが、定例会の行政報告な

どで町長おっしゃられました、雪まつりのときに建設協会の方が大型の滑り台を作ってくれて盛り

上げてくれた、そういった有形、無形のですね、町への協力っていうのは町内の業者はしていた

だくわけです。その、ブロック化経済というわけでもないんですが、たかが５０億ぐらいの予算なの

かもしれませんけども。その５０億の予算もですね、町内の中でグルグルグルグル回るような体制

にすればみんな景気が良くなるのかなというふうに思うわけであります。で、そこで町長の答弁で

は町内業者を最優先に考えている、というようなことでありましたし、我々議会も機会があるごとに

こういった案件は町内業者を優先に発注してくれ、というような言い方もするわけです。 

前の町の三役の方にも聞いてみました。ずっと町内業者を優先に発注しているということであり

ます。ところが、町内の業者さんに話を聞くと、町の仕事はさっぱり回ってこね。こういうふうに大き

な認識のズレが生じているのかなと思います。なんでこういう認識になるのか、町長と副町長から

考え方、聞かせていただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

例えば大きい物件は町外の建設業者さんに、例えば今回の虹のプラザ云々に関しても大きい

物件は町外でも下に働く人には必ず大石田町の業者を、なんとかお願いしますっていうことでほ

とんどの下請け業者は大石田を使うようにという指令は、指令っていうか、私自身は言っておりま

す。 

そしてまた、基準に合うような入札にはほとんど町内業者を使っておる、指名業者として使って

おるような私自身は思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

町の仕事がさっぱり回ってこないというそういう業界というか業者さんの認識だということでご質

問ありましたけども、反問権はありませんから、議員に聞くわけはまいりませんけども。私はそういう

認識持っておりませんので、改めて業者の皆さんにお伺いしたいというふうに考えております。自

分としてはそういう認識はありません。少なくとも、さっぱり回ってこないというのは言葉のあやだと

思いますが。そういった意味では先ほど申し上げたように、町長からも答弁ありましたように、でき

るものについては町内の方を優先をしてるっていうのは全く事実でありますが、その上で業界の

皆さんが、さっぱり回ってこないという認識があればこれは私自身は大変遺憾に思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

まあ、そういう認識なのも分かります。ただ、指名入札で言うと親がやっぱり一番お金儲けて、子、

孫になるにつれ合わない仕事になるっていうような聞き方をするわけです。町内業者がその、工

事に入ってる中で子や孫の立場で入っているんであればやはり、一番上であれば、主体的に工

事なんかも進められる、というような認識での話なのかなというふうに思います。 

こちらですね去年の１２月に要望書という形で町長と議長にでましたけど、こちらご覧になられ

てますか。その中でですね、今高校の学科再編や就業、建設業を目指す若い人っていうのがだ
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いぶいなくなってる状態だそうで、災害発生とともに不眠不休で業者の皆さん対応しなきゃなんな

い。県では公共事業において特産品の、県産品の積極的な活用などを進めているそうですけど、

この北村山管内の業者は大変体力的には脆弱でありまして。その県の土木整備部では地元建設

業者の受注機会の増大に取り組まれ、実施されているということで、あわせて町でもお願いしたい

というような要望でありました。私の今回の通告、地元企業への受注機会確保と優先発注をという

のもこの中に書いてある、まったくそのままの言葉であります。地域の安心安全を守るラストアンカ

ーとして日々奮闘している地元企業に対して優先発注していただきたい、というようなことでありま

した。 

で、先ほどの雪の滑り台の話もしましたけど、そうした地元の企業なんかも、地元への貢献度な

んかも併せて加算点アップなどに繋げていってほしいというようなことが載ってるんですが、そうい

った点の配慮などはどのようになっているのか教えていただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

ボランティアとかいろんな点のなかで点数は加算しております。詳細については建設課長のほ

うから答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君）課長 

今の点について説明をさせていただきます。それと、問題点につきましては１０年ほど前からす

でに聞き及んでいるところでございます。それについて県の技術センターの方から技師の方の派

遣をいただいて制度の改革に取り組んでまいったところでございます。その中で総合評価というこ

とで、地域への貢献度、これについても点数化し、更には入札の額、それを総合的に判断した中

で最終的に落札業者を決定してきている状況にあります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

以前ですね、環境衛生で値段が高い方が落札っていうようなことがありまして、それも中身を見

ると様々な過程、要素があってそういったことになったというふうに聞きましたけど。まあ、町内の場

合どのような基準か細々しいとこは分かりませんが、入札には入ってもなかなか落札ができないと

いうようなことであります。それはですね、やはり落札していかなければ、町内にお金が回らないわ

けですから。ましてその、法人税などの形で町に還流もしてくると思うんです。だからやはり、町内

業者が受注していただけるようにもっていかなきゃなんない。それはまあ、制度などによってできる

んじゃないかな、というふうに思うわけです。 

例えば、尾花沢市だったら市内業者のみ入札可能、村山市も同じように市内業者のみ。大石

田だけ大石田の他に村山や尾花沢も入っていい。こういったところがそもそもアンフェアな立場に

追い込まれてるのかなというふうに思うわけです。ランク付けとかいろいろあるんでしょうけれども、

町内に本店を有するものであること、ということを尾花沢市ではやってるわけです。そういったこと、

大石田でもやらないのかなと思うわけですが、そのへんはいかがでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 
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１．町長（庄司喜與太君） 

前の質問にもあったんですけども、大石田の予算は５０億円ですけども、その３億５千万円近く

は除雪、排雪代です。その全てが町内業者の方で入札しております。その点もふまえると、かなり

の金額が町内の業者に入ってるんではなかろうかなというような気がします。 

この前、その入札業者さんの社長に「いや、この除雪費、排雪費、いろんな点において一つは

農家の方も助かっているんだ」ということをお聞きしました。ということは今、主農家いろんな農家の

幹部云々も皆集まる云々で、農家もいろんな形の中で、認定農家という形の中で数が少ないにも

関わらず、農家を継ぐっていう跡取りが町にも出てきております。それはなぜかっていうと、冬のそ

ういうふうな除雪云々で働ける場所があるっていうことが一番のことだというような話も農家の人も

聞いてますし、ある社長からも聞きました。これはほんとに良いことだなと、私自身もこういう形の中

で取り組んでいかなければならないんではないのかな、と思っておりますし、当然入札っていうも

のに関しても町内業者を優先っていう形ではやらなければならないんですけども、ある一点、大き

い建物の場合はできないものはできないんではないのかな、というようなことも考えながら今まで

やってきたつもりでおります。そういう点で、今後もある程度の基準を設けた形の中での入札制度

でやらなければならないんではないのかなと思っております。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

除雪に関しては私も何も言うつもりはありません。いろいろ混ざりたいんだけど、とかっていう業

者さんもいらっしゃるようですけど、概ね良い形なのかなというふうに思います。尾花沢市のほうに

いくとですね、毎年６億円ぐらいかかるそうです。６億円といえば、小さい体育館が建つような金額、

規模でありまして、毎年それぐらいの、いわば経済対策でやってるというような認識で、まあ、経費

でお金使ってるわけですから。そういったことでありますけれども、除雪よりは、土木よりは、一番

問題なのは建築かなっていうふうに思うわけです。んで、建築で言うと虹のプラザも JV 組んでの

落札になりました。今度、消防分署の発注もありますけども、もうやる前から、だいたいあそこが落

札するんじゃないかなというような噂も出るわけです。それではやっぱりいけないと私は思うわけで

す。建築の場合、現場責任の主任技術者の必要性、請負金額７千万円以上とか、工事期間中の

み有資格者を雇用すればこういったものは対応できるそうでありますし、特定建設業許可の必要

性、下請け代金が６千万円以上ということなんだそうですけれども、これは材料やこの支給あり、だ

からこれは６千万円以上には該当しない、下請け代金も６千万円未満に抑えられるというふうなこ

とであります。まあ、何よりもですね、分割発注すればこの金額はクリアできるわけです。第一工区

請負金額７千万円未満にしていただくとか、現場専任の主任技術者が不要で特定建設業が不要、

こういった指名発注をなるべく町内業者が取れるような形にしての発注という希望が出るのかなと

いうふうに思いますが、こういったこと、できないのかどうかお聞かせいただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

来年度の目玉事業、大きなプロジェクトの分署の関係です。あの、議員おっしゃることはできな

いことはないと思います。ただ、なんで分割したっていう理由だと思いますよね。町内業者が仕事

を受けるためっていうのは私は通らないと思います。諸経費が上がります。分署の建築費は全部

補助ではありません、町民の皆さんからのいただいた税金も投入します。高くつくのにいいのです
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か、っていう判断も必要だと思いますので。ましてや今、業者というのはですね、今の段階でどこ

が取り合いし、という話があるとすれば私もそれは従前の情報として十分に調査をしたいというふう

に思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

まあ、安いに越したことはないわけでありますけども、例えばちょっと、まあ、聞いて嫌な思いを

される方もいらっしゃったら失礼なんですけど、虹のプラザもですね、町外業者がやって、んでもう

出来上がったわけです。んで、今の中身を見て、この仕事でたらめくさいな、っていう声も聞くわけ

です。これが、例えば町内業者だったらすぐ、なんだっていうふうに言えると思いますし、町内の

業者さんだったら、そういった自分たちのシンボルとなるべき建物、手は抜かないで工事していく

んじゃないかな、と思うわけです。ならばこその町内業者かな、というふうにも思うわけではあります

けども。様々なその、ランクなどについて、ダメであるんであれば、この JV（特定企業共同体）とい

うものを組んでですね、やっていけばいくらでもこの仕事が元受となってできるんじゃないかな、と

いうふうに思うわけです。そういったことを、答弁ではこれまでの実績等をふまえ、というような言い

方をして、これまでの実績だったらずっと排除されるまま、大きい仕事はずっと取れないわけです

けど。こういった JVの形にすればいくらでも主体的に仕事ができるわけですけど、そうした考えは

ないのかどうか、お聞かせいただければと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

これまで JV を組んで企業体が取った例は、私知ってる限りは鷹巣小学校でした。そのときに、

町が３社で、町の３社が JV を組んでやりました。そのとき、私も交渉係みたいな形の中で少しは

手伝わせていただいた覚えがあるんですけども、ほんとに大変な、２年前からいろんなここはこう

いう、ここはこういう形の中でこういうふうにするんだ、とその業者の社長さんに２人ほど設計案もお

りましたけども、ここの設計はこういう形の中でこう、これらはこう、という形で３年間、２年ぐらい前か

らそういうかかって初めて鷹巣小学校が大石田企業体でとったというようないきさつも知っておりま

す。しかし、JV組む、はい、利益だけで私に仕事が来るからじゃあ JV云々、なんていう、そういう

あれではなく、きちっとした、ここをやりたいならやりたいなりのきちっとした対応、設計案なりすべ

ての企業体が組んで初めて町に、こういうものがやりたいんだ、これだけの仕事は私たちができる、

というぐらいの気力をもった形の中で企業体っていうものが成り立ってれば、ただ利益だけで町が

云々というようなことだけでは私は決してならない、私はそのときに、鷹巣小学校のときには青年

部長かな。確かそういう時代でした。 

ほんとに苦労した３人の姿を見て、果たして町の利益だけで JV を組んだなんだかんだってのは

できるんだろうかっていうことも私は考えました。ただ利益だけ、大石田っていう町民の権利だけで、

果たして業者っていうものが入札制度に参加できるのか、っていうことも私は疑問に感じるときもあ

ります。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

以前町長に話を聞いたときに、まあ、指名する中で業者さんの数も少ない中で同じような形でく
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るくる回るのが良いことか、っていう答弁受けたことがあるんですけど、私は基本的にはこれから会

社を伸ばしていきたいっていう会社には頑張っていただく、そういったシステムが必要なんじゃな

いかなというふうに思うわけです。同じところでまあ、ご飯だけ食べられればいいや、っていう業者

さんだっているわけですし。ただ、伸びていきたいっていうところには、町は手厚くフォローするべ

きなのではないかなというふうに思うわけであります。そうした中で、その JV という形はある意味有

効な仕組みだと思いますので、今の話ですと非常に考えてないようなことでありますけども、是非

検討していただきたいと、こういうふうに思います。 

この２番目の質問項目で予算のうちどれぐらい町内企業に還元しているか、というこういう通告

をさせていただいたのは、例えば５０億のうち３０億が町内に還元していますよ、っていう答弁を引

き出したかったから通告させていただいたんですが、この答弁では金額の数では全くありません

で、その６９件中７１％とかっていう額ではなく、指名の％ではぐらかされてしまいましたけども、是

非ですねこういった指標をはじき出して。例えば、去年よりも今年は何億町内業者を使ってますよ、

そういった指標付けをしていただけるようにお願いしたいなというふうに思うわけであります。 

最後、起業するものを育成し、町に活力をっていうことでありますが、これはあの、商工会の商

業部会、町長も以前商業部会長をやってらっしゃったと思うんですが、そのときに皆で話してこう

いう制度あったらいいね、っていうようなことであります。まあ、一昨日ですね、村山市の一般質問

の中で、村山市の商工会も半分ぐらいになったというようなことでありますが。町内の店舗数もほん

とに減る一方でですね、以前ですと活気があったのが今はもう集落に一軒もない集落もだいぶ増

えてきてんのかな、このまま例えば夏場の暑いときに缶ジュース１本買えないような状況来るのも

あまり好ましくないな、というようなことであります。そうした中でですね、町内、町民が起業するって

いうだけでなく、今インターネットでグローバルな世界になるわけですから。まして、当町は新幹線

などもあるわけで、そういった新しい起業者を集めるような、いわばシリコンバレーを目指すような

形で頑張っていただきたいなというような､そういった政策も必要なのではないかな。例えば新規

費用、町内法人に新規費用１００万円出す、これを積極的にアピールしてですね、日本中から新

規企業者を集める、そういったことを含めての質問だったわけですけれども。そういった展開、い

かがでしょうか町長。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今後そういうこともふまえた上で商工業の発展のために頑張りたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

よろしくお願いしたいと思います。町長の２期目の任期ももう少しであります。商工会の大きな期

待、是非思い出していただいてしっかり頑張っていただければと思います。これから予算委員会

ある訳であります。その予算の中ででもですね、是非この町内業者にとって良いような予算執行

できるようにご期待いたしまして私の質問終わります。ありがとうございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で、２番 村 形 昌 一 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。午後１時再開いたします。 
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休憩  午 前 １２ 時 ０３ 分 

再開  午 後  １ 時 ００ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。７番 遠 

藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

先に通告してあります件でお伺いいたしたいと思います。 

最初に町民の命を大切にする町政を、ということで、昨年の１０月のスクールバス事故の教訓を

生かし、再発防止対策を検討したか。②といたしまして、災害や事件、事故が起きたとき、町の三

役は瞬時に情報を共有し、的確な対処方針を出す体制を検討しているのかどうか。それから、③

といたしまして、町職員や関係部署、関係機関とも速やかに情報を共有し、三役の的確な指示の

もとで救護、救命行動ができるようにするべきではないかという点であります。 

次に、国民健康保険税の負担軽減についてであります。①といたしまして、国保税の過重な負

担は全国で問題になってきております。国保税は１人当たり１万円引き下げる、検討する考えはな

いか。②といたしましては、国保税の均等割りを廃止する考えはないか。以上をお伺いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

遠藤議員の質問に対してお答えしたいと思います。はじめに、「スクールバス事故の教訓を生

かし、再発防止対策を検討したのか。」とのご質問についてでありますが、再発防止対策につい

ては、事故発生後、運行業者に対して、運行前の健康チェックを徹底、道路交通法及び関係法

令の遵守、適切な運行管理及び一層の安全運転の励行に努めること、万一事故が発生した場合

は、警察、教育委員会及び学校、さらには、事故の状況に応じて、消防署（救急）に速やかに連

絡することなど、指導徹底を図りました。 

また、初期対応については改善、解決すべき点がありましたので、交通事故発生時における町

（教育委員会）と運行業者の役割分担や責任の所在を明確にするとともに、迅速で適切な初期対

応を図るため、「スクールバス交通事故対応マニュアル」を制定し、平成３１年１月１日から施行し

ております。 

「スクールバス事故対応マニュアル」には、事故発生時の連絡体制及び対応をフローチャート

化し、事故発生後の段階及び業務態様ごとに運行業者の運転手、運行会社及び町（教育委員

会）、さらには保険会社も含めた具体的な対応を網羅しました。 

今後も交通事故の再発防止、安全、安心な運行に努めて参りますので、ご理解の程、よろしく

お願いいたします 

続きまして、災害時において瞬時に情報を共有しているか、などのご質問ですが、災害時の対

応については、町の地域防災計画により対応マニュアルが定められておりますので、当計画によ

り行動してまいりますし、議員が心配されている事件や事故についてもその規模にもよりますが、

計画に準じて対応してまいります。 
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また、「瞬時に情報共有を」とのことでありますが、災害や事件、事故に関わらず、必要に応じて、

危機管理所管の総務課長から町長、副町長へまた、教育文化課長から教育長へ、そして課長同

志の個別の連絡体制を作っております。 

いずれにしましても、スクールバス事故での反省を踏まえ、連絡体制を密にしてまいります。 

３つ目の質問についても、同様でありますが、各種の災害においてはマニュアルにあるとおり、

災害規模によっては対策本部を立ち上げ、関係部署、関係機関と連携をとりながら対応に当たっ

てまいります。 

また、救護、救命については、その指揮、管轄が「警察」や「消防」にゆだねる部分もありますが、

関係機関と情報を共有しながら適切な対応を行ってまいりますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

続きまして、国保税の負担軽減に関するご質問でありますが、現在、国民健康保険税の負担

軽減を図るため、個々の課税所得等に応じて保険税の７割減額、５割減額、２割減額を実施して

おり、当町においては全世帯、被保険者の約半数が減額の対象となっている現状にあります。 

議員がおっしゃる、１人当たり１万円の引き下げはできないかということですが、国保税を 1人当

たりという単位で減額することは、国保税にかかる応益、応能の原則から困難であります。また、

均等割の廃止につきましては、法令上できませんのでご理解をお願いいたします。 

また、国民健康保険事業の安定運営には基金が不可欠であります。これまでの基金残高の推

移を見ると、平成２２年度当初までは２億円台を継続して維持していましたが、平成２４年度までの

３年間で、１億６千万円を切り崩し、平成２８年度には５，７００万円まで落ち込んだ経緯があります。

以上のような実績を踏まえれば、当町においては最低でも２億円の基金は必要と考えます。現在

の基金残高は１億円で、来年度には１億７千万円となる見通しでありますので、２億円を超え、か

つ今後の安定的な運営が可能であると判断される場合には、国保税の見直しもあり得ると考えて

おります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

国保について再度お伺いいたします。今、町長から答弁ありましたように、９月、昨年の１０月時

点、いや９月ですか。９月の時点では国保の基金は８千万円程度あったんですけども、今町長が

答弁されたように、１億７千万円を超える基金が今、見込まれるということが、本定例会での予算の、

補正予算の審議の中で分かってきました。んで、国保税の加入人数でありますけれども、１，８００

人、これも９月か１０月の議会ですけど１，８５８人ということでした。ですから、１億７千万円あれば、

その中の、資金の中の２千万円、１億８千万円、２千万円弱です。で１万円の引き下げが可能にな

るんですけど。これはやっぱり、２億円につきましては、２億円という数字の根拠というかそういうの

何かありましたらお知らせ願いたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

過去の取り崩しの状況、安定度、そういうことを踏まえたうえで、２億円ということを目標にしてお

ります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 
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１．質問者（遠藤宏司君） 

ちょっと全く分からない答弁だと思いますけど。まああの、協会けんぽと国保の差が非常に大き

くなってきてるっちゅうことでこの国民健康保険税、負担が重いっていうことが全国の大問題にな

ってきています。全国の知事会が国に対して１兆円の国保への資金導入を図れ、ということを言っ

ておるそうです。市長会にもやってます。町村会も国に対して国保財政の真意を求めてると思い

ますけども、そのへん、町長ご存知の範囲で説明をお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

同じように国に対して要望活動はやっております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

県知事会での要望は４年前だそうです。何ら国は対策をとらないということでございます。非常

に高いと。一般的に高いだけじゃなくて、均等割がありますけども。均等割はですね、町の場合は

1 人当たり４万５千円だそうです。それに１万４千円ほど足さる方もいるようです。一般的には４万５

千円だと。んで、町長が均等割の廃止については法令上出来ませんのでご理解願いたい、という

ことですけども、既にやっている自治体が出てるのはご存知でしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

分かりません。保険福祉課長のほうから答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

法令上、応益、応能に分けて徴収しなさい、応益については所得税、応能、ああ、ごめんなさ

い、応能については所得税、応益は平均、もしくは平均割、もしくは平等割というふうになっており

ます。この法令上は施行令ですけども、これがある限り均等割はなくすことができないというふうに

なります。それで、均等割を廃止している自治体は私は存じ上げておりません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

これはですね、３月の７日、昨日の新聞ですけど、全国で少なくとも２５の自治体で全額、もしく

は一部均等割削減しております。最近ではあの、岩手県の宮古市、これは全額廃止すると。ちょ

っとこれ、課長の段階でまだ、だいたいそんな感じで皆やってきたと思うんですけど、実際にはな

くしておりました。これは私どもの共産党の国会議員が国会で質問しておりますけども、この均等

割、まあ、国保税の場合国保税と国保料という言い方しますけども、収入のない方に国保税がか

かるんですにゃっす。これはいわゆる、江戸時代の人等割じゃないか、と国会で言っておりました

けど。ですからこれはあの、できます。やってる自治体もあります。ちょっと、この町長の答弁ですと、

ちょっとこれ以上できなくなるんですけども、どうしたらいいでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 
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保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

国保税には医療分、後期分、前期高齢者分、３つに分けておりますけども、その例えば後期分

だけには、ごめんなさい、そん中で均等割と平等割、どちらかなくすことができますよ、というふうな

言い方になっている部所もありますので、ちょっとそこの自治体詳しく見てみないと分からないの

ですが。例えば、後期分については、平均割を廃止しているところが、確か山形市でしたっけが

ね、あるんですが、全体でおさえると均等割ってのが出てくると。言いづらいですかね、分かりづら

いですかね。全体、合計すると均等割をなくすことはできませんけども、部分部分で均等割か平

均割、どっちか採用してる、っていう言い方のほうが。うーん、すいません。３本立てで医療分と前

期高齢者分、後期高齢分、３本立てで積み重なって保険税なんぼ、均等割なんぼ、平等割なん

ぼっていう金額が出てくるんですけども、山形市はたぶん後期分だけ、均等割じゃなくて平均割

だけにしてるっていうことがあります。ただこの、３つを足して全体にすると均等割が０ということは

ないというふうに思います。ちょっとごめんなさい。後で調べてみたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

全国で、２５で何らかのこの減免策って言ってますけども、この２５のうちの９自治体が高校生ま

でを対象に所得制限なしで第１子から減免すると。これが実態であります。ですから、なくせない

っちゅうことはないのであって。まああの、ちょっと、ですから答弁がやっぱりちょっと違うなというに

思います。まあ、最初に私言いましたのは、１億５千万円もあれば、１億７千万円もあれば２千万円

ぐらい使って一人当たり１万円の減免というのは、まあ、町長は考えないようではありますけども。

だとすればまだ、均等割の部分、所得のない子どもから取り上げるっていうのは違う意味で過酷な

ことだと、私は思うんですけども。町長はそのへんどう考えますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほども言いましたけども、１億６千万、２億台をずっと継続してたんですけども、３年間で１億６

千万円を切り崩すっていう過去の例もありますし、今年度が例えば１億８千万円あったとしても、例

えば今年度大きないろんな後期医療、いろんな高額医療が発生した場合には即またマイナスに

転じるっていうこともあり得ますので、２億円ぐらいの、せめて２億円ぐらいの基金っていうものが必

要であると私自身は考えております。遠藤議員からは言われますけども、多いからすぐ値下げ、

少ないからすぐ値上げ云々、っていうんじゃなくて、継続的な国保医療をまず見守るっていうこと

が必要なんではないのかなと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

ちょっと答弁が私は理解しにくいんですけど、２億、今は１億７千万円、加入者１万下げても１億

５千万円の資金が残るわけですけども。２億なければならない、という町長の主張でありますけども、

その根拠もちょっと怪しいんですけども。そうした中でやっぱり、基金の扱いについては、私も今

年の１１月で、初当選したのが２０年前になりますけども、当時はやっぱり、資金があると基金の活

動を運用する、とそういう時代でした。今基金があっても活動はどんどんない、という状態です。ん
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で、今言ったように基金だけで１人当たりの引下げが可能でありますけども。この岩手県の宮古で

は、均等割を下げるのに何を財源にしたかというと、ふるさと納税だそうです。まああの、安定的な

財源がないといろいろ言いますけども、安定的財源なんてないんではないかと。例えば地方交付

税にしてもどんどん下がってくるわけです。ある財源をいかに町民のために使うかってことが重要

だ、と私思うんですけども。このちょっと町長はそういうふうに思いこんでるからなかなか議論が進

まないかと思いますけども。ある財源で、やるんならやる、と。そのへんの考え方については町長、

いかがでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今現在、先ほども村形議員にはお答えしたんですけども、商工業が落ち込んでるときになんで

じゃあ基金が、国保税が予想を上回ってるかということは農家所得がほんとに青果関係者の皆さ

んのご尽力によって農家経済がほんとに豊かに、ここ２、３年なってる、という点がこの国保税の大

幅増加に関係してるんだと私自身は思っております。まあ今回も、今回はスイカは順調だったん

ですけども、米が６％、米集荷が６％位落っこってる。どうしても農家所得が米によって、というよう

なこともありますし、不安定な要素が本当にあるのが現実です。だからこそ余裕を持った国保財政

をやっていくっていうことも必要なんではないのかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

町は余裕あるかもしれませんが、一般町民、まあ国民は余裕ないんです。今日の新聞ですか、

アベノミクスでこれまで景気は横ばいと言ってきましたけども、すでに今年の１月どが景気が下が

ってきています。それで増税はできないんじゃないかと。実態はそうです。国民や町民の生活は

安定的ではないと。是非考えていただきたいと思いますけども、いかがですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

５千万円とか１億っていう数字は確かに大きいかと思いますけども、高額医療っていうと月５００

万円という患者さんが１０人いれば５千万円というのは国保財政の方から出ていくのが今の医療で

す。高額医療もそういうふうに安全に払えるっていう状態をつくっておくにはどうしてもこれぐらい

の金額が必要だということを私自身は思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

まあ、いろいろ突発的な高い額の支出がある場合もあると、いろいろ答弁聞いてきました。この

２０年間。まあ、そういうことはなかったです。基金なども、どれぐらいかな、１ヵ月、町の医療費が６

千万円、７千万円もないと思うんですけども。だから、２ヵ月ぐらいだとしても１億２千万円あれば、

私は大丈夫かなというふうに思っております。まあこれは、なんぼ聞いても町長とは平行線だと思

います。まず、この先ほどの子どもの貧困の問題もありましたけども、町民の生活実態に根ざした

国保税の引き下げを求めたい、ということでこの問題を終わりにしたいと思います。 

次にあの、町民の命を大切にする町政、ということですけども、町長町政要旨ですにゃっす。こ
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の厚いやづ。町長１時間近くかけて読んでいただきましたけど、これはその、どの程度に配布なっ

てるんでしょうか。課長、職員まで配布なってますか。町長町政要旨、どこまで配布なってますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

全職員に配布しております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

分かりました。非常に良いことを書いております。で、これに沿った形で教育行政も、或いは先

ほど言いました国民健康保険など、保険料制の保証制度に沿った形で進んでると、こういうことが

私、望ましいかなと思っているところなんです。それであの、町民の命を大切にするっていうのは、

この前のスクールバスの事故の時にその実態については、教育長は朝のうちに知られたっていう

ことでしたけども、副町長は昼頃、町長にいたっては夕方、２０人近い子どもが怪我したり、大変な

ショックを受けたりした事態を知った、ということでしたので。これはまずいのではないか、と思った

わけです。ですから、瞬時にこの重大事態の認識を共有する必要があるんじゃないか、と考えた

わけです。その前にですけども、昨年の事故の結果、私の方も情報があまりにも不足しているん

ですけども、怪我した子ども、精神的にショックを受けた子どもは完治されたのかどうか。情報ない

ものですから、お聞きしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

全て完治しております。確か答えたような気はするんですけどね。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あの、昨年の再発防止関係についてもいろいろ答弁いただいております。しかし、例えば精神

的ショックを受けた方などが、３ヵ月も半年後にももういっぺん見てもらわないと実際分からないん

じゃないか。私自身が前に国保の運営委員をやったときに、精神内科の先生から聞いたときに、

精神的なショックとはそういうもんだよ、っていうことを勉強されたんですけども。ですから、きちっと

完治したのか見届ける必要があると。ですから、完治された、という通知を業者を通じてなのか直

接なのか、そのへんも文書等できちっと確認しておるのかどうか説明お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ええ、文書等で確認しております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

その治療費でありますけれども、交通事故の場合は国保や社会保険は使えないわけです。で、

スクールバスの運営の業務委託を受けてる会社の保険か自賠責か、この支払関係においてなん
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かその、他に支払いなかったのかどうか、答弁お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

業者が入っております保険関係の会社の方で支払いを管理をしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

２０数名乗っていたバスで、実際怪我された方が４名か５名おられるっていうことでしたけども、

慰謝料などの請求はなかったのでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

特に聞いておりません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あの、ちょっと業者が対応に大変ですけど教育委員会の指導なかったんですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ございません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

普通、交通事故で怪我するぐらいですと慰謝料等発生するのが普通だと思うんですけども。な

かったのかな、という気もしますけども。どうもその、工程が不透明なんですにゃっす。普通の扱い

でないと私は思うんですけども。きちっとした対応をなされたのかな、と未だに思う点があります。

いわゆるいろいろ費用関係で、我々議員として議会の承認を得るような件は一切なかったというこ

とでよろしいですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

保険会社、それから保護者と業者と連絡取り合いながらお互いに支障ないように話は進んでい

て解決したというふうに報告を受けております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

これはちょっとよっす、今いろんなごどで児童相談所とか教育委員会、千葉の野田市ですか、

親が子どもに虐待する、そういうふうな事件、それに類似した事件が毎日テレビに出てきます。子

どもはちゃんと児童相談所に相談しているのに児童相談所が別のことを子どもが言ったからっち
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ゅうことで別の対応をすると。それで死に至ると。似たようなケースがどんどん出てきています。い

わゆる学校の先生方、或いは教育委員会などが子どもたちにとって相談しやすい場所かどうかっ

てったら全くそういうふうになってないんじゃないかというふうに思うわけです。まああの、なかった

ことはなかった、ということしかならないのかと思いますけども。もっと裏を正せば、教育委員会に

相談したら何を言われるか分からないっていう親の不安がないと言い切れない。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

どう答えたらいいか分からないのですが、憶測でご質問していただきますと、我々反論権も反

問権もないもんですから、答えようがないですね。議員のおっしゃる質問の意図が測りかねて、困

っておるところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

最初に申し上げましたように、事故で、怪我をするような事故の場合慰謝料は当然発生するで

しょうと、普通でしたら。その請求がなかったっていうなはおがしいんじゃないですか、っていうこと

が発端です。分かりませんがっす。普通はあります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

教育委員会にはそのような問い合わせ等はなかった、とお答えしているところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

まああの、問い合わせがなかったのは事実なのかなと思います。まあいずれにしてもこれは１２

月の議会では教育長は、まあ本来は業者がにゃ、的確に対応すれば良かったんでしょうけども、

できない状態の中で教育委員会の判断が甘かった、判断ミスだっていう答弁がこの場でありまし

たけども、やっぱり非常に重要なことだなと。というのは、これ事故だけじゃなくて災害、災害もまた

町長の町政要旨でも述べられておりますような、非常に多くの災害が発生しておると、そうした場

合に瞬時に、やっぱり町の三役はその自体についての情報を瞬時に共有すると。そして、的確な

方針を出す体制を作っていかなければ、これは町民にとってはやっぱり大きな死活問題になりか

ねないと。事故が多発している、そういう時代です。で、そういうな中では思うわけです。んで、先

ほど町長が述べられたように、答弁で述べられましたけども、この体制の確立について、まああの、

事故や事件と災害とは違うかもしれませんけども、このスクールバスの事故を教訓にしてこれから

は瞬時に、その、体制を取っていくと。体制が取れると、いう町長自身、まあ確信したのかどうか。

町長に対しても即、そういった事態が、報告が来るようになったと。町長が色々指示出す、トップに

いるわけですので、そういうなもの、指示も出せるようになったというふうに町長自身考えておられ

るのかどうかお伺いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 
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先ほども答弁した通りに、瞬時に、そういう事故があった場合には、私自身がきちっとした指示

を出すような体制にしておりますので、しております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

まああの、これもスクールバスの時にちょっと思ったんですけど、やっぱり一人でではですね、

なかなか大変なんじゃないかと。どなたかいればもっと違った報告が出たのかなというふうに思う

んです。ですから三役の方がやっぱり事態を意識して三役で考えれば、もっと適格な対応ができ

たかなというふうに私は思っているところです。そういうことが今後はとれる、そういう考えでよろしい

でしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

ご指摘ありましたように教訓を得まして、三役できちっとした対応をすぐ、瞬時に組めるような体

制でおります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

まああの、これはある種スクールバスということでの事故の教訓として前進する、前進と言うかそ

ういうのに転じていただきたいと思うわけであります。あ、もう一つですね、ちょっと先ほどあの、スク

ールバス交通事故対応マニュアルっていうのを、これは町独自なんですか。それとも、やっぱりス

クールバスは全国走り回ってますけども、これはあの、県どがその、国のマニュアルなんでしょう

か。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

もちろん、県とか国とかのマニュアル的なものはございますが、各市町村によって交通事情、そ

れから例えば本町であれば雪国であったりですね、まちまちでございます。場所によっては船を

持っている市町村もございます。ですからマニュアルは町独自のものになります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

まああの、町独自で作ったっていうのは結構なんですけども、やっぱり県どがも、スクールバス

っていうのはもう全国を走ってますからね。少しそのへんは県どが教育事務所どががらも折り入っ

ての配慮があったほうがいいのかなというのは感じますけども。そのマニュアルは私読んでません

けども、そのへんは大丈夫ですか。町独自で作ったということで大丈夫なんでしょうかね。 

１．議長（村岡藤弥君） 

       教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

議員もご存知のように、ものを作る段取りになりますと各市町村のを参考にしたり、或いは上位

の役所のものを参考にしたりするわけでございます。独自とは言いましてもゼロから勝手に作ると
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いうことではございませんので。当然県、国、その他のところを参考にさせていただいております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

もう一つは、この国保関係ですけども、町長の答弁では均等割りの廃止については法令上出

来ませんというふうに断言しておりますけども、これはどうしますかっす。やっている自治体はある

んですけども、この後は検討された方いいんじゃないですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

保健福祉課長に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

今現在私の手元のほうに施行令ありますので、今もう一度確認したところでございます。 

国民健康保険法施行令第２９条の７市町村の保険料の賦課に関する基準、施行令２７条の７に

あります。こん中で、これは何条ですかね。第２項ですね。基礎賦課総額は所得割総額、あとは

均等割及び平等割、もう一つの方法が所得割と均等割及び平等割の総額、あごめんなさい、もう

一度申し上げます。所得割と均等割か平等割。もう一つが所得税か均等割。選択肢は所得税は

絶対賦課してくださいよ、もう一方は均等割もしくは平等割で、なくせるのは平等割しかありません

よ、という私が持っている施行令にはこう記載されております。どこの市町村か分かりませんけども、

そういうことをできるのであれば検討の一つの材料になるかと思います。後ほど、廃止している自

治体等お分かりでしたら参考にさせていただきたいので教えていただきたいと思います。以上で

ございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

これはあるんだと思います。これ私、後で課長に渡してしまいますけども。全国知事会など地方

団体は国に均等割の見直しを要求すると。知事会は均等割の見直しを要求すると。これ４年前何

にもしてないと、国が、そういうことも言われております。で、町村会、市長会もだいたい準ずるの

かなという気はしますけども。全国の町村会はこの均等割見直しっていうのを言ってねえのかどう

かっていうのを町長分かりますかっす。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まだ理解しておりません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

国保の運営しなきゃならないわけですからいろいろあるかと思いますけども。全国の知事会は

要求してると。おそらく準じているとすれば町村会も要求してるんだと思います。まあ、そういう風な
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中で、実態をもういっぺんあの、町民の暮らしの実態も見ていただきながら、町民の負担軽減、そ

れから緊急時の対応、しっかりとやっていただきたいと。まああの、重要な事態についての事故共

有っていうのは特にできるようになったと。そして、町長自身もきちっと指示を出せるようになったと

いう答弁をいただきましたのでこの点については、まあ少しは安心かなと思いますけども。まあ、国

保については検討していただいて、これをあとでコピーお渡しいたしますけども、負担軽減の方考

えていってもらいたいということで私の質問はまず終わります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で、７番 遠 藤 宏 司 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。午後１時５５分再開いたします。 

 

 

 

休憩  午後  １ 時 ４２ 分 

再開  午後  １ 時 ５５ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。４番 関  

幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

先に通告している２点についてお尋ねしたいと思います。 

この質問は前回も何回も質問しております。今年の冬も雪も少ない割にはほんとに除雪、そし

て高齢者の方の通院とか買い物に苦労しておりますので答弁お願いいたします。 

１点目は、町長は３１年度の町長の施政要旨、流雪溝についてお考えを示しております。重要

な施策としております。最上川から取水に関する調査を予算として全町の流雪溝整備を計画して

おるが、小菅、田沢、今宿、駒籠地区の整備はどのように進めていくのか。今回里地区から流雪

溝整備早期実現の請願が出されております。田沢地区にある伊蔵堰土地改良区の大堤樋ノ沢の

ため池を活用する計画はないのか。 

２点目、福祉バスの見直しについてでございます。私は何回もこの質問をしております。福祉バ

スは高齢者の足となって、そして病院、買い物、あったまり温泉などに利用されております。高齢

者の安全を確保するため、冬期間のバス、福祉バスの運用を見直しする考えはないのかお聞か

せください。答弁によりまして再質問させていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

関議員の質問にお答えします。 

はじめに、流雪溝整備についてのご質問にお答えしたいと思います。 

一つ目の最上川からの取水に関する調査費と今後の小菅、今宿、駒籠地区の流雪溝整備に

ついてのご質問でありますが、関議員を始めとする議員の皆さまのご理解により、昨年第３回定例
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会において「流雪溝水利使用許可申請業務委託費」に関する予算を補正していただき、その後１

０月には委託契約を締結し、現在、国土交通省と協議を重ねております。 

協議の内容につきましては、各地区ごとに最上川からの取水位置、さらに排水位置、取水必要

水量の根拠、最上川からの取水可能水量とその根拠、取水方法、取水してから排水するまでの

ルートなどになっております。 

まず、取水必要数量についてですが、既に各地区の流雪溝面的整備の概略設計がありますの

でその精査が必要になります。次に、取水及び排水位置については、原案を新庄河川事務所と

協議している状況にあります。今後、取水可能水量と合わせながら、取水位置を詰めていかなけ

ればなりません。このような状況において、発注段階では年度内に成果品の納入を考えておりま

したが、国土交通省との協議中に成果品を受け取るのはいかがなものかということ、新年度にお

いても引き続き協議続行のため、本業務委託は繰越をお願いしたいと考えております。 

さて、小菅、今宿、駒籠地区の整備の進め方ですが、今後取水方法、概算事業費等が明らか

になった段階において、事業の効果等を総合的に検討してまいります。さらに、全町的に流雪溝

整備を推進することによるランニングコストの増大をどのように解決していくのかなど、諸課題が山

積しておりますので、地区に対する使用料の負担の必要性等も再検討しながら整備計画を策定

してまいりたいと考えております。 

次に、今回請願が出されている里地区の流雪溝整備について、大堤や小山ケ沢の水を有効

利用できないかとのご質問でありますが、この件に関しては、土地改良区に確認したところ、大堤

については横山地区の流雪溝、小山ケ沢については田沢地区の流雪溝に水を供給しており、供

給可能数量は現状が限界であるとのことです。従いまして、里地区の水源にはできないため、今

後調査検討が必要であると考えます。 

続きまして、福祉バスについてのご質問でありますが、福祉バスについては、スクールバスの有

効利用という観点でスタートしたものでありますので、安全運行と車両の形状を勘案すると、狭隘

な道路での運行や、停留所の位置設定について限界があります。降雪期においてはさらに困難

な状況となります。 

以上のことから、コースと停留所については、毎年、区長の方々から要望をいただいております

ので、可能な限り応えられるよう努力してまいりたいと考えております。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

再質問させていただきます。流雪溝の国土交通省からの取水の許可を申請を昨年の１０月に

委託契約を締結し協議を重ねておりますところでございますけども、まだ重ねておりますけども、こ

の協議についてはいつ頃までかかるのか、そこらへんお聞かせください。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

建設課長に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

私共の方としましては、本年の８月、９月ぐらいには概ねの方向は出したいと考えております。し
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かしながら、国土交通省の方でどういった条件で許可、審査されるか、正直言って不明な点が多

くあります。また、近隣の市、或いは県の方でこれまで取水許可を得た経緯を伺ったところ、最短

で２年、新庄市においては申請を始めてから５年を経過した現在においても許可を得ていないと

いう状況になります。そういった状況を踏まえた中で、私共の考えはありますけども、それはあくま

でこちらの考えであって貰えるかどうかについては不確定要素が多いというふうに認識しておりま

す。ご理解をお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

許可が出ても、それはほんとに実現するのか不透明だってとこの今答弁でありますけども、何が

原因でそうなのかちょっとお聞かせください。なんでそういうふうにかかっているのか、２年も５年も

かかっているのか、あの、許可なってもまだ進んでいないというのは何か原因があるんでしょうか。

ちょっとそこらへんお聞かせください。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まあ、この前も、県の建設土木部長さんのおいでを願い視察していただきました。そういう点を

踏まえて、一応は国交省とも進んでおりますけども、一旦国交省の方では流雪溝設備は、国の事

業としては山形県大石田町鷹巣地区で終わりというようなことでなっている手前、いろんな形、難

しい面もあるとは思いますけども、これからも早くなるような形の中で国交省に要望しに行きたいと

思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

んじゃああの、早くなるようにっていうことで国交省にお願いするってことでありますけども、町長

の考えはどのくらいの確率でそれが許可されると思っていますか。実現できると思いますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

国交省からのは実現できると思ってますけども、その後の政治面、お金も１０億以上かかるよう

な。まあ、それは単純見積ですから分かんないんですけども、それくらいかかる費用が町全部で

持てるかというようなことを踏まえた上で、これから考えていかなければならない問題点ではなかろ

うかなと思っています。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

許可してにゃあ、何年もかかる、予算もあるっていうことの中で私はいつも最上川から取水でな

くて、別な面で取水のことを考えればってことで私は前から言っています。そういう面で全然その

分離性は町長は、最上川から取水をするっていうことの考えていると思います。今現在、大石田、

横山、亀井田地区では最上川から取水を許可なって今運用されています。そういう意味で町長は

全町に流雪溝整備をするっていうことでありますけども、ほんとに全町にできるのかどうか、私はち
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ょっと疑問に思います。もう一回、自信ありますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まずはこの前も予算案をいただき、最上川からの取水の許可を得るようにという形で、まずは最

上川からの水量がなくては小菅地区も、今宿地区もできないっていう判断の中からで議員の皆さ

んからも了解を得た形の中で、この前予算をいただいた経緯もあります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

んじゃあ、課長からも答弁ありましたように、他の地区では許可がなくても２年も５年もかかってる

っていう、今状況あります。んじゃあ私あの、別な面で質問したいと思います。私が前から言って

いますけども、伊蔵堰土地改良区大堤、それから樋ノ沢の水、そして、富並川からの水を使って

利用してはどうかっていうことで私は前から言ってるんですが、そういう考えはないっていうことな

んですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

それは前から私も言ってますけども、水量が足りないということの判断です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

ちょっと私興奮してるんですが、町長、あの、昨日里地区の流雪溝請願が出まして、私昨日、

土地改良区に行って話を聞いてきました。ということは、その水量については今現在、富並地区

の高木酒造の周辺で整備なってると言っておりました。そういう意味で、今現在、新山寺から大堤

のちょうど上のほうに用水場が、新山寺の用水場からポンプアップして大堤に流して、夏は水田を

利用しております。冬については田沢地区で、その水で流雪溝の水を使っております。私はそう

いう意味で、今現在、田沢地区で今現在使っていますその最上川の水で、それはあの、許可が

なってるんです。そういう意味でなってると聞いております。そして、田沢地区でその、最上川から

の水を使って流雪溝、実際に使っております、と私は聞いてきました。今、農業用水で使ってんな

は夏分だけ。あとは、８月以降は国土交通省での契約で使っているそうです。だから、私は昨日

そう聞いてきました。是非その分については、これから小菅、今宿の流雪溝の整備については最

上川の取水っていうことで頑張っていただきたいと思いますけども。じゃあ、里地区の流雪溝整備

請願が挙がっておりますけども、それ私は十分に水が、水位が少ないっていうことは私は昨日見

てきました。その現場を。見てきました。それで今水位が足りないということでありますけども、そう

いうことを町長認識しているんですか。もう一回答弁お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

認識しております。水足りないと思っております。その点について、詳細については建設課長

のほうに答弁させます。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

まず、１点目。新山寺にあります農業用のポンプを冬期間運転して田沢の流雪溝の水源として

使用されているということですが、私の方で確認している限りにおいては冬期間使用するために

は国土交通省からもらう権利が違います。農業用水としての取水であれば既にご承知のとおり許

可は得ていると思います。しかしながら、冬期間流雪溝に使用するという目的で最上川から上げ

るということは使用の許可は得ていないというふうに理解しております。 

次に、伊蔵堰土地改良区の事務局の方と、私の方で、私の方が確認した段階においては先ほ

ど町長の答弁にありました通り、現状、田沢、小菅等にやっている水量が限界であると。実際私の

方でも、里地区については現状の流雪溝流している水深については計測をさせていただいてお

ります。地区を流れている中については、水路断面が６００、水深はｃｍほどであります。町内を流

れている流雪溝の水深は１０ｃｍ以上確保する、ということが基本的になっております。 

従いまして、流雪溝としての水源や水量としては足りないというふうに判断しているところでござ

います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

水量が、ほんとにこれ、調査したんですか。その水量については、もう一回。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

はい、それについては、ここで言っていいのか分かりませんが、昨日の請願審査の段階でこの

状況の写真の方は資料として添付をさせていただいたとおりでございます。流雪溝の水深のみの

計測でございます。えーっと、先週の段階で現場の方を確認しております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

請願の審査の過程でも地図で、私の方で説明を受けました。でも、今水源が足りないっていうこ

とでありますけども、田沢地区の流雪溝に流れて、水が下流の方に流っていって、里地区の方に

流れてるんです、水が。んだがらその分で私は足りない、昨日見てきたんですがほんとに足りない

のかなと私は感じてきました。その水については樋ノ沢からの水も流れてきて合流なってるんです。

それで、そこで、里地区の方があそこで分岐して里地区の方に流してるんです。そして、里地区

の沼がありますけども、あっちの方からも水が流れてきています。そういう意味で私は水量が足り

ないというのは何を見てきているのかなと、私は思ってきました。そういう意味で是非その点につい

ては、小菅、今宿地区については私はこれから検討、許可になれば見学するっていうことでありま

すけども。里地区については、んじゃ、町長、あの、請願見ましたか。その請願の中には、里地区

は高齢者が多く冬期間生活道路を確保するため、大変な除雪作業が強いられています。他に、

道路が著しく狭く、これが一番大事だにゃ、救急車の通行に支障しているので、安心して生活で

きるような整備をしてほしいということの請願であります。この請願を見て、町長は率直な考えをお

聞かせください。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

流雪溝、しなければならない問題というのは当然ですけども、水量の確保っていうことが流雪溝

では一番の問題であります。今現在、水量があるから云々っていうことが新町地区でもありました。

朧気川からの水量で十分だというような話で検査、２年ぐらいかかって検査、検討しましたけども、

一番少ない時期の水量ってことが一番の問題点で。よく大石田地区においても水上がりの原因

云々は水量が少ない時期につっこむ云々。そこにおいて、その流雪溝が起動しないっていうのが、

作動しないってことが一番の問題点もありますし、水量の確保、だからこそ新町地区、小菅地区に

おいても最上川から水を上げるということが一番の問題点なもんですから、まず水量の確保の時

点からこの点について考えていかなければならないと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

町長、俺はそういうことを聞いてるんではなくて、里地区に救急車も入れない状態だ、苦労して

いる、それは水が足りないからできないじゃなくて、やはり町長はもう少し検討するとか、検討って

いうのは私はしない検討だといつも思ってるんですが、今日は全然そういうふうなないんですが、

ただ水が足りないから仕方がないんだ、そういう答弁では私は納得できないんですが。もう一回答

弁お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

水量の確保云々でこれから検討、（関議員：「じゃなくて、緊急車両も入れないのをどう思ってる

んだって。」）それはいろんな形の中で、除雪から排雪といろんな点を考えて、冬の交通状態を考

えて管理しながらやるってことでどうでしょう。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

あの、救急車も入れない、それをそう思ってんのかっていうことを私、それはにゃ、あのもう少し、

里の区長さんとも相談してどうのこうのっていうなは俺は答弁あると思うんだげんとも、もう少し良い

答弁を私は期待してるんなだげんとも。まずはいいです。 

んじゃ、先ほど町長も水量が足りなくて里地区の整備は無理だってことでありますけども、あの、

土地改良区で私は聞いてきました。っていうことは、里地区で利用する水量の調査をして、水が

確保できるんだったら土地改良区では何も問題ではない、ということを言っておりました。で、私は

水量が足りないってなはほんとにどうかなと思っています。もし、調査したっていう課長の答弁であ

りましたけども、どこでその水量調査したのか、何ヵ所調査したのか、ちょっとそこらへんお願いし

ます。どの個所で。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

里地区の水深を計測した場所については、ちょうど里地区からは、（関議員：「田沢と里の間が。
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橋の上。分離点。」） 森 衛 さんの、へんの水路になります。で、私の方で水量が足りないという

判断をしている一つの要素としては森衛さんの、あのへんについては断面６００あります。ただ、里

地区の上流の方、上の方に行った場合については、断面の６００は確保されていないのが現状で

す。普通の３００の水路を簡易的な場合で、水が流れているので、投雪しているのかな、というの

が現状かと認識しております。町の方で流雪溝といった場合については、きちんと流雪溝としての

断面について必要水深を流さなければいけないというふうに考えます。そういった意味合いの中

で、今後調査等もふまえた中で、水源との検討は必要だと町長の答弁にあった通り、建設課とし

ても考えているところでございます 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

今課長が、森 衛 さんのところで、一番下流のところで調査、昨日私あの、土地改良区に行っ

たとき、そういうことも土地改良区から説明を受けました。私は逆だと思います。それはどっから流

れて、上流の方で田沢と里の間、あそこ川、橋、流れてるんですが、あそこどんどん流れてますよ。

私ほんとに、だから昨日、土地改良区の職員の方にも私は言ってきました。なんでそんなんどご

で測るんだ、っていうことで。それは上流で一番水があっどごで測んなんねが、って私は言ってき

たんですが、そこについては是非、再調査していただきたいと思いますけども、町長いかがです

か。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

再調査させていただきますけども。今雪解け水で水が一番多い時期でもありますし、そういう点

で夏場にでもまた再調査させていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

町長、今調査すねごんたらいつするんですか。夏にしても、今、冬期間使うんだぜ、水は。今水

量が多いからどうのってんなくて、調査はやっぱし、さっき課長が言ったように、一番、里地区の一

番下川で調査して水量が足りない、それは当たり前ですよ。その上流で、だから私上流で昨日見

てきたんですが、里の堤の方からも流っできます。あの、合流点に。そしてあの、川があるんです

が、それで、里地区の方は分離点で里の方に水門つくって流すようにしてるんです。調整してる

んです。そういう意味で、水はどんどん流れております。是非再調査して、里地区のほうには、ほ

んとに、副町長もあそこ今実家あるんですが、是非、そこの里地区についても町長に提言して、再

調査していただきたいなと思います。 

んじゃあ、関連してですが、流雪溝整備についてはなかなか進まない現状にありますけども、そ

の前に里地区の西側なんですが、西側の地区なんですが大変狭くて、その請願の一番と大事な

ところなんですが、緊急車両が入れないっていうことでの請願にもなっております。そういう意味で、

道路整備が私は先に、流雪溝整備する前に私はできると思いますけども、町長、そういう考えは

ないのかお聞かせください。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 
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１．町長（庄司喜與太君） 

現場を見ながら道路整備も考えていきたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

んじゃあ私、町長にだけ質問してるんですが、副町長にちょっと聞きたいことがありますので答

弁お願いします。あの、里地区の西側、上の方、山の方に入っていくんですが、そこの道路につ

いてはさっき町長に質問したんですが、道路整備は不可欠と思いますけども、そういう点、町長に

提言する気持ちありますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

まあ、町長に提言するっていうのは、造ってくれという提言ですか。まあそれは里離れて両親は

おりますけど、２０年近く経って、私が言うべきものではないと思います。基本的には地区の皆さん

がそういうふうな総意をもってお願いすべきだと思います。ただ、前の経過を申し上げますと、実

はあの、あそこの道路整備については何回も何回も計画はありました。その都度、大変申し訳な

いんですが用地の協力は得られない、というようなことで断念した件があります。まあ、農林の補助

費をもって、公園、いわゆる集会場を建てた事業ですけども、公園を造る際に基本的に裏の西側

の道路もっと確保して整備しましょうよ、という計画もあったんですが、最終的には地区の人の同

意が求められないということで断念した経緯があります。まあ、議員おっしゃるように、私は流雪溝

よりもまずは道路整備が急ぐべきだと思いますが、正直に申し上げて、協力を求めて同意を得ら

れるかどうかは確信は持てません、前の経緯からしまして。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

まず流雪溝整備の前に、町長、是非そういう地区民の声を聴いて、私は整備をやっていただき

たいなと思います。 

じゃあ、２点目の福祉バスの見直しについて質問いたします。私は、これも前から見直しについ

てっていうことで手上げ方式で運用していただきたいっていうことで何回も質問いたしました。その

過程で手上げ方式では危険だ、危険です、ということで答弁をしています。今回の答弁書の中で

も、道路が狭くて運行や停留場の位置設定については限界があります、っていうことで答弁され

ております。今、スクールバスについては、福祉バスについてはスクールバスを運用しておると思

いますけども、スクールバスについては結構大きい車両と思います。そういう意味で、スクールバ

スでなくて小型タクシー、マイクロバスなどで、私も毎回言ってるんですが、予約型デマンドタクシ

ーなどを考えてはどうかってことで私は前から言ってるんですが、町長、どう考えてますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

財政上の関係から今のスクールバスで対応っていうことを考えていただきたいと思っておりま

す。 

１．議長（村岡藤弥君） 
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４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

財政っていうことはどういうことですか。ちょっと私あの、具体的に財政面でどうのこうのでなくて

もう少し、財政面でってことでありますけども。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

デマンドタクシー云々の場合はまた買わなくちゃいけない、購買しなければならない、今のスク

ールバスを空いている間に借りるっていう形の中の利用っていうことも、利用する場合はいいので

なかろうかなと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

私が考えてんなは、当町のタクシー業界、今スクールバスを運用している業者がありますね。そ

ういう方と提携して運行したらどうかというのを私は質問したかったんですが。そういう意味で別に

また買うっていう、購入するってことでなくて、当町の業者と提携してどうかなと私は質問したいん

ですが、町長どう思いますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今のところは考えておりません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

きっぱり断らっだにゃ。何か、その、なんで考えていないと、ただ考えていないというふうな、ちょ

っと私は分かりません。ということは、今福祉バスについては田沢、小菅、横山方面については全

然乗っておりません、現在。そして、停留所に関してもなんか分かんないくて、停留所的な、停留

所、今なっていないんです。昨日私あの、新山寺と小菅と停留所どこにあんのかなと思ったら、新

山寺地区については新山寺の村形商店の前であんのかなと思ったらあそこでなくて、新山寺の

公民館１ヵ所だけだということです。そういうことで、なんかそうかなと思って。それならば予約制で

小型タクシー、町内に業者あっべっす。マイクロバスの業者町内にあっべっす。ただそれが、考え

ておりません、って頭から、頭から考えていません、ってなそういう答弁でなくてもう少し別な、町長

は先ほども言っておりました。町長、３１年度町長施政要旨ではなんて言っておりますか。私今読

み上げっぞ。町長、笑いごどでないです。少し真剣に私は質問してるんですが、ほだな笑いごど

で答弁さっでは。町長、高齢者福祉については来る超高齢化社会を見据えて、住み慣れた地域

で安心して日常生活に営んでいただくために、高齢者が安心して生活できる環境整備を図って

いく、ってことでこれに載っています。それが頭から、する考えはありません、ていうなは私は納得

できませんが、再度答弁お願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 
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区長さんたちとも、地区の区長さんたちとも、停留所の関係、いろんな関係を話し合いながら、

いかにスクールバスを利用した形の中で患者輸送、そしてまた、買い物なんかに高齢者における

買い物、いろんな点において利用できるような体制で、常時区長さんたちとも話し合いながら考え

ております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

考えておりますっていうのは、考えていきます、ではないんですか。今まではそういうふうにやっ

ていたんですか。 

１．町長（庄司喜與太君） 

区長さんたちとも話し合いながらやっていってます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．質問者（関幸悦君） 

そういう答弁、私がもらえれば私は何もしつこく言わないんですが、頭から、考えておりません、

っていうそういう答弁はないですよ。これであの、あまり町長と話が嚙み合いませんので最後にし

ます。町長、副町長笑いごどでないっすよ。ほっだな、二人ともにゃ、人質問すんなさ笑いごどに

ゃ、もう少し真剣に考えてくださいよ。流雪溝整備、福祉バスの見直しについては町長の考えも副

町長の考えも聞きました。流雪溝利用の延長、雪処理の安全対策にしていく、それが高齢者が安

心して生活できる環境整備を図っていくと、町長が要旨で言っております。私は町長の任期の中

で、１１月まで任期ですが、町民が安心して生活できる環境整備に期待をいたしまして、質問を終

わります。ありがとうございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で、４番 関  幸 悦 君 の質問を終わります。 

本日の会議は以上をもって散会とします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

散会  午後  ２ 時 ００ 分 
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第７日目  平成３１年３月１１日（月） 本会議 午前１０時 開 議 

１．議長（村岡藤弥君） 

お早うございます。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日、町広報担当職員による写真撮影を許可しておりますので、ご了承ください。本日の会議

は、議事日程第４号によって進めてまいります。日程第１．町政一般に関する質問を行います。先

に通告を受けており、発言の順序も決めておりますので、その順序により発言を許します。１０番 

星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

お早うございます。 

先に通告いたしました、地震災害時の対策について質問いたします。日本は地震が多いという

地形上の中で、１割が日本とその周辺で起きていると言われております。 

昨年６月には大阪北部を震源とする、最大震度６弱を記録しており、９月には北海道厚真町で

震度７を観測いたしております。地震があり、４２名の方がお亡くなりになり、約７６０人の方が重軽

傷を負っております。 

先日、私の質問通告後、新聞の一面に、東北、関東地方の日本海側で震度３、この３０年以内

にマグニチュード７．８の大地震が起きる可能性が高い、とする予測が公表されています。その中

で、確率９０％の場所もあると公表しております。以前に、新聞等で山形盆地断層帯が確認された

記事が報道ありましたが、私縁がありまして調査資料をその以前にいただいて、前町長、お二人

に質問した経緯があり、議員の方もご存知しておると思います。問い合わせたところ、山形県の危

機管理センター、その当時のまあ私名前は知ってますけども、そんなことはありません、っていうこ

とでまあ、答弁でした。んでその、前町長に、お二人の町長に質問しましたが、阿部さん、じゃなく

て早坂町長ですか、そっちがもうほれを全然分かっていなかったほど前でしたから、町民をお二

人というか、当時確か不安を煽るからそれは、なんてことで明確な答弁はいただいておりません。

その後またあの、すぐ阿部町長に変わりましたので、そん時田沢地区も入っておるもんですから、

まあ再度質問したところでございましたけれども、まあ、明確な返答というんですか、それをまだ当

時もらっておりませんでしたので、新聞報道を万が一の災害時の対策等をどのように考えておる

のか。当時の手持ちの資料には活断層に由来する可能性が極めて高く、新しい時代の活動が予

測され、その予測１が A ランク、B ランク、C ランクと３ランクあるそうでございます。東部の富並地

区、横山地区から東側に２キロ、田沢地区、大堤周辺から東へ３キロと書かれております。その前

の調査では１９９１年、今から２８年前の調査結果、日本の活断層、山形盆地断層帯との分布と資

料の中には確実度１とされる空中写真には新山寺、境ノ目、田沢、里、富並と記載されております。

その他には舟形町の沖の原より名木沢をかけてこまめに渡り、B ランクどもその資料に記されてお

ります。そこで質問いたします。数点ありますので。 

１点目といたしましては、まあ、あってはいけないことではありますけども、備えあれば憂いなしと

いう言葉もございます。１点目として、私の１０数年前の質問後、町民との周知と特に A ランク地区

への周知はどうなっているのか。 

２つ目といたしまして、災害時、特に A ランク地区の避難場所などのマニュアルはどう考えてい

るのか。２番目として、防災用品等の啓発をすべきと思いますけれども、その点をどう考えておる

のかお聞きしたいと思います。 

３番といたしまして、近隣自治体との災害時の協力協定はどう考えてるのかお聞きいたします。 
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４番といたしまして、その他 A ランク地区にも今後防災訓練を主として実施する考えがあるのか

をお伺いいたします。 

５番目といたしまして、地区には学校も含め、小学校もございます。生徒たちの誘導とかマニュ

アル等は考えているのかお伺いいたします。答弁によっては再質問させていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

星川議員の質問にお答えしたいと思います。 

最初の、今先ほど４つの質問ありましたけども、最初の質問時にはなかったもんですから、その

後、私の答弁の方を最初の質問にお答えしまして、今議員がおっしゃいました４つの質問に再度

答えたいと思います。よろしいでしょうか。 

地震の災害時の対策についてのご質問ですが、平成７年１月に発生しました阪神・淡路大震

災の原因が活断層であったことから全国的な調査が行われ、山形県内には「庄内平野」「新庄盆

地」「山形盆地」「長井盆地」の４つの断層帯が認められていることはご承知のとおりです。 

その「山形盆地断層帯」の北部の起点が当町の駒籠地区であり、横山、田沢地区を経て、寒河

江、上山まで続いております。そして、当町が含まれる山形盆地断層帯の北部は発生確率が高

いと分析されているところです。 

また、先般、日本海溝沿いを震源とする大規模地震が３０年以内に高い確率で発生する可能

性があるとの長期評価が出されました。山形盆地断層帯や宮城県沖を震源とする地震の発生確

率がより高いという予想は深刻に受け止めなければならないと思っております。 

しかしながら、将来起きると予想されている地震については防ぎようがありませんが、議員のご

質問にある地震災害時の対策については、これまで遠藤議員のご質問にもお答えした通り、町の

地域防災計画に則り、適宜対応してまいりたいと考えております。 

具体的には、地震発生後には規模に応じて、早期の職員の配備から始まり、最終的には災害

対策本部を組織し、情報の収集や必要な対応にあたることになりますが、現場においては現在地

域で組織されている自主防災組織や消防団を中心として、高齢者や子供の避難誘導やけが人

の状況、被災の現状などの情報交換を行ってまいります。また、住民の避難誘導の初動体制に

おいては警察が積極的に協力を行うとの申し入れをいただいておりますので、こちらの連携を深

めてまいりたいと考えております。 

一方で、地震に限らず常時の災害への備えでありますが、これについては「自助」「共助」「公

助」の考え方から、まずは個々人が「自分の命は自分で守る」という意識が重要とされております。

町では平成２８年に「防災マップ」を全戸配布し、「自助」の意識付けの一助として参りました。 

この「防災マップ」には、非常時の避難場所から非常時持ち出し品、家の中の防災対策、など

細かく記してありますので、常日頃から身近に置いておくように啓蒙をしてまいりたいと考えていま

す。 

また、町の避難所や救急体制としては、「虹のプラザ」も避難場所とし活用できるように整備した

ほか、現在、厳しい耐震基準を満たした分署も整備中でございますので、完成後にはより効果的

な施設となるよう準備を行ってまいりたいと考えております。 

また、一般住宅の耐震化についても、現在行っている「住宅リフォーム支援事業補助金」の対

象として奨励しているところでありますので、ご理解をお願いいたします。 

１．議長（村岡藤弥君） 
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１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

それではあの、数点ありますので、全般的なこの避難的なマニュアルというのは町民には周知

しておるという答弁でございましたけども、まあ、一つずつ。 

特に A ランク地区においての対応ですが、そのへんをもう少し全町的でなくてですね、私の資

料に載ってますのはこれは１０数年、いや、結構なりますね。早坂町長の時だからね。だからそれ

を細く書いたんですよ。それをまあ、A ランクは特にですけども、B ランク、C ランク、まあ町長先ほ

ど答弁ありましたけども、やっぱり舟形の沖の原、舟形町の沖の原ですか、それから名木沢にか

けて、駒籠にかけて、まあ結構あの、細く書いた資料が全部載ってます。んでその中でですね、

やっぱり私特に言いたいのがBランク、Cランク、BランクはまあAランクの次だから当然ながら危

険性はあると思いますけども。まあうちの地区でも Bランクと Cランク地区があるっていうことで、い

ずれにもあの、地震のときうちの方から芦沢にかけてですか、まあ瓦が落ちたっていうごどもある

から、やっぱり多少は B の方にも深く断層があるのかなと私考えておりますけども。特に A ランク

ですね、地区には、まあただ現状的に防災マップを配付するだけでなくてですね、もう少しこう、

実践的に対応できるようなマニュアルっていうのが必要じゃないかと。私以前町長に言ったときに

報道なってなかったもんですから、私が質問した後に報道がなったってごどですが。山形活断層

という新聞に掲載なりましたけども、その当時は明確な答弁はいただいていなかったので、やっぱ

り今後もう少し深く考えるべきじゃないかと、そう思って今回また再度質問したところでございます。 

一点目として、私の１０数年前の質問後ですね、町民への周知、これは先ほど答弁の中に、町

長申し上げたように、やってるってことでありますけども、特に A ランク地区の周知はどうなってお

るのか、ただ漠然と全町民に防災マップを配付したのか、そのへんの考えはどうなのか。まあ一点

ずつお聞きしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

その点に関して総務課長の方に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

星川議員さんからいただきました、その、山形断層帯の件なんですけども、年々これ見直され

ておりまして、町長が言った通り大阪の阪神淡路の平成７年から活断層の調査っていうのが始まり

まして、その後里地区内、それから里山スキー場の前とか大きく掘り込んで、活断層を調査して、

町民の皆さんに報告をしたり、あとは学校の生徒さんを招いて、こういうことあるんだよっていうこと

大々的に町民にも周知、広報にも載りましたし、しているところです。毎年こう、毎年って言います

か、見直しをされておりまして、正確には我々の山形活断層帯については、我々の部分、北部に

ついてはAランクではなくSです。更にアップいたしました、Sランクです。まあ、そういう意味で危

険なことには変わりないんですけども、んじゃあ里地区、或いは黒滝地区に特別なことをして上宿

は大丈夫なんだがと。下宿はいいんだがというふうにはなりませんので。いずれにしても大石田町

のその最上川沿いの部分については全般的に危険なので、マップを配付して自主防災組織を９

０％以上の組織率を誇って、さらにその人たちから研修会にも参加していただいて、地区をまとめ

ていただくっていうふうな算段にしております。 
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例えば、里地区だけについて、特別にあなた方はこうですよ、っていうような言い方は正直して

おりません。もし必要であるとすれば、さらに区長会議とか今後ありますので、さらに、例えば、各

家庭内の非常品の備蓄とか食料品の備蓄とかやってますか、等のことについては申し上げたいと

思いますが、あなた方についてだけは特別ここですよ、っていうふうな誘導はちょっとできないの

かなというふうに思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

それはやっぱり私自身もこの資料の中には、特にこの、先ほど申し上げたような地区がまあ、危

険度はすごい高いと。特にですね、まあ海谷とか様々白鷺とかありますけども、そこんとこのほうの

私のこの資料の中にはCランクとかなんかなってる。全部調べたらしいですね。その中に、特にで

すね、やっぱり明細にうたわれているランク付けの地域、そういうのがやはり漠然としたあの、何と

いいますかね、特にあり得るっていうことですからね、これは特に。これほんとものすごく詳しく書

いてるんです。これ私縁あってね、ちょっと、ある大学教授の知り合いの方から縁あっていただい

た資料で、ほんときはもう公表してなかったから、先ほど申し上げたように県の危機管理センター

の遠藤さんっていう方ですか、私電話しました。分かりませんって言われて、いや、そんなことはあ

りませんので、前も言いましたけども。その後なんですよね、新聞等で出たのが。だから、ただ漠

然としてね、万が一だから、これ私もほんなどうすろこうすろって追及するんじゃなくて。そういうマ

ニュアル的なものをやっぱり作って、一回ばっかりじゃなくてですね、やっぱりある程度こう、地震

なんてのはもういつ起きるかこれは誰も想像つかないもんでありますので、まあ、年に１回ぐらいど

がってね、そういう明確に地区の方にお知らせしておいたほうがいいんじゃないかと私は、まあ特

にってごどで言いませんけど、資料がありますのでそのへんの考えはいかがなものでしょうか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、星川議員からの指摘ありました通りに、町としては総務課を、危機管理対策の総務課を中

心とした形の中で地域住民の方にどういうふうに周知するかどうか、また考えていきたいと思いま

すので宜しくお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

そうですね、やっぱりまあ、せめてですね、１年に１回ぐらいまあそういう災害がもし起きたときの

こと、忘れますからね、誰もそんな自分のとこで地震が起きてどうだ、っていうのを誰も想定はして

いないと思います。まあちょっと聞いたときは、ああそうだったことあったな、なんてことではもう遅い

もんですから。常日頃ですね、そういうことをやっぱり啓発しておくべきだと私は考えておりますの

で、是非そのへんのこともふまえてですね、やっぱり夜各部屋にはまあ、日中だったらね、逃げる

っていうのも簡単でございますけども、万が一夜だった場合だとやっぱり細かくですね、起きる場

合もあり得ないし、ないかもしれないし。それは分かりませんので。まあ各部屋に懐中電灯１個ど

がって細かくですね。あと、備蓄等の食料ですか、も町で用意しておりますけどもそのときにはもう

家庭はもうなんだかんだで少しづつ食べるものはあると思いますけども、そういう細かいとこですね、

町民に啓発しておいた方がいいんじゃないかと思いますので、そのへんの方も少し考えておいた
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方がよろしいかと考えております。そしてですね、万が一のことですけども、やっぱり近隣の自治

体の協力体制っていうなことは、なんかそのへんやってんのかね。それとも、まあ当然やってると

思いますけどね、そのへんはどうなってるのかお聞きしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

３４７の絡みの中で、絆交流をやっております。大崎、そして加美町とは近隣で協定を結んでお

ります。そしてまた、友好協定を結んでます、宮城県涌谷町とも協定を結んでおります。今のとこ

ろは近隣っていうとその３市町村だけです。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

近隣市町村、やっぱり当然ながら尾花沢とか村山。ああそうですか。まあ、尾花沢も数年前から

土砂崩れで結構やられた資料もこの中に入ってますけども、やっぱり大石田は今までそんな大き

なごどなかって、何年前だったか、次年子地区の何川ったかなあそこ、円形校舎の下ですか、そ

の写真もちゃんと何十年前かな、これな、載ってましたけども。やっぱり結構西山ですか、西山っ

ていうのはあの、東山は岩、岩っていうか石かな、砕石取れるやつ。西山っていうのはほとんどもう、

珪砂っていうかね、そういう山なんですね。肘折あたりから見れば次年子あたりは子どものような山

ですけれども。珪砂山っていうのはほんとあの、私あの、仕事で昔あの、ダンプやってたんですよ。

そんとき沼田建設の柳橋だったかな、あそこな、しゅーっていうどっから入っていぐどごあったんで

すよ。ほんで山砂が取れて引き取りに行っていたんですけど、そこが見えないくらい割れてです

ね、今までそこの上私どもも通ってたんだけども、なんかここにこっち来んなってなんかロープ張っ

てだもんだがら、なんだったらやっぱあの、地割れってのはすごいんですよね。ほんともう底見え

ないぐらい、１ｍから２ｍぐらいあっかな。ドーンともう地形の底が見えないぐらいに、やっぱ割っで

ってんす、ああいうのね。だからやっぱり活断層っていうのは恐ろしいなとはそん時私も思いまし

た。今まで通ってたところも底が見えないぐらい割れてんですから。だからそういうことはまあ、こう

いう調査してる方だはそれも見込んで調査してると思いますけども。やっぱり我々としてはね、見

えないもんだから、分かりませんから。ただ資料を見て、やっぱりこういう万が一の時ですね、対策

っていうのはやっぱり必要なんだべななんて私個人的に思っておりますので、まあ涌谷町ですか

ね、やってるっていうことで、それは当然大変喜ばしいことと思いますけども、やっぱりほんとに想

定外のことを考えないと、まあ自然災害はね、これはなにもね、昔から「地震雷火事おやじ」なんて

いう言葉ありますけども、やっぱり自然はどうしても見通しがつかないもんですから、やっぱりその

協定を、やっぱり万が一の時ですね、やっぱり確実に、迅速にできるように日ごろから協定してい

る場所の、地区の、町の方にもたまには１年に１回ぐらいとかね、そういうの確認すべきと思います

ので、まあ一つそのへんよろしく考えていただきたいと思います。 

それでですね、まあほんとにこのAランクはほんとに危険度があるっていうことも証明されている

わけですから、やっぱりたまには防災訓練って言ったら大変大げさになるかもしれませんけども、

そのような指導ですか、すべきと思いますので。例えばですね、毎年なしなくたっていいですけど、

やっぱり指示はですね全町に網羅したような啓発でなくて、特に、特にですね、なんかそういうこと

だっていうように不安を与えるようなことでなくて、避難訓練等も考えておくべきかと私は思います

けども、そのへん町長の考えはどうですか。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

毎年明けに防災訓練、地域ごとに毎年やっております。んで地震時における煙とか、振動とか、

というようなことも防災訓練でやってますし、炊き出し、そしてまた、防災時のおにぎりの作り方

云々という形まで踏み込んだ形で毎年やらしていただきます。詳細については総務課長に答弁さ

せます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

今町長が答弁した通り、年に１回の防災訓練はやっておりますが、それ以上に各地区でやった

らいいのではないかというご提案なんですが。ちなみに我々が把握している自主防災組織、各地

区９３％ほどのあれであるんですけども、その中の今年度の防災の関係のどういう活動を致しまし

たか、という調査もしております。その中で、まあ一番は火災なので火災の関係多いのですけども、

初期消火訓練が７地区、救命救出救護訓練が４地区、避難誘導訓練が３地区などなど、それぞ

れの地区でやっております。まあそれで足りたっていうふうには考えておりませんけども、自主的

にそういう訓練を行うよう、それから、各地区にそういうリーダーが育つように研修会等も行って強

化していきたいっていうふうに考えております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

そうですね、基本ですか、私も豊田地区で防災訓練ありましたので参加させていただきました

けども、やっぱりあの、火災と違って地震ってのはね、火災だったら一軒とかそういうの延焼とかそ

ういうのを防ぐような訓練ですけども。これは規模が大きいもんですからやっぱ、自然災害っての

は。だからやっぱり、ほんとに日頃の訓練は万が一の時ですね、やっぱり知らないよりは知ってた

方が結構町民の安全のためには大変よろしいかと思いますので、それはほんとに良いことだと私

も評価しております。ただこの自然災害だけはね、やっぱり火災災害と違ってもう半端じゃないか

らね。もう人のことなんて構ってられないぐらいやっぱり、ようなものですからね。まあいつ起きるか

分かんねえからほだんごどあんまり不安を与えるようなことではまずいんですけどもね。やっぱり、

しかしこれ避けて通れないから、やっぱり日本に住む以上は。先ほども申し上げましたように、世

界の１割が日本とその周辺のだと、私先ほどおっしゃいましたけども、これはあの、資料の中にも

完璧にもう北から南、全部入ってます。んで、阪神淡路か、そしてまたあの､庄内平野では何万人

亡くなったとか何千人亡くなったとか、全部この書類に今まで明治時代、その前からのデータも載

ってますけども、やっぱり単なる火事とは違いますからにゃ。莫大な、この資料ありますけど、何十

万人、何百万人っちゅう、トータルで亡くなってると記載されております。だからまあ、災害時がね、

万が一起きた場合だけの想定でありますから、まあ、そんな諄く言いたくありませんけども、やっぱ

り全てのその地区に、特にこの地区においてはあの、なんかいろいろ避難マニュアルとか様々、

まあ食料的なこととか、まあほんと様々、それを徹底的にこう、指導すべきだと私は考えております。

んでですね、この中にはあの、例えば、そして境ノ目ですか、大堤周辺から一回そこで分かれて

んですよね。小山から向こうどこっちど。だから、学校ありますけども、学校の方、その万が一のた

めの避難マニュアル等はどうなっておるのかお伺いしたいと思います。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

学校についてのお尋ねでございますが、まずハード的な面を申し上げますと、小学校７校から、

現在３校になっております。その時点で耐震整備の必要の学校はなくなっております。ですから

大石田町についてのハード的な面、小学校の建物、中学校の建物については耐震整備がなされ

てるというふうな判断で現在動いております。 

２つ目の防災計画ですが、学校にはしなければいけないことの中に防災計画があります。防災

計画というのは、避難訓練のやり方、それから、安全管理者の指名、だいたい教頭先生が安全管

理者になってますけども、私もその時代がありました。警察の講習を受けて、試験をやって合格を

もらわないといけないというやつですね。そういうのを各学校に一人ずつおります。で、指定して、

防災計画を立てます。それを警察に提出します。避難訓練は年に２回、一つは火災、一つは地

震。大石田小学校に限ってはそのうちの１回を何年かに１回は水害を想定してます。最上川が増

水したときに、役場の方に逃げてきて、大石田中学校まで、実際に子どもたちを歩かせた訓練を

しています。そんなことで、火災の場合には例えば、窓は閉めろとかですね、地震の場合には窓

は閉めるなとかですね。そういうふうな細いところまで子どもたちに指示しながら訓練をやっている

ところです。なお、詳細のマニュアルについては先ほど申しましたように、防災計画っていうのを立

てて警察に提出することになってますので、誰が管理者であって、誰が隊長であって、誰がリーダ

ーであって、持ち出すものは何で、どこに逃げる、というのも全てなっています。以上でございま

す。 

１．議長（村岡藤弥君） 

１０番 星 川  久 君。 

１．質問者（星川久君） 

まあ、小学校の体制はばっちりにやってると、私はそれを聞いて安心しました。やっぱり子ども

たちっていうのは動揺するもんですからね。動揺しないように常にそういう訓練も必要だし、ほんと

に是非、まあ、今後とも子どもたちにご指導お願いしたいと思います。 

やっぱりあの、大石田なんてのは昔から水害がほとんどで起きてるもんだから、水防訓練は去

年、ですかね、ありましたけども、やっぱり水防、必要ですけども、こういう調査の結果明らかにな

ったものですから、まあこれは、是非ですね、災害時の時の連携を密にしてですね、子どもたちも

そうですけども、大人の方々もやっぱり町民の意識を高めておく必要があるんではないかと、その

ように考えておりますので、今後とも少し町民への周知の方をお願いしたいと思います。最後にな

りますけども、これ私勝手に言ってるんじゃなくて、んとですね、今回、これ以前にも２４、５年前一

回これもやってるんですよ。そんときも、すごく前にですねやって今回やったのが平成９年から１１

年かな、の結果が１０何年前の山新に出た記事でもあります。その前も、すごく前ですねこれ、ちょ

っと別な資料、まあ、これはいいですけども、ほんとにあってはならないことではありますので。 

最後に、大変町民に不安を与えるようでありますけれども、やっぱり年に一回ぐらい、特に私心

配してるのが A ランクの地区が、町内全般ですけども特にお願いして、活動していただきたいなと

思っております。よろしかったら後ほど、これほんとに詳しく書いてありますから。一回、だから私あ

の、十数年前かな、ある方にこれ全部資料コピーしてとっておきなさいよって、んで貸した覚えあ

るんですよね。日本の全部、庄内から阪神淡路から死者から何から、全部こう、日にちから書いて

あります、震度から。コピーしてとっておきますよって言ったんだけども、なんか、あんのかないの
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か分かりませんけど私貸した覚えあります。名前も知ってます。だから、できればまた参考に必要

だったらお貸ししますので、ほんとに町民に不安を与えるような質問ではありますけども、これは是

非ですね、常日頃町の執行部として脳裏の方に焼き付けていただきたいなと私は考えております

ので今後ともよろしくお願いいたします。 

まあ、最後になりますけどもたまたまですね、８年前の３月１１日、地震ありました。それで、１万２

千超の方の死者も出ておりますね。そういうこと、そしてまた今回も３０年以内にはあり得るという、

ほんとにデータも発表されておりますので、東日本からちょうど８年目の今日、私たまたまこんな質

問が偶然にもなりましたけども。まあ、最後になりますけども亡くなりました方々のご冥福をお祈り

いたしまして私の質問を終わりたいと思います。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で１０番 星 川  久 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。１０時５５分再開いたします。 

 

 

 

休憩  １０ 時 ４０ 分 

再開  １０ 時 ５５ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。８番 齋 

藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

私は最上川の舟運文化を町内外に発信して、アピールをして誘客をするべきではないかという

ような質問であります。長井市は、ちょっと私書いてるんですけども、長井市は国土交通省事業の

「かわまちづくり支援制度」に取り組み、歴史、文化景観をアピールしている。当町でもこのような

事業に取り組みまして、そしてもう少しアピールすべきではないかと、こういうふうな、なります。ちょ

っと町長の回答書見たんですけども、なんか長井市が、いや当町でもなんか取り組んだような話

でありましたけども、そういう最上川の舟運文化については、大石田町は県下にも名だたるような

情勢にある訳ですが、県下あたりでなくてひょっとしたら全国でもそういうふうな情勢にあるかもし

れませんが、長井市でこのような制度を利用して、舟運文化の発信に務めてると。そして誘客に

努めてるということであります。一つ、町長の答えを聞きましてから、また改めて私の考えを入れま

して、質問していきたいと、こういうふうに思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

齋藤議員の質問にお答え申し上げます。 

齋藤議員からの最上川の舟運文化を町内外に発信すべきだとのご質問にお答えします。 

議員のご質問にあります長井市が取り組んでおります、国土交通省事業の「かわのまちづくり



平成３１年第 1回定例会（３月） 94 

支援制度」ですが、長井市では「長井市かわまちづくり推進協議会」が主体となって「長井地区か

わまちづくり計画」を策定し、平成２１年５月に登録したものです。 

そして、平成２１年度から平成３５年度の事業期間で事業総額８億６，３００万円の直轄事業とし

て進めてきたものです。 

現在当町においては、大橋上流の最上川右岸は、船着場周辺の大門や修景護岸の整備、親

水公園、遊歩道として整備されておりますが、実はこの事業が平成１１年から１５年まで「大石田町

のかわまちづくり事業」として行ってきたものです。 

そのほか、大橋周辺から下流の最上川左岸の河川敷については、運動公園を整備し、各種イ

ベントに利用されている状況にあります。 

当町は、最上川や山々の緑につつまれた優れた自然環境と、多くの文人墨客に愛された美し

い風景や最上川舟運の歴史を伝える河岸や街並みなど、貴重な歴史、文化を生かしながら、こ

れまで特殊堤の加工など、国交省とタイアップして最上川周辺の整備を行ってまいりました。 

しかしながら、堤防外の河川敷は、豪雨による洪水によりゴミ等が漂着し、その撤去、さらには

施設の維持管理方法や費用負担などに課題がありますし、新庄河川事務所の話では、近年整備

後の管理が財政的に厳しく、荒れ放題になってる施設も出てくるなか、河川での事故を防ぐため

に河川に近付けないような指導も強化されていると聞いております。 

また、整備後の施設の安全管理の責任は自治体になりますが、その場合にゲリラ豪雨による急

激な水位上昇時の避難誘導など、災害対策が重要になってまいります。 

以上のことから、施設整備後の適正な維持管理、財政負担、役割分担などの諸課題について

十分検討したうえで、河川管理者である国土交通省や地域住民との合意形成が重要でありま

す。 

このようなことから、厳しさを増す財政状況下において、既存公園、施設の利用、維持管理、民

間活力の利用などを慎重に検討する必要があり、現在ある町の風景、施設を有効活用し、大石

田を情報発信していくことが優先であると考えておりますので、ご理解をお願い致します。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

まあ、大石田町では取り組んだことも、支援制度ってかな、「かわまちづくり」に取り組んだときも

ありますという町長の答弁でありますが、私はね、せっかく取り組んだ事業っていうものを町では活

かしていないのではないのかなと、こういうふうに思います。 

例えば、新幹線の駅から最上川までは大石田町は一番近いんだよ、という話も聞いております。

それから、まああの、長井市ではフットパスと、まあ散策道ってかね、それをだいぶこう金をかけて

国交省では整備したようでありますが、大石田町では特殊堤とそれからあの黒滝橋渡って、横山

の方の堤防と。せっかく散策道みたいなものができてるにも関わらず、それを全然活かしてないと

いうふうに私は思います。それでね、一つ私から提案なんですけれども、長太郎不動産の社長さ

んが今度碁点、舟下りの社長になられたという情報を得ています。私はね、碁点が長嶋で終わり

なわけですが、それをね、大石田町、大石田町の出身の社長になるわけですから、大石田町まで

舟下りを延ばすことはできないのかなと。そしてもう少しね、船着場というものを整備してもらったら

どうかなというふうなもんですけども、町長いかがですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 
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１．町長（庄司喜與太君） 

今議員がおっしゃった長太郎不動産との碁点との関わり云々っていうのは今初めてお聞きしま

した。まあ、聞いてなかったもんですから、初めてお聞きしましたけども。そのへんの川下り云々に

関しての情報もないですし、まあそっから延長する場合においての問題点、大石田町が関わる点、

国交省が関わらなければならない点ということがまだ勉強不足なもんですからちょっと答えられな

い状況にあります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

ああそうか、私はまた、町長まで知ってんのがど。浅沼久夫さんがね、代表が碁点の舟下りの

社長になられたという情報でありますが、これは私あの、国交省に行ってまいりました。国交省とも

そういう話をしてきたわけですが、そのときには当然、船着場が必要なわけでありますから、ちゃん

としたね、船着場を用意してもらわなければというふうな話を国交省にはしてまいりました。ああそ

うか、俺はまた町長は知ってるかなと思って話したんけげんとも、知らなかったということですが。そ

こでね、私はあの、せっかく金をかけてやったという結果があるわけです。特殊堤からね、ずーっ

と。それをね、私は公園に大石田町としてできないかなと、公園に。例えば、北村山郡で内外に

発信できるような公園がないのは大石田町だけだと。ちょっと子どもが遊ぶような遊具は２ヵ所ほど

あるけれども。町内外に発信できるような公園が大石田にはないと思うわけです。それでね、私は

あの、特殊堤を利用した遊歩道っていうかフットパスっていうか、そういうものを利用して大石田町

に公園として活かすというような考え方は、町長ありませんかな。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

えーっと、大石田町の最上川の下河原グラウンドにしても、確かに設備はありますけども、これ

は洪水時の避難場所、また洪水時の後の処理云々っていうのは非常に難しいもんですから、そう

いう形のなかでそこに公園を造る云々っていうのは非常に難しいんではなかろうかなというような、

まあ避難場所じゃなくて結局洪水時における、すれば、すぐ壊れる云々、土砂災害、土砂をそこ

に置いておく云々ということで下河原グラウンドなんかも分かる通りに非常に難しいんではないの

かなと思っておりますし。 

そしてまた、今遊歩道の話も出ましたけども、チップ、ちょうどせとやさんの裏っていうか、裏なん

かも私散歩するんですけども、あそこにチップでクッション的な堤防が築かれてますけども、もう壊

れてる、破損してる状態なもんですから、国交省の皆さんと懇親会ある折に「あそこ壊れてるんだ

けども、どうなってんでしょうかね。」それからまた、ちょうどきよそばさんからちょうど向かい側にくる、

ちょうど最上川に降りる、あそこにも歩道がありますけども、そこにも歩く散策道になってますけども、

ほんとにもう見るも無残な形の中でなってるような状態で、そこのも国交省に正式な要望ではない

んですけども、こういう状態でせめて歩けるぐらいな遊歩道をもう一回、壊れてるところを直し、そう

いうことをして下さい、というようなことを頼んでますけども。今こういう、毎年のように洪水が起き、

いろんな災害が起きてるもんですから、そこまで回せる金がないというような状況をお聞きしており

ます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 
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１．質問者（齋藤公一君） 

まあ今堤防壊れたどがっていう話があったわけですが、建設省の次長さんはまあフットパスって

か、散策ロード造れればなっちゅうなちらっと話してまいりましたところでありました。で、私はね、

今船着場、あそこあの大橋の上があるわけですが、あそこに船着場を造った場合には、浄願寺、

乗船寺、西光寺、それから向川寺と。お寺だけでもね、だいぶうんヵ所もあるわけですから。だか

らそういうごどを繋げばね、私は立派な名所になるんではないかなというふうに思います。そこで

例えばさっき申し上げた通り、新幹線のある駅から最上川まで一番近いのは大石田駅だという話

を私は聞いておるわけですが、そうすっどよ、そういう４つの寺院があると。その中で特に黒滝橋

のところね、新幹線の駅から一番近い最上川のなかで、そこの黒滝橋のところは温泉も、あったま

りランドの温泉もあるし、それから、最上川もあるし、向川寺もあるし、それからちょっと行けば公園

もあるわけですから、４つが一緒になってる場所なんてのは県下でもあまりないのではないのかな

という風に思います。従ってそういうものを繋いだ中での、私は最上川、私はあの、一応名前は「さ

みだれ最上川親水公園」というような感じでおるんですけども。そういうふうなことを私はね、支援

制度の中で取り組むことができるんじゃないかなと、こういうふうに思いますが。町長、いかがです

か。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まあ、黒滝のところ云々っていう議員のお話ですけども、今大石田町の船着場としては、今川

端地区に許可をいただいた形の中でつくらせていただいており、そこをまあ、利用する遊覧船

云々に関しては１０年ぐらい前に結局倒産した、というようなこともありますし、もし再生で云々とい

うことにするんだったらそこが適当な土地であり、新たな黒滝の場所っていうのは考えられない、

非常に難しい問題であると思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

町長よ、やっぱり舟運文化ということで、大石田町は長井市以上に県下に名立たるような町でも

あるわけだ、舟運文化。だから私はね、それを活かせるような町としての努力が必要ではないかな

ということでまあ、話してるわけですが、それが難しいとかなんかというよりも、前向きにね、例えば

かわまちづくり支援制度、長井市では商工会、観光協会、それから地域の団体、民間団体っちゅ

うか、あと NPO と。こういうのを立ち上げて、そして長井市をどうしたらいいか、というようなことでか

わまち支援制度に提言して活かしてるわけだ。だとすればね、大石田町でもそういう構想が必要

あんねがなと。町長一人で難しい、あてんなくて。そういうふうな団体を大石田町は舟運文化とし

て発信するにはどうしたらいいか、ということが必要んねがなと、町長、気がするんだけども。町長、

ほごらどうですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

大石田町はかわまち、先ほども答弁したとおりかわまちっていうことで１０何年前に、平成１５年

までの整備が終わった。だからもう一回その、整備が終わった後の再整備っていうことが必要なん

ではなかろうかなというような。新たな場所、新たなあれ、でなくて、今まで国交省でやってくれた
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場所を再整備するっていうことが必要なんではなかろうかなと私自身は思って国交省に、国土交

通省の河川局のみなさん方と、会うたびにお話はしてるところであります。そしてまた、今年度た

ぶんなるであろう山寺が支えた紅花文化の日本遺産によって、やっぱり舟運文化、大石田町でな

ければならないということで、山寺を支えた紅花文化の最終都市である大石田町を加えなければ

ならないというようなことも県の教育委員会からきてますし、そういうふうな形の中で、山寺を支えた

紅花文化の最終点として大石田がもし日本遺産に登録されればまたそこから新たな文化、そして

新たな観光、新たな舟運文化というものが出てくるんではなかろうかなと思っておりますので、今

後もう一回、最上川舟運文化をもう一回皆さん方と検討しながらやっていかなければならないんで

はなかろうかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

やはりもう一回検討ということになりますが、私はね長井市がやっておる商工会、観光協会、そ

れから市民団体、NPO、というような方々に集まってもらって、協議会をつくっていただいて、そし

て大石田町の舟運文化どうしたら発信できるかということを私は改めてね、町長に提案したいと思

うんですが、町長どうですか、そごら、はっきり、具体的に。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まあこれは逆に夢物語ならないように私自身もこれからの観光面、いろんな面で考えていかな

ければならないなと思っていますけども。まあ私は３４７の中に道の駅っていうものがないということ

をふまえた上で、大石田町の虹の大橋の近くに「川の駅」というような形の中でつくっていただきた

い、それには今の国交省の大石田出張所も、やっぱり、例えば工事をするとあそこ洪水になる可

能性もありますし、安全な場所ということで移転した場合に、そういうところに移転しながら国交省と

一緒になって川の道づくりになんとか３４７沿いにもつくるのが一番の観光の面、大石田を売り出

す面においてはいいんではなかろうかなというような気がしております。やっぱり今私はしないって

いう、今回の齊藤議員の質問に、しないっていうあれではなくて、もう一度国交省に頼んで再整備

っていうことが必要なんではなかろうかなということです。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

いや、さっき難しいなて話ったもんだがら、今は再整備に向けてそういうふうな努力をしますとい

うことでありますので、是非ね、そういうふうに「かわまちづくり支援制度」に該当するようなことにし

ていただいて、もう少し大石田町の舟運文化を発信していただきたいと。国交省に行ったらね、舟

形町は今ちょうど「かわまちづくり支援制度」を今やってますよと。舟形町ね。だからとなり町でもそ

ういうふうな制度を、今使って国交省と話をしているわけですから、もしあれなんだったね、大石田

町としてもそういうごどどうやっていくかという話を聞くのも結構だと思いますが、町長いかがです

か。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 
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まあかわまちづくり云々、３４７と一緒になった形の中で取り組む必要があるのかなと思っており

ます。単なる川の駅云々っていう形だけでは弱すぎるもんですから。そのへんをこれから時間をか

けてどういうふうに進めるべきか。今道の駅云々もすばらしくお金がかかる云々、それに伴って収

益、利益云々も難しい面もたくさんあるというような話も聞いております。また、米沢の道の駅が当

たってる、どこどこの道の駅が収益を上げてるっていうことにありますけども、ほとんどの道の駅自

体が沈んでる、利益をプラス云々っていうことがはできないような話も聞いてますんで、そういう点

をふまえた上でこれから検討しなければならないなと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

いや私今、舟形町は取り組みをやっておりますと、かわまちづくり支援制度というものをね、町と

して。だから国交省と話してるわけだ。だから、となり町だから聞くにはどうかということを町長さ申

し上げだんですけども、町長どうですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

1．町長（庄司喜與太君） 

まあ、いろんな形で舟形町にも聞いてみたいと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

私あの国交省に行ってね、パークゴルフ場、河川敷を利用してつくれないかということを、私な

りの個人的な考えですけども、申し上げてきたわけだ。北村山郡でパークゴルフ場がないのは大

石田町だけだと。だから、一つどっかね、そういうふうなことに取り組めないかというような私の個人

的な考えですよ、ということを申し上げてきたわけなんですけども、町長はこの点、どう考えていま

すか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほども答弁しましたけども、敷地、いろんな点のことを再整備っていうことを言いましたけども、

再整備を考えながら、そういうことも視野に入れた形で話をしてみたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

そういうふうなことを私あの、国交省に行って申し上げてきたわけですが、まあ先ほど私がちょっ

と聞いた感じじゃあ町長よ、最上川、さみだれ最上川親水公園というふうな形の中の、中で、一つ

あの、最上川川沿いの再整備ということでできないのかなと、町長もう一回そごら聞きます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

パークゴルフ場をつくれないかっていうことですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 
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８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

大石田町は内外に発信するような公園がないわけです。ちょっと子どもだ遊ぶ公園はあっけど

ね。だから、せっかく最上川というような素晴らしいね、この川があるわけですから、それを活かし

てその、最上川、さみだれ最上川親水公園と、私はこう言ってるんですけど、そういうふうな最上

川公園というものを造る考えはないかということも再度聞きます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今の大石田の、先ほども下河原グラウンドの使用、水が洪水に必ず、毎年１回や２回上がるで

あろうという場所にはそういう設備をお金をかけて公園を造るっていうことは非常に難しいことであ

ろうと思います。特に下河原グラウンド、今の下河原グラウンドにしても毎年国交省からのお金を

いただき、そして町もグラウンド整備に関しては水が洪水になれば必ず土砂を取り除くっていう作

業にほんとにお金をかけておりますし、親水公園、他の親水公園、最上川の近くにあるから親水

公園が、場所があそこにあるから親水公園ができるであろうというような場所では今のとこないもん

ですから。そういう点は非常に難しいのではなかろうかなと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

町長、ほだい難しぐ考えねだていあんねが。わたしはあの、フットパス散策道のね、長井市では

ほこに金をかけてつくりましたと。大石田町は特殊堤を含めてずーっとあの黒滝橋をね、一周する

ような道路がもうできてるわけですから、そういうことをフットパス散策道にしてなんとかできないか

と。金がかかるとかなんかとかじゃなくて、そういうとこがもうできてるわけですから、それを活かして

なんとかできないかということを聞いてるんですけど、町長。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

えーっとね、散策道と公園というのは違う、質問が違うんではないのかなというような、まあこれ

反問件ですから、言えないんですけども。やっぱり散策道は散策道でやっぱりつくらなくちゃなら

ない、整備をするっていうような方向、公園は今の時点ですと親水公園ってのは難しいんではな

いのかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．質問者（齋藤公一君） 

ちょっと私と考えが違うようなんで、これはなんぼ議論しても無駄なのかな、っちゅうな感じもする

わけですが、実際ね、かわまちづくり支援制度っていうのが、これ、国の制度としてあるわけです

から、それを活かして、町長今言った再整備と、なんかあの、３４７の道の駅どがっていう話があっ

たわけですが、そういうことも考えているということでありますが、かわまちづくり支援制度を利用し

てなんとか大石田町の舟運文化というものを活かして、そして内外に発信して大石田町もう少しお

客がそれを理由にして来ていただくようなことにできないのかなと私は思っております。そういうご

どで最上川の親水公園というようなことも私は申し上げたわけですが、町長もう一回そこら町長の
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考えを聞きまして私の質問終わります。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まあご質問にお答えしますけども、川の町に関しては大石田町は平成１５年までにいただいて

おって今の整備になったんではなかろうかなと思ってますんで。また、そういう場合には再整備

云々というようなことのお願いっていうことに、まあ、何回も言うようですけどもそういう面においての

再整備っていう形の中でまたその制度を使わせていただきたいというような要望になりますし、新

たな発想云々っていうことでは、またすぐ１５年後、何年後云々の中でまたお願いするっていうこと

は難しいんではなかろうかなというようなことで質問に答えたわけですけども。いろんな整備も今回、

国交省と話をしながらどういう形の中で大石田町の舟運文化っていうものをもう一回発信するのか、

発信すればいいのか、国交省の役人のみなさん方とお話したいと思っております。以上です。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で、８番 齋 藤 公 一 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。午後１時再開いたします。 

 

 

 

休憩  午前 １１ 時 ２８ 分 

再開  午後  １ 時 ００ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般による質問を行います。順序により発言を許します。６番 大 山 

二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

通告に沿って質問いたしますが、町長の考えをはっきりとお話いただきたいと思います。 

全て、やります、やります、やりますでいけばすぐ終わりますのでよろしくお願いしたいと思いま

す。 

最初に、幼児教育無償化の対応についてお伺い致します。昨年９月議会において同様の質

問をさせていただきましたが、町長の答弁は「国からは制度の内容や具体的な進め方など示され

ていないため、何の対応もしていない」と答弁いただきましたが、先月２月１２日に政府は午前の

閣議で幼児教育、保育を無償化する子ども子育て支援法改正案を決定いたしました。内容として

３歳から５歳児は全世帯、０歳児から２歳児住民税非課税世帯が対象で１０月１日から認可保育

所などの利用料が無料になります。１０月の消費税率１０％の引き上げによる増収分を財源に子

育て世代の負担軽減を図る目的で行われ、無償化に必要な費用は地方分担金を負担分を含め

て年間７７６４億円の見込みで、１０月からの半年分に限り国が全額まかなうとされていますが、再

来年度になりますか今からですと。２０２０年からの４月からの町の対応はどうされるのか、まずお

伺いします。また、実費として徴収される通園送迎費、或いは食材衣料費、行事費などの経費に
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ついては無償化の対象ではないと現在されているため、引き続き保護者が負担する必要がありそ

うであります。現在、町の公立、私立とも保護者負担金に給食費などは含まれているそうで、子供

が長時間過ごす保育園で給食は必要不可欠なものですので、子育て支援の観点、そして心通う

温かい町政が信条の象徴として給食費の無料化をしてはと思いますが、町長の英断を期待しま

すがいかがでしょうか。 

次に、インフルエンザ予防注射についてお伺いします。昨年１２月議会の質疑において町長は

「来年からする」と明言されました。予算説明会で来年度予算に計上されておりますが、改めてご

説明いただきたいと思います。その前に、中学３年生にもとお願いしておりましたので、本年度の

罹患の状況と中学生への影響についてもご説明お願い致します。 

次に、消防分署建設における周辺道路整備についてお伺いいたします。新しい消防分署計画

が着々と進行しておりますが、当町は豪雪地帯であり、冬期間の道路交通が心配されます。朝日

町市内は消雪道路でありますが、井戸枯れ等で約半分近くは除雪道となっております。冬期間は

豪雪ともなれば道幅が狭くなり、車両の交通に支障が出てまいります。朝日町通りはもとより、新

分署から昭平橋までの通りは特に車のすれ違いが困難になっております。緊急時、消防車や将

来配備しようとしている救急車、そして、住民の車がスムーズに通れ、中学生などの通学路などに

もなっておりますので歩行者も安全に通れるよう道路改良が必要と思います。これは朝日町町民

の要望でもありますので、道路改良について町長のお考えをお伺いします。答弁の後、再質問さ

せていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

       大山議員の質問にお答えいたします。 

はじめに、幼児教育の無償化に関するご質問にお答えいたします。今年１０月から実施予定の３

歳から５歳までの保育料無償化に伴う、国と地方との費用負担については、昨年１２月に政府と

全国知事会、全国市長会、全国町村会が合意に達し、公立保育所は全額市町村負担、私立保

育園は国が２分の１、都道府県と市町村が４分の１ずつの負担となることが決定しておりますが、

来年度に限っては、議員おっしゃる通り全額国が負担することになります。 

２０２０年度からの対応は、との質問でございますが、財政面での対応についてお答えいたしま

す。平成３２年度からは、３歳から５歳分の保育料が歳入として見込めなくなりますので、その分の

財政の確保が問題になります。 

公立保育分については、基準財政需要額に算入される予定になっています。私立保育所分に

ついては、保育委託料に対する国庫補助金の算定の仕組みが、保育料無償化に伴って変更に

なり、試算の結果、国庫補助金が増額することが判明しました。増加分は保育料として納付される

金額以上になることから、特別の財源措置は必要がないと見込んでおります。 

続きまして、給食費についてですが、これまでは実費負担を基本としながらも、保育料に含むと

いう取り扱いをしてきたため、食材料費分として格別の負担を求めることはありませんでした。国は、

保育料の無償化以降も、食材料費は保護者の実費負担が基本という考えに変わりはないので、

保護者が負担することについては問題がないとの見解を示しております。 

しかしながら、保育料が無償化と引き換えに新たに食材料費を課すことについては、保育料無

償化の本質に逆行することにもなりますので、慎重に検討を進める必要があると考えております。

今後、法令が整備され、制度の詳細が明確になったところで、財政事情や他自治体の動向もふ
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まえた上で判断してまいりたいと考えております。 

続きまして、インフルエンザ予防に関するご質問ですが、県内における今年度のインフルエン

ザの状況については、山形県感染症発生動向調査によりますと、インフルエンザ注意報が１月１

６日、警報が１月２３日に発令されております。いずれも感染者数の数値を基準の発令されるもの

で、去年と比較すると発令時期はほぼ同じですが、感染者数は減少傾向で推移しているようで

す。 

中学生への影響はとの質問でありますが、小、中学校におけるインフルエンザ罹患児童生徒

の状況は、平成３１年１月２１日から平成３１年２月までの期間で、小学校で２９人、中学校で２３名

という報告を受けています。 

また、学級閉鎖の状況については、大石田中学校で、今年１月２１日に１年B組及び特別支援

学級在席の１年生３２人の内、９人が欠席し、その内７人がインフルエンザ罹患者であったため、

同日午後から早退、２３日までに２日間学級閉鎖となりました。 

なお、中学校３年生のインフルエンザ疾患による高校受験への影響、欠席がなかったことを確

認しております。 

来年度、インフルエンザ予防接種に対する助成事業に取り組む予定にしており、平成３１年度

一般会計予算に盛り込んだところであります。 

助成内容につきましては、対象を０歳児から中学３年生までの児童生徒で、１回につき２千円の

助成額で、小学校以下の児童については２回分を予算措置しております。予防接種は１回３，８０

０円となっていますので、半額の助成ということになります。 

次に、消防分署建設における周辺道路整備についてのご質問にお答えします。 

消防分署周辺に存在する道路は、都市計画街路大石田駅東線、町道上ノ原幹線１号線が主

な道路と認識しております。まず、都市計画街路大石田駅東線についてでありますが、当町には

DID 区域がないため、街路整備事業の補助はなく、さらに社会資本整備総合交付金事業の補

助メニューにおいては、通学路整備が優先的に割り当てされる状況にあります。 

また、都市計画街路計画路線上には、家屋等移転補償を要する物件が多数存在し、さらに、

その補償額も多額のものがほとんどであり、かつ移転先の確保も難しい現状であると認識しており

ます。 

さらに、町道上ノ原幹線１号線においては、一部機械除雪区間が存在しますが、散水消雪路

線で流雪溝も整備された道路となっており、道路脇は家屋が連担しております 

従って、拡幅を伴う道路整備には多額の事業費を要すると思われます。以上により、例年実施

している散水消雪点検業務の結果等をふまえ、現状を十分に調査し今後の対策等を検討して参

りたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

中学校の現状については、教育長からお願いしたいのかなと思って、教育長と書いたんです

けど、全て言われましたので、何かありましたら答弁お願いしたいと思いますが。まずは幼児教育

無料化の対応からお伺いします。 

町長答弁の中で、今のところは特別な財源措置は必要ない、無料化するにあたって、と。まあ

このように言われたところを見ますとですね、公立は基準財政重要額に算入されると。私立は国

県の補助金が増額されるということで、特別に財政として町の持ち出しとかそういったものが増え
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て大変であるということはないという言い方になろうかと思いますが、ほんとにそうであれば何の問

題もない、保護者にとっても大変いいことであるというふうに思います。まあそこであの、対応として

は今後まだまだ確定したところが出ておりませんので、今分かる範囲内だけでの考え方になろう

かと思いますけども、次の、いわゆる給食費無料化について無料にしてはどうかということです。

現在の町の保育料の中には給食費が含まれていると。その中にもまた通学バス、通園バスとかで

すね、行事費とかですね、そういったものがすべて含んでいて、その中で管理費と事業費というよ

うな形の中で分かれているんだそうですけども、その事業費の中である程度やりくりをしてですね、

給食もまかなっているという状態だそうです。ただし今度国の方で言われていますのは、給食費

は保護者からの実費をいただきなさいというふうになっております。まだ確定ではないそうですけ

ど、お聞きしたところ月４，５００円。私調べたのには主食３千円、それから副食４，５００円って書い

てあったんですけど、まあ給食費として４，５００円ぐらい保護者からは貰いなさいよというか、国の

方針としてはそうしてもいいよというふうになってるんだそうです。そうするとですね、いろいろ、ま

あいろいろ言う前に簡単にまずは保育園の無料化に伴って、給食関係も全て、町としては無料に

したらどうかということで、しますという答弁いただけるでしょうか、どうですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

私自身といたしましては、今まで保育園の保育料が無料になる、今後共、今後無料になるとい

うことで、もしじゃあ５千円、まあ１万弱所得によって保育料は違うと思うんですけども。じゃあ給食

費が７，２００円ですよ、４，５００円といった場合に、おかしいんじゃないの無料っつった場合に、と

いうことで、逆に４，５００円よりも安く保育園に通っている人たちからの不平、不満というものが当

然出てきますし、そういう点をふまえた上で考えなくちゃいけない問題であり、全て無料というまで、

ここではいろんな財政上もありますので、「はい、じゃあ無料にいたします」っていう答弁はできな

いんですけども。私自身としては、財政上を加味しながらなるべく無料の方向でしなければならな

い点があるんではなかろうかなというような気がしております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

大変いい答弁をいただきました。まあ、保護者からしてみれば今まで保育料ってのは細かく分

けられて、これがなんぼ、これがいくらっていうのがほとんど分かりづらい状況で今いただいてると

思うんですね。んで、保育料の中に全てが含まれてるということになっておりますので、単純にで

すね、単純に町には３つの保育園がありますけども、給食費、いわゆる食材料費、どれぐらいなの

かちょっと調べてみました。まああの、人数によって、やり方によって、各保育園とも差が出てきて

おります。 

例えば、大石田保育園でありますと、これ２９年度の食材料費で調べてるんですけども、大石田

保育園の場合は６９０万円。そのうち職員の方も食べておりますので、その分を引かせていただい

て残りが５６６万円ぐらい。１名当たり５４名として計算いたしましたけど、１ヵ月あたりですね、８，７４

２円。だいたい１年間で２５０日ぐらいの稼働率って言ったらおかしいですけど、こういうふうに計算

しますと１日あたり４１６円位になるんですね。 

んで、ふたば保育園は人数が２９年度で８５名おりましたので、７５０万。全部で。んで、職員分

を引きますと６０７万４千円ぐらい。簡単に１名あたりだと７万１，４６５円で、一日あたり２８６円ぐら
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い。 

横山保育園ですと、まあそういった計算でいくと１日あたり３６６円。まあ大石田保育園の方がお

いしいもの食べてんのかなというふうに思ってしまうところがあるんですけど。こういった中でです

ね、これをずっと計算してくとですね、いわゆる国から４，５００円を貰ってもいいよと、食料費として、

食材費としてもらって下さいねというふうにしていきますとですね、今の保護者負担金額からその

給食費４，５００円見当でいきますと、だいたい５４名の子供さんの場合だと１９２万８千円ぐらい貰

えるわけですね。そのへんの差額、公立は全額負担しなさいねと言われている。私立の場合はさ

っき町長が言ったには２分の１、４分の１、４分の１の割合できますので、そういった形でずーっと

計算していくとですね、だいたい今後増えるのは１，６５０万円ぐらいですね、町の負担となると。そ

こでじゃあ、４，５００円の給食費という形の中でそれも無料にして全部計算した場合ですと、２，６

９０万円、２，７００万円ぐらいの費用負担があるだろうと言われます。そういうふうに私計算したん

ですけど、先ほど町長の答弁のなかで、公立保育園は基準財政重要額に算入される、まあどこに

入ってるかまるっきり分からないような状態なんでしょうけど。私立の場合は、国県補助金が増額

する。そうした場合、納付される金額以上になることから、特別な財源措置は必要がない、というこ

とになってますので、単純に給食費無料にした時の約２，７００万円ぐらい増えても問題ない、とい

うふうに思えるんですけど。まあ、数字をべらべら言ってもなかなか分からないでしょうから。 

もう一つ、前にもあの、質問したときに言ったんですけど、消費税１０％になるときに上がります

よね。２％上がりますので、だいたい計算式があって、それで当てはめてみますと、大石田の場合

は約３，４００万円ぐらい。消費税分だけでも増えてるという試算があります。そうすると、充分にこ

れを賄える数字だろうなと。やっぱり、保育にかける費用、いわゆる子育て支援にかける費用とい

う意味で言えば、必要な予算措置ではないのかなというふうに思うわけです。先ほどなんとか、っ

ていう話もあったんですけど、そういう数字等聞いて、町長、いかがですか。改めて、これはそうい

うことであれば無料にしてもいいな、という考えにかなり偏ったというふうに思うんですけど、いかが

ですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほどの私の答弁にもありました通り、財政事情や他自治体の動向を踏まえた上で、今の問題

を解決しなければならないんではなかろうかなと思っております。 

私自身も財政上、いろんな形の中であれば、やっぱり当然、子育て支援っていう形の中でやら

なければいけない分野でもありますし、頑張りたいなとは思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

えーっとですね、財政事情は当然、それはそうかもしれません。ただね、ここの答弁の一文でで

すね、一番私が気に入らないのがですね「財政事情、他自治体の動向も踏まえた上で」これいっ

つも言われるのが一番嫌いなんですね。なんで自分とこで独自にやれないのかなって。 

今回新聞報道でも各市町村の予算の、新予算のポイントとかっていうの出てますけど。尾花沢

市の大きい見出しだけでも、子育てや教育に重点。それから村山市、ここはあんまりないんですけ

ど、子育て世帯の経済的負担軽減を図ろうとか。あとは東根市、教育子育て策を充実。それから

寒河江市も、中学給食費負担、半額にとかですね、こういう目玉政策的なことがポンと出てくるん
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ですね。大石田のやつはこれから出るんじゃないかと思うんですけど。大石田として目玉政策って、

何をしようとしてらっしゃるんですかね。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、議員がおっしゃる通り、子育て支援云々をきちっとした目玉に、これから取り入れなければ

ならない、と私自身は思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

そうしますとやっぱり、これはあの、給食費無料化なんてのはまずは第一段階かなと。 

他に例えば、尾花沢市、村山市、ちょっと調べたところだと、河北あたりもそうですけど、今あの、

３人生まれる家庭が、まあ子育て支援の関係もあるんでしょうけども、多くなってきました。今回の

補正の中にも３人目が多くなったので、というところで、３人いる子供さんなんかいた場合は、２人

目は、まあいろんな条件ありますけど、２人は半額、３人目は無料、というようなやり方をやっている

市町村、結構あるんですよね。大石田は、まだまだそういう点から言うと、遅れすぎてるかなと。本

来はそっちも当然やんなきゃいけないんだろうなと思いますけど。やっぱり何を言っても、最終的

には、財政、財政っていう形にはなろうかと思います。でもやっぱりまあ、是非ですね、そういった

ところを考えていただいて、大石田は子育てがしやすい町だ、というのをある程度、せめて、他市

町村と遜色ないまでもっていかないことには同じ土俵には立てないのかなと。本来は、前も言った

んですけど、大石田ってずっと先んじて子育て支援っていうのをやってきた町なので、それが今

段々と立ち遅れてる、そういう気がします。これはだから、前にも言った、いわゆる、子育て支援と

いう形の中で、手厚くなってるということは、若者世代が住みやすいということで定住策にもつなが

りますし、人口増加策にも繋がっていくもんであろうというふうに思いますので、是非こういったこと

もねっす、考えていただきたいなと。 

まあ、今回インフルエンザで予算をちゃんとつけていただいて、それも一つの子育て支援策と

いう中でありますので、大変良いことだったな、というふうに思いますが、ここまで聞いて、他の市

町村でやってるようなことも今後やっていきたいという意欲ございますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

私も答弁で、先ほども言いましたけども、やっぱり保育料が無料といえば、やっぱり各家庭の皆

様方も、当然給食費が無料というようなことも考える、当然考えると思いますんで、その点を鑑みな

がら、財政事情とも相談しながらやっていきたいと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

是非ですね、あの、財政云々、でも、答弁している中では特別な財政措置は必要がない、とま

で書いてらっしゃいますから、まあ、多少の負担が、負担がっちゅうかな、その分お金がくるんだっ

ていうような言い方になろうかと思いますので、是非、そういったこと、今回の給食費無料に関わら

ずですね、やっぱり子育てしやすい町を目指してですね、今後やっていただければなというふう
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に思いますので、よろしくお願いします。 

次に、インフルエンザ予防注射に関してお伺いします。今回、インフルエンザの予防注射をお

願いしたところ、やります、とそういうふうに言われましたので、私の質問には、そんなに即答して

いただいたのは初めてかなと思うんですが。まあ、当然、他の市町村でもやってらっしゃることで、

前にも言ったとおり、県内でも３町だけやってないということで、ほんとに立ち遅れたところだったと

思います。で、内容としては、一回２千円ということで、先ほどのお話で３千、まあ、３，８００円が一

回目かかるんですが、６ヶ月以上、１３歳未満の場合は２回目２，１００円なんですよ、合わせて５，

９００円。尾花沢市の方では１，９００円補助してましたので、まあ、２回、２千円ずつということであ

れば２００円大石田町では多くすると。プラス、中学校まで、３年までというふうにお願いしたら、私

３年生だけっていうふうに言ったつもりだったんですけど、３年まで全部、いわゆる、中学校３年生

までやっていただいたことで、大変予想以上に、良いやり方をやっていただきたいなと思います。

ただ、このインフルエンザ予防接種委託料、今回、１３０万６千円なんですが、答弁書にはですね、

小学生以下の児童については２回分を措置しております、この金額では全員したら間に合わない

ですよね。これはだから、ある程度、全員がするという見込みよりも、動向を見て、もし足りなくなっ

たら、また補正を組んで対応していくということでよろしいですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

福祉課長に、保健福祉課長に答弁させます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

それでは、私の方からお答えさせていただきます。基本的に全員が対象ですけども、予算措置

の観点から、受診率、一点の受診率を出して、それで、計算しております。足りなくなった場合に

ついては、全員が予防接種という制度でございますんで、補正等で対応して、応えてまいりたいと

いうふうに思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

そうですね、まあ、是非そのへんはですね、お願いしたい。全員がすると当然２００万円以上か

かりますよね。そうやってくと当然不足額が生じてきますので、そのへんは是非、多くなった場合

はお願いしたいなと。これはまああの、当然インフルエンザにかかってほしくないっていうことと、そ

うなれば医療費関係にも、かかった、かからないで、関わってまいりますので、是非、できれば全

員。保護者によってはしないっていう人もいらっしゃいますので、強制はできませんので、できるだ

け罹患率の低い、ってか０っていう方向を目指していただきたいなというふうに思います。 

今回、ちょっと、教育長に、せっかくですので。中学校で、先ほどこういうデータを出していただ

きましたけども、わかるかどうか、予防注射をやったっていう子どもさんはいらっしゃるんでしょうか。

例えば中学校３年生。今は補助も何もないもんですから、一回あたり３，８００円を支払わなきゃい

けないという形になってますけど。そういう、予防という、まあ、受験に対してという考え方の中では

遅いですけど、予防ということで接種した、そういう、１人、とかありましたら、もし。 

１．議長（村岡藤弥君） 
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教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

お答え申し上げます。データはございませんが、１０月の校長会以降、特に中学校３年生のご

兄弟がいる家庭とかですね、或いは、中学校３年生本人はできるだけ予防接種を受けてほしい、

それはご本人のみならず、クラスメイト全員に影響するんですね。先生方ももちろん予防接種をし

ていただきたいというお願いはしております。ただ、データはございません。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

答弁書の中で、今回、受験への影響、欠席がなかったことを確認しております。昨日受験を行

ったはずなんですけど、すごい速いんですけど、どうなんですか、あの、はい。 

１．議長（村岡藤弥君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

議員から質問があった時点での答弁でございますので、当然私立の受験で欠席はなく、ほとん

ど希望通りに皆進路が決まったと。その後、推薦入学でも欠席はなかった。昨日のことですから、

まだ報告は来てませんが、昨日、今日も実技ありますしね、たぶん全員が希望通りの受験をして

いることと存じております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

まあ、一番大変良いことだな、と思います。万一のことに備えた中での、このインフルエンザの

予防注射ということですので、できれば今回、まあ、学級閉鎖が一つありましたけども、防ぐ手段っ

ていうのは非常に難しい、子どもたちはあっちこっち行ったり、あと、大人の方もいらっしゃいます

し、保育園に行った子どもさんがもううつると、一家全員がうつるような状態もあるようで、全て０に

するには非常に難しいことかなと思いますが、その分、予防注射をすることによって軽くする。今

年はなんか、予防注射したのに２回も３回も引いたっちゅう事例もあったようで、それはお医者さん

に聞くとですね、新しい薬が出たんだそうですね。その新しい薬は、なんかこう、今までのとちょっ

と違うので、かかったんじゃねえかっていうな話があって。普段のインフルエンザの場合は、A 型、

B 型、両方半々ぐらいで予防注射をするので、一応両方に効くんですよと。今回は新しい薬が出

た、それを使った人が２度、３度引いたような状況もありそうだというふうな、お聞きしました。このへ

んでは、タミフルとかなんか、そういった系統が多いのかと思いますけど、風邪にかかった場合で

すけど。できるだけそういった、インフルエンザなどにかからないような予防注射をしていただいて、

町の子どもたちを守っていただければなというふうに思います。 

次に、消防分署における周辺道路の整備についてお伺いします。 

町長先ほど、答弁の中でですね、まあ、この答弁のなかではDID区域って書いてあって、町長、

住宅密集区域って言われましたけど、住宅密集じゃなくて、人口集中区域だと思うんですが、住

宅だけなってるんじゃなくて、基準としては１㎞あたり４千人ぐらいの、いわゆる人口が密集してる

地域という意味だと思うんですよ、これは。そういう点から言うと、駅東口、そこ４千人もおりません

ので、そういう区域にはならないんだろうなと。 

もう一つは、以前から都市計画道路あるわけですね。だけども、そのまま頓挫して、今回消防分
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署を建てる、その敷地内もその路線の中に入ってしまっているわけです。 

まあ、いろんな観点から、都市計画道路はちょっと難しいな、だれもがそういうふうには思ってる

と思うんですね。ただやっぱり、今回の周辺道路ということで言えばですね、夏場、まあ、雪のない

時期は問題ないかと思います。多少狭いところ、まあ、広いところと狭いところがあるという程度で

すけど。問題は冬期間ですね。冬期間、今、先ほども言いましたけど、答弁もあったんですが、朝

日町の本通りに関しては、井戸の水が途中枯れた経緯もあって、約半分近くがその分除雪のほう

にまわってますね。で、消雪道路はそのままあってやってますが、やっぱり消雪道路ってのは雪

はある程度は消えるんですけども、豪雪になると、どんどん道幅が狭くなってくる、いわゆる、家と

間口除雪に、これも関わってくんのかなと思うんですが。今度は、逆に今度間口じゃなくて、間口

間除雪ですよね。家と家の間が、じゃあ誰が除雪するの、っていう観点でいくと、なかなかそこがこ

う、除雪しきれなくて、その分道路に雪が出てきてしまうと。それによって、交通の妨げになる、そう

いう状態なんですが。 

今年の冬、まあ、今年の冬も結構集中的に降ったときもありましてですね、特にあの、本通りか

ら、昭平橋にくる、教育長の裏になるのかな、車庫の方ですね。あそこの道路っていうのは非常に

狭くなる。道路自体もかなり老朽化してますし、消雪道路の水もだいぶ出が悪いということで、道

路形状にもよるんですけども、どうしても橋の方まできれいに水が行き届かないし、消えない。あそ

こは小学校の通学路にもなってますよねっす。ですから冬の間非常に危ない状況になってるんで

すけど、こういった現状の中で、町長どう思われます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

確かに昭平橋、教育長の裏通り、ヤマキさんとこ、ちょっと狭いなという感じはしますけども。どう

いう解決策あるのかなということ、今私の頭の中に描いてはおりますけども、答えが出てないような

状態です。もしあれでしたら、建設課長の方からそういう今の状態を報告させていただきます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

建設課長 遠 藤 秀 樹 君。 

１．建設課長（遠藤秀樹君） 

議員のご指摘のとおり、連続で雪が降った場合については、水の出が悪いという状況は把握し

てます。ただ、シーズン前の消雪道路の定期点検においては水が出るんですね。そうすると、こっ

ちの方の定期点検の方では、良好、ということで調査の報告は来ます。ただ、それが連続で２、３

日なった場合、さっき言われた通り連続で雪が降った場合、これについては出が悪くなってきてい

るという状況にあろうかと思います。そういった状況下にありますので、これについては最初のシー

ズンのはじめの点検のみでなく、一番水が枯渇する２月とか、そういった段階で、井戸の水位の調

査も合わせて実施しなければいけないのかなというふうに考えているところはあります。 

尚、今年の冬については、どうしても危ないというふうな判断をさせていただいた場合について

は、昭平橋等については、重機等も入れた中で、道路の圧雪部分は抜かせていただいたというこ

とで対応はさせていただいたところでございます。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

建設課の方でも、まあ、ある程度、状況把握はされてるでしょうけども。やはりあの、冬の間、特
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にあそこの消雪道路はこう、道路の面っていいますかね、きれいにちゃんとこう、水が流れるように

なってないらしいんですね。教育長、一番分かるんじゃないかと思うんですが。それでは、やっぱ

りせっかくの消雪道路があっても事を成さない、ましてや一番枯渇期にあたる２月とかでいけば、

水がどんどん減ってく。まあ、昔、昔でないや、前に高速道路ができたので、井戸枯れとかなんか

いろいろ調べた経緯があるのかなとは思うんですが、まあ結局影響はないという､あれは国交省で

すかね、見解を出して、あれからどういうふうにあちこちの井戸がどうなったのかって、はっきり分

かんないところあるんですけど。まあ、今課長言われたように、枯渇期になるとどうしてもやっぱりど

この井戸も減ってはきますが、せっかくの消雪道路ですので、それをじゃあそうやって解消したら

いいのか、井戸をもっと深く掘ったほうが良いかとかですね、いろいろある訳ですけど。今の段階

で言うと、なかなか今度消雪道路整備はしていかないよ、というような町の方針もあるんじゃ、あっ

たんじゃないかなと思うんですね。 

ただ、今ある施設はちゃんと使ってくというふうにもなってらっしゃるはずなので、あるものはちゃ

んと有効に活用できるような形は、管理という面からもしていかなきゃいけないのではないかと。せ

っかく水が出ても、その水の流れがどういうふうになってるのか、偏った方向にばかり流れて、片方

は全然消えないようでは意味を成さないので、そのへんの改良という形はやっぱり必要ではない

のかなと。まあ、最終的に本来で言えば消防署から出てきた道路、今新しくなってますんで、広い

道路、んで昭平橋まで行く道路はちょっと狭くなる。昭平橋が一番狭い状態になりますので、昭平

橋の架け替えが一番とは必要かなとは思うんですけども。まあ、簡単に昭平橋を架け替えるって

ゆうのは今のところ無理な状況だと思いますので、そこまでの道路は消雪道路なら消雪道路とし

てちゃんと機能できる体制をとるべきだと思います。町長、それは当たり前のことなんですけど、

「とります。」という答弁をいただけますか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

ここの路線もですが、点検、１１月、１２月前後に点検するわけですけども、やっぱりもう一回ぐら

い点検するようなことも考えていかなければならないんではなかろうかなというふうに思います。特

に川端地区なんかにおいては、最初は良かった、んじゃ、雪降ってから作動が上手くなかった、

っていうようなこともありますので、その点を考えていきたいと思っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

やっぱりあの、簡単に言うと、朝日町だけではないと言われればそれまでなんですけど。今回

川端地区もポンプが壊れたということでポンプを交換いたしました。んで、来年度事業の中で、消

雪パイプもなんかこう曲がってるんだそうなので、それを直す予算をつけるという話は聞いてたん

ですけど、来年の予算見たら１００何十万しかなかったのであれで直せるのかなっていう、ちょっと

気はしているんですが、やはり、ある施設は有効に活用するために維持管理をしていく必要は当

然あろうかと思います。冬の間危険がいっぱい、いわゆる、最初に言いました消防分署からの消

防自動車の出入り、将来的に救急車も配備したいということで整備してますので、救急車をやれ

ば当然１分１秒を争うところで、昭平橋の前で車同士がかち合って動きがとれない、という状態で

は困ると。まあ、あそこを選んだ、まあ、土地を選んだって言うと、そんときの責任者である私もあそ

こはどうでしょうかって言った手前、やっぱり利便性を考えた上で決定したつもりですので、昭平
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橋をスムーズに渡れるような道路づくりは当然必要かと思います。まあ、あそこだけと言いましょう。

朝日町の大きい通りにしても、いざ火事、或いは、病気、救急車って言った場合は、庚申町、栄

町とか、そっちの方にも当然消防自動車も救急車も行かなきゃいけないというわけですので、冬

道、せめて車がすれ違えるぐらいの道路は確保すべきだろうというふうに思います。どうしたらいい

か、町長、考えございませんか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

消雪、そしてまた除雪をもう一回経験しながら、これから考えていかなくちゃならない問題だと思

っております。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

まあ、そのとおりだと思います。除雪に関して先ほど申し上げたとおりですね、この間までは、今

でも流雪溝はまずは必要だと。流雪溝は作ったけども、最近は、じゃあ誰がそれを流雪溝に入れ

るのと。高齢者世帯がどんどんどんどん増えてきまして、なかなかそれがおぼつかなくなってきた、

その中で、じゃあ、間口間除雪っていう話が出てきた。んじゃ、間口除雪するには大変な労力とお

金もかかるということで、なかなかそこは進まない。それにプラスして、また先ほど言った私は、間

口間除雪、隣の家と隣の家の間の除雪はだれがどうやってするの、っていう問題が出てきてると

思うんですよ。まああの、例えば例を出していいのかどうか。駒籠にも大通り、あそこ流雪溝ちゃん

と作ってはあるんですが、冬の間になるとやっぱり、間口、自分とこの間口だけは掃きますけど、

隣との間ってほとんどなかなか手がつかなくなる、大変大きな幅もあったりとかで難しくなる。そう

すると、せっかく流雪溝あっても、道路の幅がやっぱり、家と家との間の雪がどんどんどんどん迫

ってきて、結局狭くなってるっていうのが現状なんですね。それはどこでも起こってるようなところも

あります。起こらないところないぐらい、本町通りもそうですよね。まあ、結局は空き家になってしま

っているお宅もあったりとか、空き地があったりするところを誰が掃くんだ、っていうふうになります。 

今年はですね、意外と県の小型ロータリーとかなんかが、まめにあの、道路から黄色い、路肩

帯って言ったらいいのかな、歩道と言ったらいいのかな、あそこがね、少し掃いてくれるようになり

ました。前は一切、それがなかった。白線までぎちーっと掃いて雪を置いとくだけ。それが、今年

小型ロータリーで少し中まで掃いていってくれるようになりましたので、当然県道ですので、交通

の便を考えてそれをやってくれてるんだろうなと思いますが。じゃあやっぱり町道はどうなんだと。

朝日町なんかも町道ですので、そのへんをどういうふうに町がやってくのか、当然そういったことを

していかなきゃいけないのではないかなと、町の除雪機、どれだけ間に合うのか、間に合わないの

か、それで分かりませんけど。そういった除雪体制の見直しも当然必要になってこようと思います

が、町長いかがですか。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

やっぱり要望に応えて、流雪溝、そしてまた、消雪、そして除雪云々、やっぱり要望に応えると

言っても、今の議員がおっしゃるような問題点もはっきり言って出てきておりますので、やっぱり見

直し体制をもう一回図らなければならないんではないのかなと、今思っております。 
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１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

やっぱり、問題ってどんどんどんどん積み重なってくんですよね。まずは最初これだった問題が

次の問題が出てきて、それをやっていくとまた次の問題が出てくる。まあ、これはいたちごっこみた

いで、いつまで経ったら、完全になくなるなんてことはないのかなと思いますけど。やっぱり町長が

いつも言っているね、心温かい、何だっけ、心通う温かい町政、それに則った政策をどんどんどん

どんしていかないと、やっぱり町民第一で考えていって当たり前の政治ですので、是非ですね、

そういったことを考えながら事に当たっていただきたい。 

最後にまとめ、まとめとして、もう一回答弁みたいな感じにはなるかと思いますけど、医療費無

料化、給食費無料化について。それからインフルエンザはまあ、いいでしょうけど、朝日町の、あ

の、道路とか、そういったものをどうやっていくという意思表示をもう一回お願いしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

大山議員の質問に対して、こうやっていくっていう形の答弁はできませんけども、ある程度の考

え方を今お聞きした上で、今後の町政にやっていきたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．質問者（大山二郎君） 

まあ、今回ありました３つの問題、いずれも子育て、或いは地域住民に密接した問題ですので、

是非とも、早急に取り組んでいただいて、改善点を見つけていただいて、それを助成していくとい

う方向で進んでいただきたいなというふうに思います。以上で終了致したいと思います。ありがとう

ございました。 

１．議長（村岡藤弥君） 

以上で６番 大 山 二 郎 君の質問を終わります。 

これをもって、町政一般に関する質問を終結いたします。本日の会議は、以上をもって散会と

いたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

散会  午後  １ 時 ５６ 分 
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第１１日目  平成３１年３月１５日（金） 本会議 午後１時００分 開議 

１．議長（村岡藤弥君） 

出席議員数も定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

議事日程に入る前に、１番 村 形 昌 一 君から３月８日の会議における、ああ２番。失礼しま

した。議事日程に入る前に、２番 村 形 昌 一 君から３月８日の会議における発言について、

大石田町議会会議規則第６４条の規定により、お手元に配付しました発言取消申出書に記載し

た部分を取り消したいとの申し出がありました。申し出者の説明を求めます。２番 村 形 昌 一 

君。 

１．２番（村形昌一君） 

３月８日の会議における私の発言のうち、次の部分を取り消したいので、議会において認可され

るよう大石田町会議規則第６４条の規定により申し出ます。 

記。取り消したい発言「今度、消防分署の発注もありますけども、もうやる前から大体あそごが落

札するんじゃないかなっていうような噂も出るわけです。それではやっぱりいけないと私は思うわけ

であります。」の部分であります。今後入札をしていくうえで支障が出るということですので、私も行

政運営を滞らせる気持ちはございませんので、以上の部分を取り消したいと思います。議員の皆

様のご賛同よろしくお願いします。 

１．議長（村岡藤弥君） 

お諮りいたします。 

申出書のとおり、発言の取り消しを許可するにご異議ございませんか。（議員：「なし。」）異議な

しと認めます。 

よって、２番 村 形 昌 一 君からの発言取消申出を許可することに決定しました。 

次に、本日の会議は、議事日程第５号によって進めてまいります。日程第１．議案第９号から、

日程第７．議案第１５号まで、以上７件を一括して議題といたします。 

予算特別委員会委員長より審査結果の報告を求めます。予算特別委員会委員長 村 形 昌 

一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

委員会調査報告書。本委員会に付託された事件は審査の結果次のとおり決しましたので、大

石田町会議規則第７７条の規定により報告いたします。 

記。事件の番号、件名で報告します。 

議案第９号「平成３１年度大石田町一般会計予算」 

議第１０号「平成３１年度大石田国民健康保険特別会計予算」 

議第１１号「平成３１年度大石田町次年子簡易水道特別会計予算」 

議第１２号「平成３１年度大石田町学校給食事業特別会計予算」 

議第１３号「平成３１年度大石田町農業集落排水事業特別会計予算」 

議第１４号「平成３１年度大石田町介護保険特別会計予算」 

議第１５号「平成３１年度大石田町後期高齢者医療特別会計予算」 

審査の結果、平成３１年度第１回定例会本会議から付託された議案第９号から議案第１５号まで

以上７件について、去る３月１２、１３及び１４日に課別審査ならびに本日総括審査を行い、関係す

る職員の出席を求め、説明を受け、慎重に審査いたしました。審査結果は、議案第９号から議案

第１５号までの各会計予算について、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

平成３１年３月１５日 大石田町議会議長  村 岡 藤 弥 殿、大石田町議会予算特別委員
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会委員長  村 形 昌 一。 

１．議長（村岡藤弥君） 

ただ今の、予算特別委員会委員長よりの報告は、７件とも原案のとおり可決すべきものとするも

のであります。これにご質疑のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）ご質疑もないようであり

ますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これをも

って討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。これより、議案第９号を採決いたします。採決は起立により行います。

お諮りいたします。議案第９号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。

全員起立であります。 

よって、議案第９号「平成３１年度大石田町一般会計予算」は、原案のとおり可決されました。 

これより、議案第１０号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１０号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１０号「平成３１年度大石田町国民健康保険特別会計予算」は、原案のとおり可

決されました。 

これより、議案第１１号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１１号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１１号「平成３１年度大石田町次年子簡易水道特別会計予算」は、原案のとおり

可決されました。 

これより、議案第１２号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１２号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１２号「平成３１年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算」は、原案のとお

り可決されました。 

これより、議案第１３号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１３号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１３号「平成３１年度大石田町農業集落排水事業特別会計」は、原案のとおり可

決されました。 

これより、議案第１４号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１４号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１４号「平成３１年度大石田町介護保険特別会計予算」は、原案のとおり可決さ

れました。 

これより、議案第１５号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第１５号は、委員長報告のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第１５号「平成３１年度大石田町後期高齢者医療特別会計予算」は、原案のとおり

可決されました。 

次に審査を付託しております請願の審査を行います。日程第８．請願第１号を議題といたします。

厚生産建常任委員会より審査の結果について報告を求めます。厚生産建常任委員会 委員長 

齋 藤 公 一 君 

１．８番（齋藤公一君） 

委員会審査報告書 

本委員会に付託された事件は、審査の結果次のとおり決定したので「大石田町議会会議規則
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第７７条」の規定により、報告します。 

記．請願第１号、件名として、「里地区流雪溝設置に関する請願」であります。 

審査の結果、平成３１年第１回定例会から付託を受けた請願第１号について審査するため、３月

７日役場庁議室において、本委員会を開催し、関係する職員の出席を求め、詳細な説明を受け、

慎重に審査いたしました。 

その結果、請願第１号は願意妥当と認め、採決すべきものと決定いたしました。 

平成３１年３月１５日 大石田町議会議長  村 岡 藤 弥 殿、大石田町議会厚生産建委員

会委員長  齋 藤 公 一。 

１．議長（村岡藤弥君） 

ただ今、委員長により報告がありましたが、これにご質疑のある方の発言を許します。（議員：「な

し。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これをも

って討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。請願第１号は、委員

長報告のとおり採択と決定するに賛成の方の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、請願第１号は、委員長報告のとおり採択することに決しました。 

次に、日程第９．請願第２号を議題といたします。総務文教常任委員長より審査の結果につい

て報告を求めます。総務文教常任委員会 委員長  村 形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

委員会審査報告 

本委員会に付託された事件は、審査の結果次のとおり決定したので「大石田町議会会議規則

第７７条」の規定により、報告します。 

事件の番号．請願第２号、件名「ライドシェアの導入に反対し、安全、安心なタクシーを国に求

める意見書提出を求める請願」審査の結果、平成３１年第１回定例会から付託を受けた請願第２

号について審査するため、３月７日役場３０１会議室において本委員会を開催し、関係する職員

の出席を求め、詳細な説明を受け、慎重に審査いたしました。 

その結果、請願第２号は願意妥当と認め、採択すべきものと決定いたしました。 

平成３１年３月１５日 大石田町町議会議長  村 岡 藤 弥 殿、大石田町議会総務文教常

任委員会委員長  村 形 昌 一。 

１．議長（村岡藤弥君） 

請願第２号「ライドシェアの導入に反対し、安全、安心なタクシーを国に求める意見書提出を求

める請願」を議題といたします。 

ただ今、委員長より報告がありましたが、これにご質疑のある方の発言を許します。（議員：「な

し。」）ご質疑もないようでありますので、これをもってご質疑を終了いたします。 

次に討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これをも

って討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。請願第２号は、委員

長報告のとおり採決と決定するに賛成の方の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、請願第２号は、委員長報告のとおり採択することに決しました。 

次に、日程第１０．「議員派遣の件」を議題といたします。議員派遣の件については、大石田町

議会会議規則第１２７条の規定によって、お手元に配付しております別紙のとおり、派遣すること
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にしたいと思います。これにご異議ありませんか。（議員：「なし。」）ご異議なしと認めます。お諮り

いたします。議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取扱いを、議長に一任願いたいと

思いますが、これに、ご異議ありませんか。（議員：「なし。」）異議なしと認めます。 

よって、議員派遣の件については、原案のとおり派遣することに決定しました。 

暫時休憩といたします。議員はその場でお待ちください。 

 

 

 

休憩  午後  １ 時 １５ 分 

再開  午後  １ 時 １６ 分 

 

 

 

１．議長（村岡藤弥君） 

再開いたします。 

お諮りいたします。ただ今、村 形 昌 一 君から発議第１号が提出されました。これを日程に

追加し、追加議事日程の１．追加日程第１．として議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（議員：「なし。」）異議なしと認めます。 

発議第１号を日程に追加し、追加議事日程の１．追加日程第１．として議題とすることに決定し

ました。 

配布もれはありませんか。配付もれなしと認めます。 

次に、追加日程第１．発議第１号「ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求

める意見書の提出について」を議題といたします。議案書を、議会事務局長に朗読させます。議

会事務局長 鈴 木 太 君。 

１．議会事務局長（鈴木太君） 

発議第１号「ライドシェアの導入に反対し、安全、安心なタクシーを国に求める意見書の提出に

ついて」 

上記の議案を別紙のとおり、大石田町議会会議規則第１４条の規定により提出します。 

平成３１年３月１５日 大石田町議会議長  村 岡 藤 弥 殿。提出者 大石田町議会議員  

村 形 昌 一、賛成者 同上 遠 藤 宏 司、賛成者 同上 芳 賀  清、賛成者 同上       

星 川 久。 

国民に安全、安心な輸送サービスを提供しているタクシー事業に混乱をもたらす恐れのあるライ

ドシェアの業務形態を、国は無秩序に容認しないよう提案するものである。 

「ライドシェアの導入に反対し、安全、安心なタクシーを国に求める意見書」 

近年、規制改革の推進などの名目でスマートフォン等により、運転者と利用者を仲介し、一般の

運転者が旅客運送を行うライドシェアの容認を求める動きが出ている。ライドシェアは自家用車の

運転者のみが運送責任を負うことを前提としており、利用者の安全や保護等の観点から問題があ

り、タクシー事業者は高齢者、障害者等の交通弱者にとって不可欠な移動手段であるとともに、

自治体等の要望を踏まえた乗合タクシーの展開に取り組むなど、地域公共交通の一つとして大き

な役割を担っている。ライドシェアが無秩序に展開されると、地域公共交通に大きな混乱をもたら

す恐れがあり、安全、安心な輸送サービスの根幹を揺るがしかねない。以上のことから、地方自治
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法第９９条の規定に基づく意見書を提出いたします。 

１．ライドシェアは、利用者の安全、安心に極めて大きな懸念のある業態であり、その容認を行

わないこと。 

２．地域において、大きな役割を担っているタクシーは本より、バスや鉄道を含めた地域公共交

通維持発展に向けた総合的な施策を講ずること 

平成３１年３月１５日 衆議院議長 大 島 理 森 殿、参議院議長 伊 達 忠 一 殿、内閣

総理大臣 安 倍 晋 三 殿、国土交通大臣 石 井 啓 一 殿、内閣府特命担当大臣・規制

改革担当大臣 梶 山 弘 志 殿。大石田町議会 議長  村 岡 藤 弥。 

１．議長（村岡藤弥君） 

提出者 村 形 昌 一 君、提出内容についての説明を願います。２番 村 形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

委員会などで審査した結果、ライドシェアはまだ時期尚早であるというようなことで決着をみまし

た。えー、白タクなども含め、やはり現在のまま安全を最優先してやっていくというようなことでござ

いますので、議員の皆様の賛同をよろしくお願いしたいと思います。 

１．議長（村岡藤弥君） 

議案の審議を行います。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）ご質疑もないよう

でありますので、質疑を終結いたします。 

次に討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これをも

って討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。発議第１号を採決いたします。お諮りいたします。発議第１号は、原

案のとおり決するに、賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、発議第１号「ライドシェアの導入に反対し安全・安心なタクシーを国に求める意見書の提

出について」は、原案のとおり決しました。 

以上をもって、平成３１年 第１回定例会の全日程を終了しました。 

町長より発言を求められておりますので、これを許します。大石田町長  庄 司 喜 與 太 

君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

第１回町議会定例会の閉会にあたり、一言お礼を申し上げます。 

議員各位におかれましては、長い日程の中で、慎重かつ鋭意にご審議いただき、全議案、いず

れも原案どおりご可決をいただき、誠にありがとうございました。 

ご可決いただきました各案件については、早速、町政に反映してまいります。 

これからも町の地方創生の実現に向け、各分野において全力で取り組んでまいりますので、こ

れまで以上に、議員各位のご理解とご指導をよろしくお願い申し上げます。 

議員の皆様にあらためてお願い申し上げます。 

まず、年度末の会計処理のために必要な各会計の予算補正については、専決処分にて処理さ

せていただきたくお願いいたします。 

また、今後の国や県の動静にもよりますが、税条例など、法令等の改正に伴って、改正を要する

条例も予想されます。その際にも、専決対応とさせていただきますので重ねてお願いいたします。 

最後に、大変恐縮でございますが、福祉会館解体工事に伴う契約の変更と一般会計補正予算

及び教育長の人事案件について、臨時会を来週３月２０日水曜日に招集の予定です。 

ご多忙のところ誠に申し訳ありませんが、ご理解をお願いいたします。 
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議員の皆様には、長い期間本当にありがとうございました。 

１．議長（村岡藤弥君） 

これをもって、平成３１年第１回大石田町議会定例会を閉会いたします。ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会  午後  １ 時 ２４ 分 

 


